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Ⅶ 自然科学分析

2． キウス5遺跡出土の勾玉の産地分析

彙科哲男、東村武信

（京都大学原子炉実験所）

はじめに

遺跡から出土する大珠､勾玉、管玉の産地分析というのは、玉類の製品が何処の玉造遺跡で加工され

たということを調査するのではなくて､何カ所かあるヒスイの原産地のうち、どこの原産地の原石を使

用しているかを明らかにするのが､玉類の原産地推定である。玉類の原石の産地を明らかにすることは

考古学上重要な意味をもっている。糸魚川市でヒスイが発見されるまでは、中国、雲南、ビルマ説、発

見後は、もっぱら国内説で､岩石学的方法‘ )および貴重な考古遺物を非破壊で産地分析を行った蛍光x

線分析で行う元素比法2) 3）が報告されている。また、碧玉製管玉の産地分析で系統的に行った研究は

蛍光x線分析法と電子スピン共鳴法を併用し産地分析をより正確に行った例4）が報告されている。石

鍼など石器と玉類の製品はそれぞれ使用目的が異なるため､それぞれの産地分析で得られた結果の意味

も異なる。 (1)石器の原材産地推定で明らかになる、遺跡から石材原産地までの移動、活動範囲は、石

器が生活必需品であるため、生活上必要な生活圏と考えられる。 （2）玉類は古代人が生きるために必

ずしもいるものではない。勾玉、管玉は権力の象徴、お祭、御守り、占いの道具、アクセサリーとして、

精神的な面に重要な作用を与えると考えられる。従って、玉類の産地分析で、明らかになるヒスイ製玉

類の原石の分布範囲は､権力の象徴としての玉類であれば､権力圏を現わしているかもしれない､お祭、

御守り、占いの道具であれば、同じような習慣を持つ文化圏が考えられる。石器の原材産地分析で得ら

れない貴重な資料を考古学の分野に提供することができる。

今回分析を行った遺物は北海道千歳市中央852他のキウス5遺跡の縄文時代後期前葉(余市式土器）

のLH-6地区の床面から出土した1個の丸玉大珠で、分析結果が得られたので報告する。

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は､原産地間を区別する人間で言えば指紋のような、その原産地だけにしかない

という指標を見つけなければならない。その区別するための指紋は鉱物組成の組合せ、比重の違い、原

石に含有されている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できなければ産地分析はできない。

成功するかどうかは、とにかく行ってみなければわからない。原産地同士が指紋でもって区別できたな

らば､次に遺跡から出土する遺物の指紋と原産地の指紋を比較して、一致しない原産地を消去して一致

する原産地の原石が使用されていると判定する。

ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、玉などは、国宝重要文化財級のものが多くて、非破壊で産地分析が行な

える方法でなければ発展しない｡石器の原材産地分析で成功している5)非破壊で分析を行なう蛍光X線

法を用いて玉類に含有されている元素を分析する。

遺跡から出土した大珠、勾玉、管玉などを水洗いして、試料ホルダーに置くだけの、完全な非破壊で

産地分析を行なった。ヒスイ製玉類は、蛍光x線分析法で元素の種類と含有量を求め、試料の形や大き

さの違いの影響を打ち消すために分析された元素同士で含有量の比をとり、この元素比の値を原産地を

区別する指紋とした。碧玉製玉類はESR法を併用するが試料を全く破壊することなく、碧玉に含有され

ている常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利用した。

ヒスイの原産地

分析したヒスイ原石は、日本国内産では(1)新潟県糸魚川市と、それに隣接する同県西頸城郡青海

町から産出する糸魚川産、 （2）軟玉ヒスイと言われる北海道沙流郡日高町千栄の日高産6)、 （3）鳥取
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県八頭郡若桜町角谷の若桜産、 （4）岡山県阿哲郡大佐町の大佐産、 （5）長崎県長崎市三重町の長崎産

であり、 さらに（6）西黒田ヒスイと呼ばれている静岡県引佐群引佐町の引佐産の原石、 （7）兵庫県

養父郡大屋町からの原石、 （8）北海道旭川市神居町の神居コタン産、 （9）岐阜県大野郡丹生川村の飛

騨産原石、 また、肉眼的にヒスイに類似した原石で玉類等の原材になったのではないかと考えられる

(10)長崎県西彼杵郡大瀬戸町雪浦からの原石である。国内産のヒスイ原産地は、 これでほぼでつく

されていると思われる。これら原石の原産地を図1に示す。これに加えて外国産として、 ミャンマー産

の硬玉と台湾産軟玉および韓国、春川産軟玉などのヒスイの分析も行なわれている。

ヒスイ試料の蛍光X線分析

ヒスイの主成分元素はナトリュウム(Na)、アルミニュム(Al)、珪素(si)などの軽元素7）で、次い

で比較的含有量の多いカルシウム(Ca)、鉄(Fe)、ストロンチウム(Sr)である。また、 ヒスイに微量

含有されている、 カリウム(K)、チタニウム(Ti)、 クロム(Cr)、マンガン (Mn)、ルビジウム(Rb)、

イットリウム (Y)、ジルコニウム (Zr)、ニオビウム (Nb)、バリウム (Ba)、 ランタニウム (La)、セ

リウム(Ce)の各元素を分析した。主成分の珪素など軽元素の分析を行なわないときには、励起線源の

x線が試料によって散乱されたピークを観測し､そのピークの大きさが主に試料の分析面積に比例する

ことに注目し、そのピークを含有元素と同じく産地分析の指標として利用できる。ナトリュウム元素は

ヒスイ岩を構成するヒスイ輝石に含有される重要な元素で､出土した遺物が硬玉か否かを判定するには

直接ヒスイ輝石を観測すればよい､しかし､ヒスイ輝石を非破壊で検出できる方法が確立されるまでは、

蛍光X線分析でNa元素を分析し間接的にヒスイ輝石の存在を推測する方法にたよる他ないのではなか

ろか。各原産地の原石のなかで、確実にNa元素の含有が確認されるヒスイ産地は糸魚川、大屋、若桜、

大佐、神居コタン、長崎の各原産地の原石でこれらは硬玉に属すると思われる。Na元素の含有量が分

析誤差範囲の産地は日高、引佐、飛騨の各産地の原石である。糸魚川産原石のうち緑色系の硬玉に、肉

眼的に最も似た原石を産出する産地は、他の硬玉産地よりも後述した日高、飛騨、引佐の原石に見られ

る。各原産地の他の特徴を以下に記述する。若桜産のヒスイ原石はSrのピークがFeのピークに比べて

相当大きく、またZrの隣に非常に小さなNbのピークが見られ、Baのピークも大きく、糸魚川産では見

られないLa,Ceのピークが観測されている。このCaのピークは大佐産と長崎産ヒスイ原石のスペクトル

にも見られ、 これらCeを含有する原石の産地は、糸魚川の産地と区別するときに有効な判定基準にな

る。長崎産ヒスイは、Tiの含有量が多く、Yのピークが見られるのが特徴的である。 日高産、引佐産、

飛騨産ヒスイ原石は、Caピークに比べてTiとかK、またFeピークに比べてSrなどのピークが小さいの

が特徴で糸魚川産のものと区別するときの判断基準になる。

春川軟玉原石は、乳白色の工芸加工性に優れた原石で、軟玉であるが､古代では勾玉などの原材料と

なった可能性も考えられることから分析を行なった。この原石には、Sr､Zrのピークが全く見られない

ため、糸魚川産などのSr､Zrを含有する原石と容易に区別できる。また、長ll1奇県雪浦のヒスイ類似岩を

ヒスイの代替品として勾玉、大珠などの原材料に使用している可能性が考えられ、分析を行った。この

岩石は比重が2.91と小さく、比重でもって他の産地のものと区別できる。また、砒素(As)のピークが

見られる個体が多いのも特徴である。

これら各原産地の原石は同じ産地の原石であっても、原石ごとに元素の含有量には異同がある。した

がって、一つの原産地について多数の原石を分析し、各元素の含有量の変動の範囲を求めて、その産地

の原石の特徴としなければならない。

糸魚川産のヒスイは、白色系が多いが、緑色系の半透明の良質のもの、青色系、コバルト系、および

これらの色が白地に縞となって入っているものなど様々である｡分析した糸魚川産原石の比重を調べる460
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と、硬玉の3.2～3．4の範囲のものと、 3．2に達しない軟玉に分類される原石もある。若桜産、大佐産の

分析した原石には、半透明の緑色のものはないが､全体が淡青緑かかった乳白色のような原石、また大

屋産は乳白色が多い。このうち大佐産、大屋産の原石では比重が3.20に達したものはなく、これらの原

石は比重から軟玉に分類される。しかし、ヒスイ輝石の含有量が少ない硬玉とも考えられる。長崎産の

ヒスイ原石は3個しか分析できなかったが良質である。このうち1個は濃い緑色で､他の2個は淡い緑

色で､少しガラス質である。日高産ヒスイの原石は､肉眼観察では比較的糸魚川産のヒスイに似ている。

ミャンマー産のヒスイ原石は、質､種類とも糸魚川産のヒスイ原石と同じものが見られ肉眼で両産地の

原石を区別することは不可能と考えられる。分析した台湾産のヒスイは軟玉に属するもので､暗緑色の

ガラス質な原石である｡これら各原産地の原石の分析結果から各産地を区別する判断基準を引き出し産

地分析の指標とする。

ヒスイ原産地の判別基準

原産地の判定を行なうときの判断基準を原石の分析データーから引き出すが､分析個数が少ないため、

必ずしもその原産地の特徴を十分に反映したとは言えない産地もある｡表lに各原産地ごとの原石の比

重と元素比重をまとめた｡元素比重の数値は、その原産地の分析した原石の中での最小値と最大値の範

囲を示し、判定基準（1） とした。ヒスイで比重が3.19未満の軽い原石は、硬玉ヒスイではない可能性

があるが、糸魚川産の原石で比重が3.19未満のものも分析を行なった。大佐産のヒスイは比重が3.17未

満であった。したがって、遺物の比重が3.3以上を示す場合は判定基準(1)により大佐産のヒスイで

はないと言える。日高産、引佐産の両ヒスイではSr/Feの比の値が小さくて、糸魚川産と区別する判定

基準(1)になる。表2の判定基準(2)にはCr、Mn、Rb、Y、Nb、Ba、La、Ceの各元素の蛍光X線

ピークが観測できた個体数を％で示した表である。例えば遺物を分析してBaのピークが観測されれな

かったとき、その遺物は、若桜、大佐、長崎産のヒスイでないといえる。図2はヒスイ原石のSr/Feの

比の値とS"Zrの比の値の分布を原産地ごとにまとめて分布範囲を示したものである。●は糸魚川産の

ヒスイで､分布の範囲を実線で囲み、この枠内に遺物の測定点が入れば糸魚川産の原石である可能性が

高いと判断する。□はミャンマー産のヒスイの分布で、その範囲を短い破線で囲む。糸魚川の実線の範

囲とミャンマーの破線の範囲の大部分は重なり両者は区別できないが､ミャンマーと糸魚川が区別され

る部分がS'IFeの値（横軸) 2.5以上の範囲で見られる。この範囲の中に、遺物の測定点が入ればミャン

マー産と考えるより、糸魚川産である可能性のほうが高いと考えられる。▲は大佐産の､△は若桜産の、

▽は大屋産のヒスイの分布を示している。糸魚川と大佐、若桜、大屋のヒスイが重なる部分に遺物の測

定点が入った場合、 これら複数の原産地を考えなければならない。 しかし、 この遺物にBaの蛍光X線

スペクトルのピークが見られなかった場合、表2の判定基準（2）に従えば糸魚川産または大屋産のヒ

スイであると判定でき、その遺物の比重が3.2以上あれば大屋産でなくて、糸魚川産と推定される。■

は長崎産ヒスイの分布で､独立した分布の範囲をもっていて他の産地のヒスイと容易に区別できる。台

湾産の軟玉はグラフの左下に外れる。★印の日高産および＊印の引佐産ヒスイの分布の一部分が､糸魚

川産と重なり区別されない範囲がみられる。しかし､Ca/Si比とSr/Fe比を指標とすることにより （図3)、

糸魚川産ヒスイは日高産および引佐産の両ヒスイと区別することができる。Na/Si比とMg/Si比を各原

産地の原石について分布を示すことにより （図4）、遺物がと、この原産地の分布内に帰属するかにより、

硬玉か軟玉かの判別の手段の一つになると考えられる。

ヒスイ製勾玉の分析結果と考察

分析した勾玉の比重は（アルキメデス法)吸水性があり水中での重量が一定せず､吸水の初期の値は

約2、7～であった。また、蛍光X線分析で主成分組成のNa元素が観測されず、硬玉の条件を満たしてい 461
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ない。また、日高軟玉の可能性を考慮して考察を行なった結果を示す。この丸形大珠の蛍光X線スペク

トルを図5に示しK/Ca、Ti/Ca、 Sr/Fe、Zr/Sr、Ca/Si、Na/Si、Mg/Siなどの各比量と比重を求め表3に示

した。各原産地の原石の元素比重の分布範囲と比較し図6， 7， 8に示した。図6， 7では日高産、飛

騨産軟玉の範囲に入り、図8ではどこの産地の範囲からも外れている。この他に比重と判定基準（2）

の含有元素の有無などの判定を総合して、丸形大珠の原材産地を推測したが､その結果を表4に示した

ように全ての判定で共通した産地が見られず原石産地を特定できなかった。蛍光X線分析の結果から、

この大珠の原石が超塩基性または塩基性の原岩が蛇紋化した可能性も考えられることから、 日高産軟

玉に一致しなかったからと言って、この大珠の原石産地が日高変成帯､神居コタン変成帯の原石ではな

いとは言えない。
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表1 ヒスイ製遺物の原石産地の判定基準（ 1 ）

蛍光X線法による元素比の範囲

比堕 K/Ca Ti/Ca

原産地名 分析

個数 Sr/Fe Zr/Sr Ca/Si

糸魚川産

若桜産

大佐産

長崎産

日高産

引佐産

大屋産

神居コタン産

飛Mq産

ミヤンマ産

台湾産

１

２

０

３

２

８

８

９

０

６

１

４

１

２

２

１

４

２

５

９

７

３

９

６

９

９

５

６

３

２

１

２

２

３

１

１

１

３

■
●
●
ｏ
ｏ
ｇ
ｂ
Ｆ
■
凸
。

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

０

へ

一

一

一

一

一

へ

一

一

へ

０

０

２

５

６

８

５

６

５

５

５

３

０

１

８

１

９

１

９

９

８

１

■
■
■
■
●
■
０
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Hn Rb Y Nb Ba La

原産地名

Cr Ce
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若桜産

大佐産
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日高産

引佐産
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０
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０

Ｘ
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Ｎ
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０

４
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０

０
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０

０

０
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Ｎ

２
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４
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33％
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０

０

０
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６
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ND :検出限界以下 tr :検出確認
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表3 キウス5遺跡出土の丸形大珠の元素分析値の比量と比重

元素分析値の上瞳

Na/Si Mg/Si Al/Si K/Ca Ca/Si Ti/Ca Cr/Fe Mn/Fe Ni/Fe Sr/Fe

遺物

番号

分析

番号

大珠 45225 ６

７

４

６

０

３
口

０

０

０

０

１

０

１

０
●

０

０

０

２

１

２

０

０

０

０

１

１

５

０

０

０

０

０

１

９

０

２◆

０

０

２

６

６

５

７

０

７

３

２１

２

０

３
◆

０

１

３

８

０

０

申

●

０

０

４

６

３

７

１

０

Ｆ５

０

１

７

４

２

０

０

七
０

０JG-1

遺物 分析

番号

元素分析値の比量

Ba/Sr La/Sr Ce/Sr Rb/Sr Y/Sr

0.03 0．00

5.33 0. 12 0．31 0.77 0' 15

試料

比重

試料

重量Zr/Sr Nb/Sr

0. 138 0.00

0｡ 766 0．05

大珠 45225 2. 7～ 49.06

JG-1

a)標準試料、Ando,A.,Kurasawa,H.,0hmori,T.&Takeda,E・ (1974). 1974compilationofdata
ontheGJSgeochenlicalreferencesamplesJG-1granodioriteand JB-1basalt.

”“ﾙ&"ﾉ.Cjノ〃"""L Vol.8 175-192.

～：試料は吸水性があり比童は吸水途中の値

表4 キウス5遺跡出土の丈I形大珠の原材産地分析結果

各分類基準による半淀

図6半旗図7判定 図8判定 比重＆基準(2) Ni/Fe半淀｡）

分析

番号 総合判定

45225 HK'HD HK,HD 不明HD

IT:糸創I I WK :若桜OS :大佐NG:長崎HK :日高IN:引佐OY:大屋
KM:神居コタン肋：飛騨

a) : (飛騨産原石、42個の平均値±標準偏差)Ni/Fe=0.091±0.030

（日高産原石、 14個の平均値±標準偏差)Ni/Fe=0.065±0.028
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3． テフラEPMA分析委託報告書

1997年1月

ジオサイエンス株式会社

緒言

本報告は,財団法人北海道埋蔵文化財センターの御依頼により1996年10月～1997年1月に

かけてジオサイエンス株式会社が行なったEPMA分析の結果をまとめたものである．

＜件名＞

テフラEPMA分析委託

く目的＞

基礎データにする．

＜測定鉱物＞

斜方輝石

く試料＞

分析に供する試料は，以下の9点である．

試料一覧

ロ
方糯
１
２
３
４
５
７
８
９
Ⅱ

試
対比可能テフラ

Ta-a

Ta-a

Ta-c降下岩片， スコリア

En-a

En-a

Spfal
ワ

Spfa2 (Kt-bl, Kt-1)
Ta-c降下軽石？

給源

樽前山

樽前山

樽前山

恵庭岳

恵庭岳

支笏カルデラ

？

クヅタラ

樽前山

＜試験方法＞

波長分散型EPMAポイント分析法

く使用装置＞

EPMA分析装置： 日本電子社製JXA-8800M

＜巻末資料＞

EPMA分析モル分布図集

EPMA分析結果一覧表

EPMA測定結果データ集＊

偏光顕微鏡写真集＊

担当者鄭重（理学博士）

分析地 ジオサイエンス株式会社

(東京都台東区東上野6－1－1(東京都台東区東上野6－1－1 高長ビル

TELO3-5828-1651 FAXO3-5828-0750

E-mail:XLDO3317@niftyserve.or.jp

3F)

分析原理と方法

波長分散型EPMAによる元素分析

EPMA(ElectronProbeX-rayMicroanalyzer;エレクトロンプローブX線マイクロアナライザー）は，加

速した電子ビームをごく細く絞って試料に照射し,そこから発生する特性X線のスペクトルをもとに微

小領域の化学組成を明らかにする分析手法である.電子ビムは直径1浬、前後までに絞り込むことが

でき， この時の入射電子の拡散領域，すなわち化学組成の情報源の大きさは直径・深さともlO"m以

下である. EPMAの最大の特長は，試料の形態や組織を粉砕や溶解によって損うことなく，顕微鏡で試

料の表面を観察しながら， このような微小分析点を任意に設定し分析できる点にある． このため，複雑
459

*掲載を省略。
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な組成を持つ試料の特定の部分や粉末試料の粒子ごとの化学組成を知ることができる.EPMA分析装置

は，電子顕微鏡に波長分散型X線分光器(WDS,WavelengthDispersiveX-raySpectroscopy)を取付ける

ことによって構成され, NaからUまでのすべての元素が精度よく短時間に分析できる．

今回は波長分散型X線分光器を取付けた走査型電子顕微鏡(EPMA分析装置， 日本電子社製JXA-

8800M) を用いて分析を行った． その原理を以下に述べる．

物質を構成する原子はそれぞれ固有の殻電子準位をもっている．このような物質に電子線を照射する

と，その物質から原子特有の性質をもつX線（特徴X線）が発生する．そのエネルギー（波長）は原子

の内殼電子準位差即ち原子固有の殻間遷移エネルギーに等しい.このX線の波長を分析することにより，

元素の定性分析ができる． また，それぞれの特有波長をもつ特徴X線の強度を測定し，標準強度と比べ

ることにより定量分析も可能となる．

試料の処理

試料が絶縁性の物質や,二次電子放出効率の低い軽元素からなる試料の場合,試料表面を導電性物質

でコーティングすることが必要となる．通常は，真空蒸着法により，金，銀， カーボンなどを試料表面

に薄く蒸着する．元素分析する場合は通常カーボン蒸着を行う．今回カーボン蒸着が行われた．

火山灰試料を蒸留水で充分洗浄し乾燥した上に，磁石を用いて，輝石を濃集した．粒径75～250浬

mの斑晶鉱物粒子を分析試料として，研磨薄片に作成した（巻末の偏光顕微鏡写真集) ．研磨薄片表面

にカーボンを蒸着したのちに， 日本電子社製JXA-8800のEPMA分析装置を使用し，一試料当り20~

30斜方輝石の粒子に対して， ポイント分析を行った．

分析結果

測定結果は巻末の「EPMA測定データ集」に示した． また，平均値とモル計算結果は，試料ごとに，

巻末の「EPMA分析結果一覧表」と「EPMA分析モル分布図集」にまとめて示した．斜方輝石粒子の中

心部と周辺部の元素組成の差の有無を検出するために，試料2のある斜方輝石粒子に対して，それぞれ

その中心部と周辺部において分析を行ったが,元素組成の差がほとんど認められなかった(参考｢EPMA

分析結果一覧表」試料2 ：ポイント9-1, 9-2) . したがって， ほかのポイント測定は斜方輝石粒子の中

心部において行った．

各試料の斜方輝石分析結果比較は図lに示した‘図lに示したように,黒丸は分析した斜方輝石粒子

の主元素モル比の平均値であり，周りの大きな楕円は標準偏差である．ただし， ここでの標準偏差は分

析誤差ではなく ，斜方輝石粒子の平均値からの変化分布であり，楕円の大きさと形状は，各試料に含ま

れた斜方輝石粒子の主元素組成分布特徴を表すものである斜方輝石はエンスタタイト(MgSiO3)とフェ

ロシライト(FeSiO3)との固溶体であり，一般に(M9,Fe)SiO3と表される．

分析した全ての9試料の粒子は，その(MgO+FeO)/SiO2モル比が0.98=t0.02範囲に入り，斜方輝石

であることを示唆する.MgOﾒFeOモル比の標準偏差は試料によって様々であるが,これは試料に含まれ

た斜方輝石固溶体結晶粒子の元素組成の変化分布を表す.MgO/FeOモル比変化の小さいものはほぼ同一

組成の粒子からなることを示すが，大きいものは，様々な元素組成の粒子からなることを示唆する．以

上の特徴から分類すると，以下の6種類が分けられる．

(1)試料1 , 2, 1 1

比較的に均一な組成をもつ斜方輝石固溶体粒子の集団である．

(MgO+FeO)/SiO2モル比:0.96～0.99470
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MgO/FeOモル比

（2）試料3

1 .56±0.07

様々な組成をもつ斜方輝石固溶体粒子の集団である．

(MgO+FeO)/SiO2モル比:0.98±0．02

MgO/FeOモル比 : 1.68±0.36

（3）試料4， 5

比較的に均一な組成をもつ斜方輝石固溶体粒子の集団である

(MgO+FeO)/SiO2モル比:0.96～1．00

MgO/FeOモル比 : 1.63±0．06

（4）試料7

様々な組成をもつ斜方輝石固溶体粒子の集団である

(MgO+FeO)/SiO2モル比:0.97士0.01

MgOﾒFeOモル比 : 1.28士0.57

（5）試料8

比較的に均一な組成をもつ斜方輝石固溶体粒子の集団である

(MgO+FeO)/SiO2モル比:0.97~0．01

MgO/FeOモル比 : 1.71±0.11

（6）試料9

比較的に均一な組成をもつ斜方輝石固溶体粒子の集団である

(MgO+FeO)/SiO2モル比:0.97±0.01

MgO/FeOモル比 : 1.05士0.08
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3 テフラEPMA分析委託報告書

~ EPMA分析結果一覧表
分析鉱物：斜方輝石；分子式： (M9,Fe)SiO3 ；少量Ca,Al,Mn含有． 分析点数：20～30試料名： 8
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4北海道キウス5遺跡・キウス7遺跡のステラの鉱物屈折率測定

4．北海道、キウス5遺跡・キウス7遺跡のテフラの鉱物屈折率測定

株式会社古環境研究所

1 . はじめに

北海道には､多くの火山から噴出したテフラ（火山砕屑物，いわゆる火l｣｣灰)が数多く分布している。

これらのテフラの中にはすでに噴出年代が知られている示標テフラがあり、これらとの層位関係を求め

ることで､遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代に関する資料を得ることができるようになっている

(たとえば町田・新井, 1992)。北海道は、このようにテフラを指標として編年研究を行うテフロクロノ

ロジー （火山灰編年学）の我が国における発祥の地でもある （浦上ほか, 1933,奥村, 1991)。

千歳市キウス5遺跡およびキウス7遺跡でも、発掘調査の際にテフラが多く認められた｡そこで調査

担当者により採取されたテフラ試料について､屈折率測定を行い示標テフラとの同定のための基礎資料

を得ることになった。

2．屈折率測定

（1）測定試料と測定方法

屈折率の測定の対象となった試料は、キウス5遺跡およびキウス7遺跡において採取された11点で

ある。測定は位相差法（新井， 1972） による。

（2）測定結果

屈折率のMll定結果を表lに示す｡調査担当者による同定と矛盾するものはなく、同定を支持する結果

が得られた。なお、広域テフラの可能性が考えられていた試料番号6については、含まれる軽石の発泡

が良くないことから、その可能性は小さいものと思われる。この軽石は、microliteに富む細粒（最大径

0.3mm)の粒子で雲仙火山普賢岳の火砕流の灰かぐら (ashcloud)に由来するテフラ粒子の特徴とよく

似ている。したがって、試料番号6のテフラも比較的小規模な火砕流の灰かぐらに由来する可能性が考

えられる。

3． まとめ

キウス5遺跡およびキウス7遺跡で採取されたテフラ試料について､屈折率測定を行った｡その結果、

調査担当者による示標テフラとの同定を支持する結果が得られた｡またさらに別の示標テフラの存在す

る可能性も考えられた。
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Ⅶ 自然科学分析

表1 キウス5遺跡・キウス7遺跡の屈折率測定結果

鉱物
二L,IハI 一 一

誠1斗アフフ 火山ガラス

屈折率|形態色調屈折率 重鉱物なと量

7: 1 .713-1.716l Ta-a opx>cpx
~ ~

opx>cpx,ol 7, : 1 .713-1.716
句

島 Ta-a ~ ~

y: 1 .707-1.715

(1.708-1.712)

opx,cpx>ol3 Ta-c

7' :1.712-1.716

(1.713-1.715)

4 En-a opx>cpx
~

7: 1 .712-1 .7165 En-a opx,cpx

+ pm 日 1.515-1.5206 ？

pmSpfal + pm jZIJJl.501-l.503 opx>ho,cpxSpfal ＋ opx>ho,cpx )/ : 1 .730-1.733

n2:l.687-l.692

７

y:1.712-1 ．716

(1.713-1.715)

8 ？ opx>cpx

9*lSpfa2 -Z 7: 1.720-1.728opx>cpx
~

lO B-Tm+++pm,bw透明1.512-1.522 af n, : 1 .523=t

l l Ta-c + pm 白 1.508-1.51 1

(1.510)

y:1.713-1.716opx>cpx

+++＋： とくに多い， ＋+＋：多い， 十十：中程度， ＋：少ない， ‐ ：認められない．

bw:バブル型, pm:軽石型ol :カンラン石, opx:斜方輝石, cpx:単斜輝石，

ho:角閃石, af:アルカリ長石．屈折率測定は，位相差法（温度一定型屈折率

測定法，新井, 1972)による. ()はmodeを示す． γ ：斜方輝石, n2 :角閃石, nl

アルカリ長石. *1 : β石英を多く含む。
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Ⅶ 自然科学分析

5． キウス5遺跡出土の赤色顔料

北海道開拓記念館小林幸雄

本遺跡LH-102住居』tからは、縄文時代後期中葉（手稲式期）に属する壷型土器が出土している。

本稿では、 この壺型土器内に残留していた赤色顔料の分析結果について報告する。

1 調査試料と調査方法

供された試料は、<No. 1>土器中の赤色顔料、<No. 2>土器周辺の赤色顔料、<No. 3>土器中

の軽石の3点である。これら3点のうちの<No.1>と<No.2>の2点は､環境中の土壌と混ざり合っ

た状態にあるため、箭(1mm、 0.5m)にかけた後に赤色顔料に関連した部分を抽出した。

上記手順によって得られた試料について、①肉眼、②実体顕微鏡、③走査顕微鏡(SEM)、④エネ

ルギー分散型X線分析装置(EDS)などによる観察と分析をおこなった。

2 結果

乾燥した状態で、土器中の赤色顔料<No. l>と、土器周辺の赤色顔料<No. 2>とを比較すると、

<No. 1>は赤みが強く赤色顔料というのにふさわしい色調を呈している。これに対して<No. 2>は

赤みが感じられず、通常の腐植土壌との見極めがつけづらい。しかし、<No. 2>にもやや詳細に観察

すると、<No. l>を構成する赤色顔料粒子が混じり、赤色顔料粒子自体の性格は変わらないようにみ

える。

ESD分析には、次の5点を供した。結果は表に示したとおりである。

A1)<No. 1>から抽出した赤みの強い赤色顔料粒子

A2)<No. 1>から0,5mm以下に節分けされた最も細かな赤色顔料

A3)<No. 2>から抽出した赤みの強い赤色顔料粒子

A4)<No. 3>を財渦中で焼成してできた赤色系粒子

A5)<No. 3>を増渦中で焼成してできた赤色系粉末

(wt%)

試 料

Nolから顔料粒子を抽出

Nolの赤色顔料混じり

No2から顔料粒子を抽出

No3から顔料粒子を抽出

No3の赤色顔料混じり

ＯＮ

１

２

３

４

５

析

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

分 FeCa l TiＫ
｜
唱
一
哩
一
”
｜
咽
売
一

Na Al

l1.6

20．8

16.2

4.3 26.1

5.1 22. 1

Si

13.1

34. 1

17. 1

43.4

49.7

剛
一
煙1 ．3 1 0．5

恥
一
型
一
ｍ

哩
一
“

、

妬

、

この分析結果から、次のことが明らかになった。

l No. 1とNo. 2ともに、赤色顔料粒子の元素組成の中で、最も主要な元素は鉄(Fe)である。ベ

ンガラを“赤みを呈する、鉄酸化物系の物質” と理解する立場に立てば、分析No.AlとA3および

A2の結果から、本遺跡出土赤色顔料はベンガラである。

2 No. 1とNo. 2との元素組成上の変化は少なく基本的には同種のベンカラの可能性が大きい。

3 分析No.A4およびA5は、土器中に入っていた軽石<No. 3>を土甘渦中において焼成粉化したもの

である。外観は淡い赤色を呈するが､Fe成分が少なく、このまま赤色顔料の原料にした可能性は薄い。

しかし、出土状況や土器内残留物の状況（例えば、軽石状小礫における赤色着色状況）などから、火

山灰質を利用した赤色顔料製造の可能性についても今後検討する必要がある。
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Ⅶ 自然科学分析

6． キウス5遺跡A地点出土動物遺存体

千歳市埋蔵文化財センター高橋 理

1 .はじめに

平成5年度に千歳市キウス5遺跡A地点において行われた発掘調査によって,遺構,包含層から動物

遣存体が出土した｡筆者のもとには水洗選別が行われ,遺構および調査区ごとにまとめられた骨片が重

量等の計測が終了している状態で持ち込まれた｡前段階にこのような処置を行っておいていただいた調

査，整理担当者の方に感謝したい。

2 ．出土動物遣存体

出土した動物遣存体は細片が多く，すべて白色化が進んでいる。出土動物遺存体はつぎのとおりであ

る。学名は阿部(1981) ,林(1982) によった。

魚綱

サケ科魚類 SalmOnidae

哺乳綱

イヌ科Canidae

シカαrvuS"Ipponyesoe"sIs

ヒグマUrsusaI℃ros

イノシシ？ S“scro歯IeUcomysrax？

なおこのレベルまでの|司定にいたらなかった骨片（｢種不明哺乳類」の記載）がはるかに多かった

わけであるが，主体はシカではないかと考えられる。遺構および包含層出土の動物遣存体を表1 ･ 2に

示した。

ⅡI層検出の遺構では,UH-101覆土においてサケ科魚類の歯が出土している。またUP-112

ではサケ科魚類の歯がやや多く出土しており，同定にいたらなかったUP-109と合わせ魚類の比重

がやや大きい。UP-109とUP-112はともに段丘上のキウス川よりに位置しており，川への依

存傾向はうかがえる。一方包含層では魚類は検出されず,シカ，イノシシ？などの哺乳類に占められる。

V層の遺構では,LF-119の覆土よりサケ科魚類の歯および椎骨がやや集中して検出されている。

この焼土は東側の段丘のキウス川よりに位置しており, IⅡ層におけるUP-109,112と同様に川

への依存傾向をうかがうことができる。他はシカをはじめとする哺乳類が主体となると考えられる。L

F-ll4ではイヌ科動物の腰椎が出土している。包含層では魚類は確認されず，シカを主体とする哺

乳類が多い。

3 ．若干の考察

これらの動物遣存体は縄文時代晩期から続縄文時代にかけての焼土や土坑より出土している。これら

を概観すると，かつて広大な面積をもっていたオサツトーにほど近く， またそこに流れ込んでいたキウ

ス川およびその小支流が形成する段丘上に展開された遺跡であるにもかかわらず,淡水産の魚類が確認

されないという特徴を指摘することができる。魚類は総体的に非常に少なく，わずかに遺構より河川回

帰型のサケ科魚類の歯，椎骨が検出されているにすぎない。また包含層からの出土はない。このような

傾向は下層のV層でもっとも明瞭であるが，上層のI11層においても同様に読みとることができる。

これはこの遺跡が2つの河川の区画された段丘上に立地するが,河川および氾濫原の狭院さ（特に小

支流)に対して段丘と河川の比高差が比較的大きいという地形的要因に帰するところが大きいのではな

いかと考えられる。キウス川北岸では低位の段丘面が発達しているらしい(1996, pp.63-65)が， ここ

では木製品が出土する低湿地が確認されており，水の影響を被らない安定した段丘面であったかどうか
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6 キウス5遺跡A地点出土の動物遣存体

疑問である。このエリアからは上層，下層をとおして焼土や士坑など遺構の検出は非常に少ない（例外

的にⅡl層のUP-109, 1 12, V層のLF-119においてサケ科魚類が出土しており， その位

置からごく低い程度であったと推定されるが， キウス川への依存をうかがうことはできる)。

以上のようにみてくると，キウス5遺跡A地点について2つの河川に区画された段丘(高位）の頂

部の平坦面に限って展開された遺跡という性格が想定される｡サケ科魚類の遡河やその産卵床がなかっ

たとは断言できないが,少なくともそれを利用する条件（地形的）としては十分ではなかったのであろ

う。ママチ遺跡(1987) ,パンケビビ14遺跡(1994, 1995)などにおいて，低位段丘上にサケ科魚類

を主体とする非常に多くの魚類遣存体が焼土や包含層の中に残されていた例とは対照的な特徴をもつ遺

跡といえる。馬追丘陵の懐に入り込んだこの遺跡においては,縄文時代晩期から続縄文時代にかけては

狩猟を中心とする生業活動が展開されていたと考えられる。

引用文献

阿部宗明(1981) 『原色魚類検索図鑑』 9版北隆館

林壽郎(1982) 「動物Ⅱ」 『標準原色図鑑全集』 19刷保育社

(財）北海道埋蔵文化財センター(1987) 『千歳市ママチ遺跡IⅡ 』

(財）北海道埋蔵文化財センター(1996) 「キウス5遺跡」 『調査年報8j pp.63-67

高橋理(1995) 「パンケビビ14遺跡」 『市町村における発掘調査の概要（平成6年度)』

北海道教育庁生涯学習部文化課

高橋理(1996) 「パンケビビ14遺跡」 「市町村における発掘調査の概要（平成7年度)』

p.17北海道教育庁生涯学習部文化課
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Ⅶ 自然科学分析

キウス5遺跡A地区遺構出土動物遣存体表1

部位

歯l

樅‘H･9他もすべて魚離

" l ,l: (9) lif IWI

（).(X)縄文時代晩期末～統縄文時代初頭

（). l()縄文|畔代晩期末～統縄文}1＃代

（).5()統繩文以降の'1J能性

7.6()繩文'1 .F代晩期末難の可能性

0. 1()統縄文時代

（)｣()統繩文時代

i世構番号帯号 層位 出土動物逆存休

lOl Ol2覆土 サケ科Salmonidae

lO4 （X)5覆土 不明

109 （X)l覆土 種不Iﾘ］ 魚頬

110 （X)7覆土2 種不明耶乳頚

1 12 （X)l覆土 サケ科SaImonidae

l l2 （X)2覆土 サケ科Salmonidae

ll2 Ⅸ)2覆土 種不明哺乳頚

1 15 Ⅸ)l覆土1 種不明 ’'1Ii乳薊

1 16 （X)4覆土 不|ﾘ1

105 （X)l覆土3 種不Iﾘ］ 哺乳類

l()9 （)16覆土 種不明 ⅢW乳類

225 （X)l穫土 なし

l()1 （X)4覆土5 種不Iﾘj l'' '1乳類

l()4 01 1覆土 不明

l()5 （x)l穫二'二 シカαrv“、.y・

’05 （x)’覆土 シカarv“､.y’

1()5 （x)l覆土 種不明哺乳類

l()5 （X)4覆土 シカarvuSn.y、

105 （X)4覆土 種不1ﾘl IWj乳類

’05 （X)7覆土 シカαrvusn.y，

l()5 （X)7覆土 種不明哺乳類

105 （)1 1覆土 種不Iﾘ’ ’'' 1i乳類

106 （)1 1覆土1 種不明哺乳類

108 （x)l覆土上｢m種不明哺乳類

l()＄ （x)9覆土I シカαFvusn,y，

’(〕8 Ⅸ)9覆土1 シカαrv“､.y・

’08 （X)9覆土1 種不明哺乳類

109 010戦士1 種不{ﾘj I1i lj乳薊

1 1(） （x)8覆土1 不明

1 12 （X)3覆土2 種不明叩乳類

1 12 （)16覆土2 種不lﾘ」 11W乳頻

’ '3 （x)l覆土2 シカαrv“､.y，

1 13 （x)’覆土2 シカαrv“".y・

’ 13 （X)l覆土2 稚不|ﾘ｝ 哺乳類

1 13 （)l()綬土1 種不Iﾘ］ ’''1i乳類

’'3 （)12覆土1 シカαrvusn.y，

1 13 012覆二tl 種不明哺乳類

1 14 （X)4覆土1 秘不Iﾘj lWi乳類

1 14 ()10覆土1 イヌ科Canidae

l l4 （)l()覆土1 種不明哺乳類

115 （X)6覆土1 種不lﾘ」 ’'1#乳類

1 15 （X)9覆土1 種不明哺乳類

1 15 、 ()15覆土2 種不明耶乳類

1 17 （X)2覆土1 不明

1 19 （x)l覆土1 シカαrv"s".y､ ？

1 19 （)15覆土5 サケ科Salmonidae

ll9 （)16覆土5上而サケ科Salmonid勘e

ll9 016覆土5上面サケ科Salmonid副e？

’'9 （)16覆土5-上面シカαrv“n.y~ ？

’'9 016覆土5上而シカαrv“､.y、

1 19 （)'6覆士5上面シカ｡rv“｢'.y’

1 19 016覆土5上而シカarv“､.y､ ？

12(） （X)5覆土I 種不Iﾘj 哺乳類

12(） （)I l殺上3 シカαI-v“､.y, ？

12(） （)1 1覆土3 シカαrv“､.y，

121 （X)9覆二'二 穂不明哺乳頽

122 （X)l覆土1 種ｲ《Iﾘ」 11#乳顛

122 （X)2覆土 種不IﾘI 哺乳類

122 （)12覆土1 種不明輔乳頚

125 （x)9覆k5 シカαrv“､.y’

125 （)24覆k5 狐不Iﾘ」 魚類

125 （)24覆土5 種不Iﾘ］ 咄乳裁

13(） （X)3覆土I 種不Iﾘ1 吋i乳類

135 （X)3覆土1 稚不1ﾘj Wli乳頻

179 Ⅸ)7榎f 不明

216 （X)3覆土 極不Iﾘj 哺乳頚

名牌Ｉ遺

Ｈ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｃ

Ｐ

Ｐ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

閑6他に部位ｲ<明1

1墹2他に部位の破)I

縄文Ilf代|晩期のi lJ能性

繩文'1‘↑代晩期末熊～統縄文11 ‘卜代

1 -5(）繩又M,子1，|塊期のIリ

(). l()繩文'1‘↑代晩期末熊

1.3()縄文'1#代|晩!Ul～榛

().80縄文11#代後期''1熊

2.5()繩文| | ､I:代後期｢' 1雌

9．30縄文時代後期!'喋

().3()縄文時代|晩期末葉

28.2()繩文I| ､卜代晩期末雌

縄文'1#代|晩!Ul～擦文時代

縄文11#代後期''1熊～末葉の､『能ﾔ｜

繩文| | ､I:代後期｢' 1雌～末葉

縄文時代後期!'喋の可能性

11'手・ ' | 】足'i‘I・ 滑叩l

｢|』手・ rl]足''1． 掌側1

l().5()縄文時代晩期水菜

l()3()繩文時代晩期末雌

末節骨1

111手・ ｢l 】足'冊・ 滑車l

7Ⅸ)繩文11#代|塊則末雌

9．60繩文'1,；代晩期末蛙

2．40縄文時代晩期末紫のIIJ能性

35.(X)縄文時代晩期末雌

5」()繩文| | ‘＃代晩期末雌の可能ﾔt

（).Ⅸ)縄文| | ､f代晩期未紫の可能ﾔ|も

3.7()縄文時代晩期末難

8. 1()純文|l#代晩期末紫

14.1()繩文I1f代後期後雌または晩101の可能ﾔ|呈

! |1足骨 ′判lll l

中節骨遠位端1

催節骨速位端l

中節骨近位端1

''8() |繩文時代後期後莱または'晩期の可能性

L601純文時代後期後熊または晩期の可能性'1'手・ 『| I足特滑車I

35()繩文11､I:代晩期末雌

,47{) |縄文''#代晩期末柴腰椎右後関節突起1

19,3()繩文時代晩期末栄

（)7()繩文11#代晩期水難

l ~80縄文11#代晩期末葉

（).30純文11,f代晩期の' i]･能悩

31 .(X)純文||＃代晩期末柴

0．Ⅸ)縄文時代晩期末災

'74.(X)縄文時代晩期末集

大腿骨？鞭上商？ l

歯l 黄色の清色？

椎骨13

1菊？ l

脛骨骨幹内側l

中手骨 ‘紫側I

中足'冊’ ’判Ⅲl

中節骨？ﾉ喋節骨逆位端1

26()|縄文時代晩期末熊

3L6(,繩文塒代晩期水雌腱骨後Mli膝楜筋線部l

果骨1 ． 1

8.5()繩文'1．f代晩期または統繩文11ｷ代の可能性

9,8()純文||ｷ代晩剛末災

3.8()繩文時代晩期末業

9.6()純文時代晩期ｲﾐ紫

().3()繩文11ｹ代晩101水柴

1 .Ⅸ)縄文11 ‘ｿ代晩》叫く災

8.5(）

1点に切痕？

下顎第2？3 I1ij臼|胸噸1Ⅱﾘ部1

部位 indet ~ 1

1 .6()繩文||#代晩期のIIJ能性

2.2()繩文時代後期' i 1無～晩期の''1能性

().(X)繩文11#代晩期末紫

8.5()純文時代後期｢i1雌～晩期末栄の可能↑'I
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＝、

衣竺 キウス5遺跡A地区包含層出土動物遣存体
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ｈ
Ｊ

ゾ

ノ

ロ
ｊ
ノ
ー

ハ

Ｕ

、

Ｊ

グ

Ｗ
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Ⅶ 自然科学分析

7． キウス5遺跡・キウス7遺跡のテフラについて

（財）北海道埋蔵文化財センター花岡正光

1 ． はじめに

本遺跡で確認されたテフラについて報告する。テフラは野外観察と文献（北海道火山灰命名委員会、

1979;町田・新井、 1992;曽屋・佐藤、 1980など）により、予察的に下位からタッタラ火山起源のSpfa

2 （胆振団体研究会、 1990のKt-bl ;山縣、 1994のKt-1)、支笏カルデラ起源のSpfal 、恵庭岳起源

のEn-a、樽前山起源のTa-cl (曽屋・佐藤、 1980．降下岩片・スコリア) ･Ta-a、白頭山起源のB-Tmに

対比した。

ここでは野外観察と鏡下観察から得た各テフラの特徴と新しい知見について述べる。テフラ試料は、

水洗→6%H202･10%HCl処理→乾燥→筋い分けをし、粒径1/4-1/8nmについてペトロポキシ154で封

じたプレパラートを作成して検鏡した。図1にテフラ層序と試料採取位置、表lにテフラの鉱物組成、

写真lにテフラ中の火山ガラスの顕微鏡写真を示す。さらに対比のための基礎資料とするために、テフ

ラ中の鉱物の化学組成と屈折率の測定を行った。これらの測定は、ジオサイエンス株式会社と株式会社

古環境研究所に依頼した（次節参照)。

2． テフラの特徴

Spfa2 (試料9) :黄色の降下軽石。層厚50cm士。高温型石英の遊離結晶を多く含んでいる。上方

へ細粒化し、下半部は細礫質、上半部は砂質である。鏡下では斜長石、火山ガラス、軽石が多い。

Spfal (試料7) :にぶい黄色の降下軽石。層厚20cm士。軽石の粒径5mm>・繊維状発泡の軽石を

多く含む。鏡下では火山ガラスを頗る多く含み、ガラスの形態は網目状と繊維状型である。

Spfalの基底部(試料8)には層厚2cmの灰色の砂質降下テフラを伴う。鏡下では斜長石､斜方輝石、

不透明鉱物が多い。

En-a (試料4) :明褐色の降下軽石。層厚150cm・軽石の粒径5-30mm、気泡は微小な球状でその中に

より大きな気泡が散在し、部分的に繊維状発泡が認められる。輝石の斑晶が多い。鏡下では斜長石、斜

方輝石、単斜輝石、不透明鉱物が多い。

En-aの基底部（試料5)には層厚2cmの灰色の極粗粒砂質降下テフラを伴う。鏡下では斜長石、斜方

輝石、不透明鉱物が多い。

En-aのほぼ直下には、灰オリーブ色のシルト質降下テフラが認められる（試料6)。層厚l～3cm､鏡

下では火山ガラスが頗る多い。火山ガラスは針状の微小な結晶を含んでいる。

Ta-cl (試料3) :暗灰色の降下岩片・スコリア。層厚10cm士。粒径5m、発泡は悪い。鏡下では斜

長石とスコリアが多い。本遺跡でもっとも発達の良いテフラの一つで、直上・直下の地層から縄文時代

晩期の遺物が出土する。

B-Tm(試料10) :灰白色のシルト質降下テフラ、層厚1cm士。Ta-clより上位に断続的、斑状に産出

する。鏡下では火山ガラスが頗る多く、 アルカリ長石が少量含まれる。火山ガラスの形態はバブル

ウォール型と繊維状型である。

湿地部では、Ta-clとB-Tmとの間の層準に、灰白色の砂質降下軽石が産出する （試料11)。層厚1

cm･軽石は発泡が良く、気泡は微小な球形である。鏡下では斜長石、斜方輝石、火山ガラスが多い。火

山ガラスは網目状型である。

Ta-a (試料1， 2) :灰白色の降下軽石。層厚40cm±で、本遺跡の現在の地表全域を覆っている。 9
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7 キウス5遺跡・キウス7遺跡のテフラについて

枚前後のフォールユニットから成り、全体に砂質であるが、最上部と最下部のユニットは礫質で、この

両ユニットの中では上方へ粗粒となる。軽石は発泡が良く、気泡は微小な球状である。長石と輝石の斑

晶が多い。鏡下では斜長石、斜方輝石、単斜輝石、不透明鉱物が多い。

En-a以下Spfa2までの各テフラの間には風成の二次堆積物が発達している。

3． まとめ

予察的なテフラの対比は、鉱物の屈折率測定の結果からも支持された（次節参照)｡Spfa2は従来支

笏カルデラ起源とされてきたが､胆振団体研究会(1990)によってクッタラ火山起源であることが明ら

かにされた｡試料6のテフラの給源は不明であるが､火砕流の灰かぐらに由来する可能性が示唆された

(次節参照)。

試料llは、火山ガラスと斜方輝石の屈折率から、樽前山起源の降下軽石Ta-c2 (曽屋・佐藤、 1980)

に対比されるらしいことがわかった。その結果、従来台地上ではTa-clとTa-c2との間には堆積時間

間隙がないとされていたが､本遺跡の湿地部では両テフラ間に時間間隙があることが認められた。この

ような知見は、すでに鈴木(1993)、鈴木・上屋(1996)によって恵庭市のユカンボシE9遺跡で得ら

れていたが、本遺跡でも追認することができた。

本遺跡では縄文時代晩期の指標層としてTa-cが重要である。その年代値として、本遺跡のTa-clの

直下の地層の木片から2360士35'4CyB・P. (KSU-2444)、 2180±601℃yB.P. (KSU-2443)、直上の地

層の木片から2340±50'℃yB.P. (KSU-2442)が得られている （山田、 1995)。ユカンボシE9遺跡で

は、Ta-clとTa-c2との間の泥炭から3150=tl9014CyB.R(KSU-2273)が得られている（山田、 1993)。

北海道のテフラの鉱物化学組成のデータは少ないが､これはテフラの対比のための重要な情報の一つ

である。今後模式地のテフラの鉱物化学組成データを積み重ねていく必要がある。

引用文献

北海道火山灰命名委員会(1979) : 「北海道の火山灰分布図｣。

胆振団体研究会(1990) :クッタラ火山の火砕堆積物一支笏火山のテフラ層序の検討とテフロクロノロ

ジー－．地球科学、 44, 95-112・

町田洋・新井房夫(1992) : 「火山灰アトラス｣。東京大学出版会、 276p・

曽屋龍典・佐藤博之(1980) : 「千歳地域の地質｣。地域地質研究報告(5万分の1図幅)、地質調査所、

92po

鈴木正章(1993) :恵庭市ユカンボシE9遺跡における完新世後期のテフラ層序。「北海道恵庭市ユカン

ボシE9遺跡・ユカンボシE3遺跡発掘調査報告書｣、北海道恵庭市教育委員会、 l81p･

鈴木正章・上屋真-(1996) :北海道恵庭市ユカンボシE9遺跡における完新世後期のテフラ層。「第四

紀露頭集一日本のテフラ｣、 日本第四紀学会、 352p・

山田治(1993) : 14C年代測定値。 「北海道恵庭市ユカンボシE9遺跡・ユカンボシE3遺跡発掘調査

報告書｣、北海道恵庭市教育委員会、 l81p｡ : 137･

山田治(1995) :キウス5遺跡：放射性炭素年代測定。 「千歳市キウス5遺跡・キウス7遺跡(2) ･ケ

ネフチ8遺跡｣、北海道埋蔵文化財センター、 224p :209．

山縣耕太郎(1994) :支笏およびクツタラ火山のテフロクロノロジー。地学雑誌、 103, 268-285。

（花岡正光）
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Ⅶ 自然科学分析

8．千歳市キウス5遺跡UP-138 出土人骨について

石田肇（札幌医科大学）

キウス5遺跡UP-l38より近世に属すると思われる人骨が1体出土した。保存状態がかなり悪く、取

り上げ不可能と思われたが、 Butvarをアセトンに溶かした液で、骨を固めながら取り上げた。

所見

残存する頭蓋骨で同定できたものは、後頭骨、左右の頭頂骨の一部、側頭骨の一部などである(図版

l)。ラムダを中心に、ラムダ縫合、矢状縫合で三つの骨がつながっている。ラムダ小骨はない。上矢状

洞溝は右へ曲がる。外後頭隆起は発達しない。ラムダでの頭蓋骨の厚さは10mで、縄文時代人男性の

平均8.4mよりも大きい(IshidaandDodo,1990)。 また、頭蓋全体が大きく、 この個体の性別は男性と判

断できる。また、ラムダ縫合および矢状縫合の内板と外板ともに癒合しておらず、年齢は壮年であった

と思われる。

文献

IshidaH,DodoY. Cranialthickne

HumanBiology,1990,62:389-401

CranialthicknessofthemodemandNeolithicpopulations inJapan
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図版説明

図版1.UP-138出土人骨頭蓋
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Ⅶ 自然科学分析

9．千歳市キウス5遺跡出土刀
のりやす

(財)日本美術刀剣保存協会評議員佐藤矩康

(1) 出土刀の外観

本刀も、常の出土刀のごとく朽ち錆びて膨れ、外観は褐色を呈している。全般的に著しい腐触、欠落

等がみられるが原形を窺うことはできる。

外装は表面虚々が剥離した木質の遣存部分からなっているが､全長62.0cm､鞘幅3.0Cm前後､柄部11.0
せつぱ あいくちこしらえ

Cmを計る。鯉口は切羽(鐙)を装着しない合口栫の形式で、該部は別質の硬い平滑な輪状部分からなっ

ている。また、鞘口から2.5cmのところ及び、鞘尻から26.0cmのところに表面平滑な、やや白色の輪状

の帯状部分が見られるが、或は責め具等の跡ででもあろうか(写真1， 2， 3， 4)。

刀身の露出部分に磁石を当てることにより明らかに磁力を感じとることができた。

(2) X線所見

X線写真上(写真5)、刀身は平造り平棟、刀姿は元、先両反りのいわゆる鳥居反りで、切先より 10.0
むねまち

Cmほどは「ふぐら」枯れて鋭い。棟区が鮮明に認められるが鋼の装着は無く、茎のほぼ中央に目釘穴一

個を数える。

これらの特色から推して、本刀は典型的な蝦夷刀の打刀形式と鑑せられる。

時代は、刀姿をはじめとする諸条件から照らして、また、特に簡素な中にも捨てがたい気品が感じと

れるところから、江戸時代中期の作品と考えたい。

（3）蝦夷刀について

今日、北海道では数多くの蝦夷刀の発掘遣例に接することができるが、この蝦夷刀は、はやくから蝦

夷地に流布した独特の刀姿であって、刃長は40～55cmぐらい、刀身の平肉は薄く区は深い。棟は丸ま
もと ききりょうぞ うちがたな

たは平棟、刃|幅広く、元、先両反りの切先の枯れた打刀形式である。
も<"さ

筆者はこの蝦夷刀の柤型は遠く平安時代の舞草古鍛冶に､その端を発しているものと考えている。ち

なみに奥州舞草古鍛冶とは､平安時代のいわゆる文献上の一大刀工集団で、その技術は国重要文化財で
かんちいんぼんめいづくし

ある「観智院本銘尽」をはじめとする多くの刀剣古伝書に高く評価されているところである。

今日、この平打刀の、蝦夷地に永代一貫して伝わっている意義は極めて大きく、これら出土刀を調査

することは､北海道の先史時代の解明に繋がるもので、出土刀の調査は重要な調査方法の一つであると

考えている。
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写真l キウス出土の蝦夷刀(侃表）

P

画

L

q

ヴ 鞘

b

の

ｃ
ｈａ

４

、

ヨ

展

じ

写真2同、柄部拡大写真

500



Ⅶ 自然科学分析
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写真3 キウス出土の蝦夷刀(侃裏）
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Ⅶ 自然科学分析

10.キウス5遺跡出土鉄器の金属学的解析

岩手県立博物館 赤沼英男

l はじめに

北海道千歳市キウス5遺跡A地区から出土した、風呂鍬、刀、刀子、マキリの残欠とみなすことので

きる鉄器と5点の鉄鍋破片の金属学的解析を行った｡これらの鉄器は樽前a火山灰の下から検出されて

おり、 1739年以前のものであることは確実である。 ' '刀についてはその形態と出土した墓曠の形状から

江戸時代中期3)、風呂鍬については出土した墓曠の形態や擦文土器の存在状況によって、擦文期の可能

性があるとされている' '･

解析の結果、刀、刀子の製作には鉄鉱石を始発原料として製造された鋼が使用された可能性が高く、

マキリの残欠とみなすことのできる鉄器､風呂鍬は砂鉄の使用によって製造された鋼を素材としている

ことが明らかになった。鉄鍋片は5点ともほぼ同じ組成の銑鉄を素材とする鋳造鉄器であり、鋳造に用

いられた銑鉄の始発原料には、脈石中に銅、マンガン、硫黄鉱物を随伴する鉄鉱石が使用された可能性

の高いことが判明した。

江戸時代には中国地方のたたら吹き製鉄によって生産された銑鉄や鋼が広く列島内に流通し､それを

使って鉄器の製作とその使用がなされていたと考えられているが鋤4}､その中で鉄鉱石を始発原料とする

刀が確認されたことは､鉄鉱石を原料鉱石とする製錬が実施されていた地域が列島内にあったか、ある

いは､列島外からの原料銑鉄もしくは鋼素材の供給ルートが近世中期においても確保されていたかのい

ずれかを意味する。今後、鉄器製作の素材（原料銑鉄もしくは鋼素材）の生産地域と流通の状況を解明

し、近世における鉄器の使用状況を検討する必要のあることが示されたといえる。

2 分析資料

分析した資料はキウス5遺跡A地区から出土した風呂鍬、刀、刀子、マキリの残欠と推定される鉄器

(以下ではマキリ？と表示する)、 5点の鉄鍋片の合計9点の鉄器である。風呂鍬、刀の2点は墓曠から

検出されている。 前者については墓曠の形態とその周辺に残存する土器片によって擦文期の可能性が

あり ' '、後者の刀は墓曠の形態、刀の形状から江戸中期と推定されている31．他の7点の鉄器について

は、樽前a火山灰の下からの検出であり、 1739年以前の遺物であることは確実であるが､年代の特定は

困難とされている')。なお、 5点の鉄鍋片については形状と検出状況から、同一資料の一部であった可

能性が高いと推測されている' 1． 9点の鉄器の外観を図lに示す。

3 分析方法

鉄器からの分析用試料片の摘出は､資料全体の形状を損ねることのないよう細心の注意を払いながら、

ダイヤモンドカッターを使って行った。特に風呂鍬、刀については、刃部と棟部とからそれぞれ試料片

を摘出した。このようにして摘出した試料片を2分し、大きい方を組織観察に、他方を化学成分分析に

供した。

組織観察用試料片は樹脂に埋め込み、エメリ 紙、ダイヤモンドペーストを用いて研磨した後、金属

顕微鏡による組織の観察を行った。さらに、地金の製造法を推定するうえで重要と判断される鉄器中の

非金属介在物（鋼を製造する過程で分離・除去することができずに残った異物）については、エレクト

ロン．プローブ．マイクロアナライザー (EPMA)によりその組成を決定した。 503



10 キウス5遺跡出土鉄器の金属学的解析

化学成分分析用試料片は、その表面に付着する土砂と錆を除去した後、エチルアルコール、アセトン

で洗浄し、十分に乾燥した。錆試料片については粉砕した後テフロン分解容器に、健全なメタル試料に

ついては直接テフロン分解容器に秤量し溶解した｡このようにして調整した溶液を誘導結合プラズマ発

光分光分析法(ICP-AES法）に供し、T.Fe、Cu、Mn、 P、Ni、Co、Ti、 Si、Ca、Al、M9，Vの12成分

を定量した。また、No.5～No.9の5点については上述の12成分に加え、炭素(c)、硫黄(s) を燃焼

一赤外線吸収法により分析した。なお、No.2刀A部については、摘出できた試料量の関係から、組織観

察のみを実施した。

4 分析結果

4－1 鉄器から摘出した試料片のマクロおよびミクロ組織

No.4マキリ？ （図ld)から摘出した試料片は錆層によって構成されていた。マクロ組織の枠で囲ん

だ部分のEPMAによる組成像には､金属光沢を呈する結晶Cmとその欠落孔からなる島状の組織が観

察された｡結晶Cmは層状に規則正しく並んでおり、もとの健全な鋼におけるパーライト中のセメンタ

イト (Fe3C) とみなすことができる鋤。結晶Cmまたはその欠落孔の分布状況に基づけば（図2d)、 も

との健全な地金は03～0.4%Cの鋼と推定される。 |司様の組織はNo. l風呂鍬A(図2a)、風呂鍬B(図

2b)、No.2刀Aから摘出した試料片にもみられ、風呂鍬A、 Bについては0.3～0.4%C、No.2刀Aに

ついては0．2～0.3%Cの鋼と評価できる。なお、No. 1風呂鍬A、 B、No.2刀B、 C、No.4マキリ？に

は健全なメタルが残存している。この場合、酸を使って腐食させることにより、 もとの健全な地金の組

織の確認が可能となるが､腐食による錆化の進行と後述する非金属介在物の喪失を考慮し､今回は見合

わせた。また、No.3刀子A、Bについてはもとの健全な地金の状態を推測できる組織を見いだすことが

できなかった。

No.5鉄鍋片から摘出した試料片の表層部分は錆層によって構成されていたが､内部はほぼ健全なメタ

ルからなる。マクロ組織の枠で|111んだ部分を200倍で観察したミクロ組織には、いたるところに片状黒

鉛(G)が析出している （図6a)。図6b、 d、 eから明らかなように、No.6，No.8、およびNo.9鉄

鋼片から摘出した試料片もほぼ|司様の組織からなる｡No.7鉄鍋片も中心部はやはり片状黒鉛がみられる

が、周縁部にはところどころにレデブライト組織が観察される。

4－2 鉄器に残存する非金属介在物の組成

No.l風呂鍬Bに見いだされた非金属介在物は微糸lllな灰色の結晶XTと黒色領域(S)からなり、含有

される元素濃度分布のEPMAによる分析（写真l)によって、結晶XTはFeO-TiO2-Al203-MgO系のチ

タン化合物であり、黒色領域(S)はFeO-CaO-MgO-Al203-SiO2系のガラス質けい酸塩と判定される。

No.l風呂鍬A(図5a)、No.4マキリ？ （図5f)にもほぼ同じ組成の介在物がみられる。No.2刀Bに

は図4に示す10"mの介在物がところと．ころに観察された。介在物はやや暗灰色の領域(PC,)、暗

灰色領域(PC2)、および黒色領域(S)からなり、 EPMAによる定性分析によって、 PC!はFeO-

Al203-P205-SiO2系、 PC2はFeO-P205-SiO2系であり、黒色領域(S)はP分を主成分とし、他にFe分、

Si分が含まれていることがわかった。No,2刀A、 C部にはそれぞれFe分、 Si分、Al分、M9分を含む

マトリックス(M)からなる介在物（図5c) と、ウスタイト （化学理論組成FeO) とFeO-P205-SiO2系

のりん化合物(XP)およびFeO-P205-SiO2系のガラス質けい酸塩(S)からなる介在物が確認された

(図5d)。化学成分分析においてB、 C部から検出された0. 1%を越えるP分は、鋼中に残存する上述

の介在物に起因すると推定される。No.3刀子B部にはFeO-CaO-K20-Al203-SiO2系のガラス質けい酸塩504
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(S)からなる介在物（図5e)が認められた。また、No.3刀子A部については介在物を見いだすこと

ができなかった。

4－3 鉄器から摘出した試料片の化学組成

摘出した試料片の化学組成を表2， 3に示す。No.3刀子の刃部(A部） と棟部(B部）を除<7点の

鉄器から摘出した試料片のT.Feは82%を越えている。健全なメタルが混在した、残存状況の良好な試

料が分析されたことがわかる。No.3刀子については2点とも61%代にあり、錆化が相当に進んだ試料

が分析されたとみなければならない。

No.5～No.9の5点の鉄鍋のC分は3.7～4.1%にある。 5点の鉄鋼片は鋳造鉄器の破片といえる。 5

点ともほぼ同じ化学組成をとり、特にCu、Mn、 P、 Sの4成分がいずれも0.1%を越える。No.2刀のP

分は0」％代、Co分は0.04～0.06%にある。これらの値は通常の砂鉄に比べ高値をとる。

5 鉄器地金の材質

鉄器は鋼を素材とする鋼製鉄器と銑鉄を素材とする鋳造鉄器の2つに分類される。No.l風呂鍬､No.2

刀、No.3刀子、No.4マキリ？はミクロ組織および地金中の非金属介在物組成によって、No.5～No.9の

5点の鉄鍋片は地金中のC量とミクロ組織に基づき、それぞれ鋼製鉄器と鋳造鉄器に分類される。

既述のとおり、出土状況によって5点の鉄鍋片は同一資料から離脱した破片と推定されているが､化

学組成およびミクロ組織観察結果もそれを支持している。地金には通常の砂鉄に比べCu分、Mn分、P

分、S分が多く含まれる。鋳造に使用された銑鉄の生産には、脈石中にそれらの鉱物を随伴する鉄鉱石

が使用された可能性が高い。なお、 ミクロ組織にはいずれにも片状黒鉛が析出していたため、鋳型に銑

鉄を注ぎ込んだ後､徐冷されたと推定される。No.7鉄鍋片の周縁部にはレーデブライト組織がみられた

が、 この部分は鋳型の肉厚などの関係で比較的速い速度で冷やされたものと思われる。

No.2刀の3箇所から摘出した試料片に観察された非金属介在物には､いずれにもチタン化合物は見い

だされず、ガラス質けい酸塩にもTi分は検出されなかった。鋼中の0.1%を越えるP分は介在物中のP

鉱物、 またはP分を相当量含む非晶質相に起因する可能性が高く、 ｜司時に0.05%前後のCo分が含まれ

ていることを考慮すれば､鋼の製造に使用された始発原料には、脈石中にP、Co鉱物を随伴する鉄鉱石

(おそらくは磁鉄鉱）が用いられたとみなすことができる。No.3刀子の介在物にもチタン化合物は観察

されず、ガラス質けい酸塩中からもTi分は検出されていない｡鋼の製造に際して砂鉄の使用を指摘する

ことは困難である。一方、No.l風呂鍬、No.4マキリ？の介在物にはチタン化合物が見いだされており、

鋼の製造に際して砂鉄が用いられたとみなければならない。

このように､介在物組成と化学組成に基づき鋼製鉄器については以下のように分類することが可能と

なる。

イ）製作に用いられた鋼の製造過程で、砂鉄の使用が認められないもの

口）製作に用いられた鋼の製造過程で、砂鉄が使用されたとみなすことができるもの

ハ）製作に用いられた鋼の製造過程で、砂鉄の使用が不明なもの

上述に従えば、No.2刀、No.3刀子はイ）に、No.1風呂鍬、No.4マキリ？はロ）に分類されること

になる。

6 古代ならびに中世における鋼の製造

分析を行った鉄器は1739年以前の遺物であることは確実であるものの、それぞれの時代の特定は困505
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／
ノ

難とされている。ただし、No.l風呂鍬については擦文期の可能性のあることが指摘されている！)。そこ

で、これまでQ考古学の発掘調査結果と出土遺物の金属学的解析によって提案されている、古代および

中世の鋼製造法について述べることにしたい。

提案されている古代ならび中世における鋼の製造方法を整理すると以下のごとくになる。

1） 原料鉱石（砂鉄もしくは鉄鉱石） を還元し鉄を生産する段階

2) l)で生産された鉄から目的とする綱を製造する段階

3） 2）で製造された鋼を素材とし目的とする鋼製鉄器を製作する段階

ここではl) を製錬、 2) を精錬、 3) を小鍛冶と呼ぶ。

l)の製錬によって得られる鉄は炭素含有量に応じ、鋼と銑鉄の2つに分類できる。製錬炉で得られ

た鉄から極力前者の鋼部分を摘出して、含有される不純物を除去するとともに、炭素量の増減を行って

目的とする鋼を製造する。そしてその綱を使って製品鉄器が製作されたとする見方がある6)。製錬炉で

直接に鋼が作り出されるという意味でこの方法は直接製鋼法と呼ばれている。さらに製錬によって得ら

れた粗鉄（銑鉄や鋼が混在しそれに鉄津が付着した、炭素量の不均一な鋼）を精製しI|的とする鋼に変

えるという上述の操作は、精錬鍛冶とされている。

精錬鍛冶が行われた可能性が高いとされ製錬の実施を確認できない遺跡では､鉄津の付着した炭素量

の不均一な鉄塊の供給があって、はじめて精錬鍛冶の実施が可能となるわけである。ただし、ここでい

う精錬鍛冶がどのような設備を用いどのようにしてなされたかという点に関しての説明はなされていな

い｡不純物の除去と炭素量の増減という複数の操作工程があったと推測されるが､具体的な操作設備と

その方法が不明である以上､その操作の過程で排出される鉄津の組成について論ずることは困難である

という見解も提示されている71。このように、精錬鍛冶については、具体的な操作方法に加え、炭素量

が不均一で鉄津の付|通した鉄塊の流通に関する検討が必要である。

l)の製錬では銑鉄も生産される。銑鉄は再び溶解炉で溶解し、鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄

器となる。また､銑鉄中の炭素を低減させる、すなわち脱炭を行うことによって鋼を得ることもできる。

この場合の脱炭の方法としては､半地下式竪型炉もしくは火窪炉を使って、あらかじめ準備された銑鉄

を溶解し､砂鉄､もしくは鉱石粉といった小量の鉄酸化物を投入する方法がとられていたとする見解が、

遺物の金属学的解析結果に基づき指摘されている'1-1 !)。このようにして綱を製造する方法は、銑鉄を経

由して鋼が得られるという意味で間接製鋼法と呼ばれるが､現代製鋼と区別するため以下では"鋼精錬’

という用語を用いることにする。脱炭材に鉄鉱石粉が使用された場合、鉄鉱石中のFe分は銑鉄中の炭

素、 もしくはCOガスにより還元されてFeO、さらに還元が進めばFeに変わって溶鉄に付け加わる。一

方、砂鉄が用いられた場合には砂鉄中の鉄チタン酸化物のFe分は還元により鉄浴に移行し、 スラグ浴

には還元雰囲気と炉内温度によって、ウルボスピネル(2FeO･TiO2)、 イルメナイト(FeO･TiO2)、Ti-O系

化合物（主として酸化チタンを主成分とする化合物）といったチタン化合物が析出することになる。実

際の操作では投入された脱炭材と炉壁材などが反応しスラグ浴が形成される｡脱炭材に鉱石粉が使用さ

れた場合にはウスタイト、 FeO-MgO-SiO2系化合物、ガラス質けい酸塩を主成分とする鉄津が、砂鉄の

場合にはそれらにチタン化合物が加わったものが鉄浴から分離され排出される。この脱炭･精製の工程

で生ずる鉄津を鋼精錬津とllfぶことにする。そして、このような方法により製造された鋼を用い、小鍛

冶によって目的とする鉄器がつくりだされることになる。なお、綱精錬を想定した場合、吸熱反応であ

る小量の鉄酸化物による脱炭反応に伴う温度低下を抑制し､銅精錬温度を維持するための設備あるいは

操作方法が問題となることはいうまでもない｡遺物の解析によって綱精錬が行われていた可能性が高い

とされた遺跡からは、お供餅を逆さにした形の椀型津が検出される。この鉄津の形状とその組成を詳し506
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〈検討することによって、上述の問題を解き明かすことができると筆者は考える。また、炉内温度を考

慮すると生成する鋼は過共析鋼（().86～2.0%C)であり、炉内の状況によってはそれ以下の炭素含有量

の鋼の生成が可能であったと推定される。

小鍛冶操作では鍛打･加熱を繰り返して'二|的とする鉄器への造形が行われるので､鍛打のときは加熱

された鋼の表面に生成する酸化鉄（スケール）が剥離（これは鍛造薄片と呼ばれる）する。一方、加熱

のときは酸化鉄が半溶融状態になり、火窪炉の底部に溜まる。そこで炉壁材と反応して鉄分に富む半溶

融状態の鉄津状物質を生成し、力l l熱炉の底で固化する。このようにして生成した鉄津状物質が、鉄関連

遺構の発掘調査では鍛冶津として扱われる。従って、鍛冶津は金属鉄、錆層、 ウスタイト(FeO)を主成

分とし､他にスケルが炉材と反応した際に生成するFeO-SiO2系化合物が混在した組成をとるものと推

測される。この操作は鍛錬鍛冶ともいわれる。

上述から明かなように、2）でいう精錬の中には直接製鋼法に基づく精錬鍛冶と間接製鋼法の鋼精錬

という2つの異なった概念が存在することがわかる。上述は|117に整理される。

キウス5遺跡A地区から検出された4点の鋼製鉄器については､直接製鋼法による精錬鍛冶､間接製

鋼法による鋼精錬､いずれの生成経路を想定しても分析結果の説明が可能であり、その特定は困難であ

る。

7 原料鉄と製品鉄器の流通問題

図8は北海道の美々8遺跡'21、ユカンボシC遺跡群!]'、末広遺跡旧)、オサツ2遺跡'4)の擦文期および

アイヌ期から出土した鋼製鉄器のNi、Co、Cu、P、Mnの5成分とT.Feおよび非金属介在物組成の関係

を整理したものである。図8の中で非金属介在物中にチタン化合物が見いだされたものは丸（●)、非

金属介在物中にチタン化合物が観察されなかったものは四角（■)、非金属介在物そのものを見いだす

ことができなかったものは三角（▲）の記号で表記した。T.Feが80%未満の錆層からなる試料片につい

ては埋蔵環境下からの化学成分の富化が|川題となるが､図には異種金属の付着がみられず､同じ埋蔵環

境下から出土した遺物間での化学成分上の対比によって､その影響が少ないと判断されたもののみを取

り上げた。

図8から明らかなように、擦文期、アイヌ期ともに非金属介在物中にチタン化合物がみいだされず、

通常の砂鉄よりも多くのNi分、Co分、CLI分、 P分、Mn分を含む鋼製鉄器が認められる。これらの鉄

器については脈石中に当該成分を含む鉱物を随伴する鉄鉱石を始発原料として製造された鋼を素材とし、

製作されたとみることができる。図には、ほぼ同様の化学組成を示し、地金中に非金属介在物を見いだ

すことができなかったもの､あるいは非金属介在物中にチタン化合物が残存する鋼製鉄器の中にも同様

の化学組成をとるものがみられる。これらの始発原料にも鉄鉱石が用いられた可能性が高く、始発原料

を砂鉄に限定して、擦文期およびアイヌ期の鋼製造を考えることが困難であることがわかる。

図7によれば、流通する遺物の形態としては銑鉄、鋼、銑鉄や鋼が混在した炭素量が不均一な鉄塊、

製品鉄器の4つが想定される｡北海道において製錬炉跡とみなすことのできる遺構は未検出であること、

擦文期には綱精錬がなされていたと解釈可能な遺跡が存在し'別､同様の遺跡がアイヌ期においても見い

だされていること14)、および図8の鋼製鉄器の組成を考慮すると、既に擦文期には銑鉄や鋼といった鉄

素材、あるいは製品鉄器に関する複数の流通ルートが出来上がっており、アイヌ期においてもそれらの

ル トによって鉄素材や製品鉄器がもたらされていた可能性がある。また､通常の砂鉄よりも多くのCu

分やNi分、Co分を含む鋼製鉄器、鋼素材の存在を考盧すると、製品鉄器もしくは鋼素材や原料銑鉄の

供給地域について、列島内はもとより大陸にまで視野を広げ検討する必要がある。そして、江戸中期と 507
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推定される刀剣にP､Co鉱物を随伴する鉄鉱石を始発原料とする鋼が用いられていた可能性が高いとい

う分析結果は､近世における原料銑鉄､鋼素材の供給地域を国内のみに限定して考えるのは危険である

ことを示している｡近世には中国地方で生産された鉄が国内需要の相当量をみなしていたと考えられて

いるが]j鋤､刀剣の材質は近世における原料鉄の供給状況について、再検討する必要のあることを示唆し

ているようにもみえる。

8 まとめ

北海道千歳市キウス5遺跡出土鉄器の金属学的解析の結果､擦文期とも考えられる鋼製鉄器は砂鉄の

使用によって製造された綱を素材としていた｡一方、 1739年以前のものであることが確実な鋼製鉄器に

は、砂鉄の使用によるものと鉄鉱石を始発原料とするものがあり、破片の状態で出土した5点の鉄鍋片

はいずれもほぼ同じ組成を示し、脈石中に銅、マンガン鉱物を随伴する鉄鉱石を原料鉱石とする銑鉄を

素材としていたものと推定された。また、江戸時代中期に比定される刀剣は、その製作にあたって鉄鉱

石を始発原料とする鋼が川いられた可能性の高いことがわかった。

江戸時代中期には中国地方で生産された鉄が広く列島内に流通し､国内鉄需要の相当量を満たしてい

たと考えられているが､上述の刀剣の解析結果は、近' | |茸の列島内における原料鉄の供給状況について再

検討の必要があることを示しているともいえよう。
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表1 分析資料

NQ 資料 検出遺構 遺物番号 推定年代

風呂鍬

刀

刀子

マキリ？

鉄鍋片

鉄鍋片

鉄鍋片

鉄鍋片

鉄鍋片

1739年以前（擦文期の可能性有り）

1739年以前（江戸時代中期と推定される）

1739年以前

1739年以前

1739年以前

1739年以前

1739年以前

1739年以前

1739年以前

ａ

１

ｑ

９

８

’

０

１

３

１

１

１

４

１

５

’

一

”

’

”

Ｐ

Ｐ

ｌ

Ｓ

土

土

採

一

採

Ｕ

Ｕ

Ｃ

Ｕ

表

排

表

Ｇ

表

１

２

３

４

５

６

~

９

４

２

１

２

２

１

７

１

８

９

注l ） No. 3 ， No~ 5～No. 9は出土地区。

注2）遺物の年代は財団法人北海道埋蔵文化財センター高橋和樹氏による。

表2 鋼製鉄器の分析結果

化 学 成 分 （％）

資料名 T. Fe Cu MD P Ni Co Ti SI Ca AI Mg V ミクロ組織 、. 、． ’

Ａ

－

Ｉ

Ａ

｛

６

？

↑

鍬

鍬

リ

呂

呂

Ａ

８

０

子

子

キ

風

風

刀

刀

刀

刀

刀

マ

ー

ワ

》

ｎ
Ｊ

４

△

０

０

０

０

叩
Ｎ

Ｍ

Ｎ

Ｍ
Ｎ

Ｎ

Ｍ

１

５

０

０

０

０

０

０

く３

２

０

０

０

０

０

０

０

８

４

０

０

０

０

０

０

０

１

１

０

０

０

０

８２５

－

０３

３

１

０

０

０

０

０

５

３

２

２

０

０

０

０

８

５

１

１

０

０

０

０

８

２

５

ハ

リ

０

０

０

０

１

１

０

０

０

０

０

０

く

く

７

７

０

０

０

０

０

０

０

０

９

１

９

２

８

９

Ｓ

ｊＭ

叩

２

く

じ

８

１

《

Ｕ

ｌ

９

ハ
、
Ｕ
〔
、
Ｕ

Ｆ

Ｆ

Ｄ

ｌ

Ｖ

八

Ｔ

Ｔ

Ｍ

川

、

し

，

Ｏ

Ｖ

Ａ

Ｖ

Ａ
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表3 鋳造鉄器の分析結果
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図1 鉄器の実測図
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Ⅶ 自然科学分析
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北海道の擦文期・アイヌ期の遺跡出土鋼製鉄器の化学成分と非金属介在物組成の関係

●…非金属介在物中にチタン化合物検出

■…非金属介在物中にチタン化合物未検出

▲…非金属介在物見いだされず

キ…キウス5遺跡出土鋼製鉄器
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Ⅶ 自然科学分析
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Ｗ
ｌ
ｗ

ｄ９２Ｃ

ａ

ａ

Ｃ

~
~
~

１

１

７

９

９

８

２

２

２

~
~
~

Ｃ

Ｃ

Ｄ

２

３

４

０

０

０

１

１

１

~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

(1 .05)×0.66／0.22×(0.56)/0.26m
1.28×0.85/042×0.61/0.34m

l .20×0.63/0.43×0.63/0.22m

0.76×0.76／0.46×0.58/0.29m

0.80×0.69／().24×0.40/0.34m

YO-299-bLP-105

N-21｡ -WZO-299-b

ZO-299-b

欠番
VO-301-cVO-302-cWO-301-dWO-302-a

欠番

VO-301-cVO-302-cWO-301-dWO-302-a

６

７

８

０

０

０

１

１

１

~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

N-

XO-286-d

N-56｡ -E1 .62×1.56／1 .10×1.15/0.44m

0.76×0.70／0.40×0.43/0.53m

LP-109
。

Ｏ

『
Ｊ
Ｉ

ｏ

一

毛

’

八

胆

醒

鯉

躯
Ｅ
Ｅ

LP-llO

LP-111 1.32×0.46/0.44×0.36/0.39m

0.89×0.82／0.46×0.68/0.64m

XO-286-a

D-288

欠番
B-296-aB-296-bB-296-cB-296-d

欠番
XO-301-cYO-301-d

XO-296-a

ZO-299-aZO-299-d

LP-ll2

LP-113

N-55｡ -E3.52×3.24／2.86×3.04/0.30mLP-114

LP-ll5

LP-ll6 N-84o

N-7｡
(0.88)×0~76／0~62× (0.76)/0.23m -W

520 1 .74×1.16/0.77×1.12/0.31m -ELP-117

LP-ll8 N-33｡ -W2~80×2.52/1.97×2.50/0.33m

3.28×3.10／2.60×2.89/026m N-66- -WLP-ll9 1XO-299-cXO-299-dXO-300-aXO-300-b



Ⅷ章各種一覧資料

ｍ

Ｗ

ｗ

Ｗ

ｗ

市
畑
山

Ｕ

『

Ｊ

Ｊ

句

も

ゾ

ハ

い

ゾ

ホ
四
十
ｑ
１
１
つ
些
戸
、
Ｊ
戸
、
）

長

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

卿
雨

-
W

遺構名 ｜ 位置 規模

(0~95)×(0.70)／(0.52)×(0.60)/0.35m０

１

２

２

１

１
~~
Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

ZO-298-b

YO-292-b 0.84×0.72／0~44×0.59/0.33m

1 .20×1.03/0.61×0.90/0.52m

0.78×(0.62)／0.35×0.50/0.22m
0．73×0.69／0.41×0.45/0.29m

２

３

２

２

１

１
~~
Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

ａ

ａ

~
~

７

８

９

９

２

２

~
~

Ａ

Ａ

、

ダ

９

２
~~
Ｎ

Ｎ

-WLP-124

LP-125

LP－126

A-298-b

-W031×0.24/0.17×0.21/0.26m031×0.24／0.17×0．21／0.26m

欠番

VO-300-bVO-300-cWO-300-aWO-300-d

LP-127

LP-128

LP－129

Ｅ

但

輻

ｖ

９

ｖ

２

８

６

７

~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

54×0.79／0.63×1.28/0.13m

08×0.80／0.37×0.80/0.17m

’
二
１WO-299-dWO-300-a

XO-301-d (0.70)×(0.42)／(0.45)×(0.29)/0.24m０

１

３

３

１

１
~~
Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ 欠杏
6 ■－＝

欠沓

A-290

LP-132

LP-133

LP-134

Ｗ
Ｗ~~

(0.70)×(0.60)／0.29×0.29／0.48m
0．75×(0.58)／0.30×0.45/0.22m
0.67×0.57／0~29×0.32/0.15m

蹄
一
岬
一
僻

XO-298-c

-E５

６

７

８

９

０

１

２

３

３

３

３

３

４

４

４

１

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

XO-298-d

交番~

欠杳

C-289 (1.40)×(1 .32)/0.74×0.82/(0.35)m
0.62×0.41/0.26×0.22/0.27m

3.26×3.04／1 .96×246/0.32m

(N-70.5
N-65"

N-23°

N-79。

ｊＥ
ｌ
Ｗ
Ｗ
Ｗ

~
~
~
~

ZO-299-a

WO-299-b

(0.72)×(0.62)／0.39×0.48/(0.26)m
3.08×1.72／1.27×2.46/0.36m

B-291-bB-291-c

A-289-bA-289-cB-289-aB-289-d N-50.3-E

(N-29.5・ -W)0.68×0.64／0.38×0.42/0.40m

0.92×(0.68)／0.38×0.59/0.49m
(3.84)×(2.67)／(2.33)×(3.62)/(024)m
(1.28)×(0.94)/0.62×0.89/0.28m
0．82×0.76／0.46×0.64/0.59m

C-288-bC-288-c

C-288-bC-287-c

XO-295-cXO-295-dXO-295-cXO-295-d

３

４

５

４

４

４

１

１

１

~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

N-9． －E

Ｗ

声

隅

』

一

声

隅

』

一

〕

一

５

ｕ
■

》

３

０

９

７

２

~

~

~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

VO-297-cWO-297-dLP-146

D-288-bE-288-a

蕊
LP-147

LP-148

LP-149

LP-150 Ｅ
Ｗ

~~
〉
〉
０

５

１

９

４

２
~~

Ｎ

Ｎ

0.77×0~69／0.36×0.55/0.66m

().67×0.58／0.42×0.50／0,08m

Ｃ

、

。

~
~

３

３

８

８

２

２

~
~

０

Ｏ

Ｘ

Ｙ１

２

３

４

５

５

５

５

５

５

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

錆
霊

Ｅ

Ｗ
~

~

》
⑫
弼

ね
~

~

Ｎ

Ｎ

0.72×0.62／0~27×0.45/0.20m

(().84)×(0.55)／0.31×0.65/(0.15)mＣ

℃
＆

４

９

９

２

２
１

Ａ

Ｙ

0.93×0,68／0.44×0.58/0.24m

(1.04)×(0.60)/(0.45)×(0.80)/0.12m
1 .13×().98／0.70×0.90/0.42m

(0.70)×(0.56)／0.46×0.58/0.47m

画
方
》
羽
呵

~

~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ N-
40
"

-WＣ

ｕ

丑

－

８

８

８

９

９

汐
２
２

Ｏ

０

０

Ｙ
Ｗ
Ｗ

LP-156

LP-157 Ｅ
Ｅ
ｗ
-
W

LP-158

WO-296-dLP-159

LP-160 欠沓

欠沓

C-288-dC-289-a

LP-161

LP-162

LP-163

把

Ｅ

Ｕ
ｐ
４

０

８

４
~

~

Ｎ

Ｎ

(1.24)×(1.02)/0.78×1.02/(0.27)m
0.84×0~67／0.43×0.63/0.31m

l .00×0.68/0.42×0.63/0.32m

（0.94） ×0.80／0.62×0.55/0.32m

1 .94×1.64/1.43×1.79/0.28m

0.79×1.53／1 .43×1.67/0. 19m

0.68×0.53／0.28×0.38/0.14m

l .00×0.68/0.42×0.63/0.32m

（0.94） ×0.80／0.62×0.55/0.32m

1 .94×1.64/1.43×1.79/0.28m

0.79×1.53/1.43×1.67/0. 19m

0.68×0.53／0.28×0.38/0.14m

ｄ

ｄ
~~
４

３

９

９

２

２
~~

Ｂ

Ｃ Ｅ

Ｗ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

蛇

妃
一
叩

〕
Ｕ
〕
白
妙
■
画

５

８

４

１

５

９

－

６

〕

０

９

８

~~~ 〕０
０

’

０

０

０

〕

叫
陥
附
隅
岬
岬
一
Ｍ

岬
陥
隅
隅

餌
緬
“

１

１

１

~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ ｄ

ｄ

七

１

８

６

８

７

９

２

２

２

~~
０

０

Ｏ

Ｘ

Ｙ

Ｙ

Ｃ

Ｃ

ａ

~~
１

８

６

８

７

９

２

２

２

~~
０

０

Ｏ

ｂ

Ｘ

Ｙ

Ｙ

４

七

も

ｄ

９

１

８

５

２

８

７

９

ｑ

２

２

２

Ｗ

和

Ⅶ

Ⅶ

七

ａ

ａ

ｂ

Ｃ

ｄ

３

卜

８

８

３

乱

９

８

７

９

９

９

２

２

２

２

２

２

０

Ｇ

０

Ｇ

０

ｃ
Ｗ
Ｘ
Ｙ
Ｖ
Ｙ

WO-293-cWO-294-b

XO-281-aXO-281-bXO-281-cXO-281-d

YO-278-aYO-278-bYO-278-cYO-278-d

YO-295-cYO-295-dYO-296-aYO-296-b

LP－l67

LP-168

1 .66×0.99/0.90×0.51/0.17m

0.93×0.89／0.54×0.74/0.28m

LP-169

LP-170 VO-284-aVO-284-bVO-284-cVO-284-d

VO-285-cVO-286-bWO-285-dWO-286-a

YO-279-aYO-279-b

YO-277-d

YO-277ZO-277

WO-284-aWO-283-d

WO-282-cWO-283-b

A-279-aA-278-d

欠番

VO-283-cWO-283-d

ZO-277-b

VO-282-c

週１
王６

調桝
ト２

ｆー

ｗＷ
ｌ

玉Ｃ
５｛
８４
２羽

Ｏ０
ＶＷ

ｂｂｂ~~~
４６９

７８８
２２２７

－－二７
００２０

ＶＶＯＹ
Ｚｄ０ａＣａ

~~~~

４５９７７
８８７７７

２２２２２

~~~~~

Ｏ００００
ＶＶＹＹＹ

WO-284-aWO-283-d

WO-282-cWO-283-b

A-279-aA-278-d

欠番

VO-283-cWO-283-d

1 .52×1.40/1.16×1.30/0.24m

1 .23×1.10/0.64×078/0.25m

0.64×0.57／0.23×0.20/0.36m

1 .37×1.11/0.58×0.46/0.17m

0.96×0.73／0.53×0.84／0.32m

0.72×(039)／(().32)×0.51/0.18m
0.89×0.71/0.45×0.40/0.37m

１

２

７

７

１

１
~~
Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

３

４

５

７

７

７

１

１

１

~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ N-67" -W

N-81' -W

N-58.,-l-E
LP-176

LP-177

LP-178

N-9u -E1 .03×0.83／0.57×0.68/0.28m

1.29×0.55／0.34×0.45/0.20m

0.64×0.60／0.37×0.38/0.16m

LP-179

LP-180 卿

Ｅ

〕

５
■
〕

６

７

３

３
~~

Ｎ

ＮLP-18]

LP-182 Ｅ

ｗ

Ｗ

師

Ｕ

５

’

５

■
〉

８

５

〕

４

３

１

２

３

~
~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

2.94×1.73/1.44×2.48/027m

0.85×0~78／0.52×0.60/0.32m

YO-279-cYO-279-dYO-280-aYO-280-b

WO-283-aWO-283-b

VO-281-cVO-282-b

521３

４

５

８

８

８

１

１

１

~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

0.88×0.78／0.53×0.58/0.33m

2.41×1.51/1 .29×2.13/0.20mYO-276-dYO-277-a



長軸方向

N-31 .0" -W

N-25.0"-W

(N-79． -W)
N-81u -W

N-26u -E

N-33.0" -E

遺構名

LP-186

LP-187

ａ

Ｃ

Ｃ

~
~
~

直
沼
鴻
糎

位
哩
哩
哩

Ｙ

Ｘ

Ｖ

規模

0.73×().64／().44×0.47/020m

0.97×0.73／().64×0.67/0｣7m

(0.50)×(0.24)／(0.14)×(0.20)/(0.18)mLP-188

LP-189 VO-282-a (()~78)×(0.42)／(0~24)×(048)/(0.28)m
0.49×0.44／0.30×0.32/0.24m

3.17×2． 12/×/0. 1 1m

XO-281-a

YO-280-cYO-280-dYO-281-aYO-281-b

LP-l90

LP-191

LP-192 欠沓

| ,24×0.94／0~67×0.88/0.28mLP-193

LP-194

LP-195

LP-196

VO-285-bVO-285-cWO-285-aWO-285-d N-75- -W

N-9． －EA-295-b 0.70×0.29／0.22×0.53/0. 13m

欠番

N-75.ぴ-E0~87×0.78／0.69×0.68/0.42m

1 .23×1 .07/0.86×0.86/0.31m

1 .50×0.95/().81×0.81/0.45m

2.01×1 .09/0.62×1 .44/0.24m

ZO-278-cZO-279-b

B-277-bB-277-c

X()-280-c

ZO-278-cZO-278-d

A-278-a

）

〕

〕

５

５

５

１

７

９

８

６

１

~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

ｗ
ｗ
ｗ

■2-197

LP-198

LP-199

）
可
Ｕ

ｍ
ｍ
Ｍ

７

７

８

~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

2.43×1.34/1.28×2.05/0.21m

1.05×10O/0.50×0.49/0.43m

0．89×0.84／0.47×0.52/042m

０

１

２

３

４

０

０

０

０

０

２

２

２

２

２

~
~
~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｗ
恒
君

ｂ

Ｃ

ｄ

ｂ

~
~
~
~

６

５

５

６

刀
刀
刀
刀

~
~
~
~

Ｏ

０

０

０

Ｚ

Ｚ

Ｚ

Ｙ

〕

〕

〕

〕

０

５

０

０

~
~
~

~

７

５

５

２

６

６

１

５

~
~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

0.85×0.75/0.41×0.41/038m

0．75×0.72／0.56×0.55/0.52m

卿
君
ｗ
Ｗ

５

６

０

０

２

２
~~
Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

XO-276-cYO-276-d

YO-275-d

YO-275-d

C-275-cC-275-dC-276-aC-276-b

欠番

XO-285-aXO-285-b

C-276-cC-276-dC-277-aC-277-b

B-275-cB-275-dB-276-aB-276-b

YO-274-aYO-274-d

ZO-274-a

A-273-d

YO-274-b

ZO-274-cZO-274-d

1 .27×0.99/0.72×1 .03/0.39m

0.94×0.78／0.53×0.72/0.26m

1 .30×1 .08/0.72×0.98/0.30m

1 .49×1 .32/1 .21×1.38/0.15m

LP-207

LP-208

LP-209

LP-210

LP-211

LP-212

妃
Ｗ

５
〕
２

０

２

６
~~

Ｎ

Ｎ

Ｕ
〕
〕

〕
〕
Ｕ

〕
〕

〕

〕

５

０

０

５

５

０

０

５

５

０

〕
■

■
■
。
■
ｑ
■
ｂ
■

■

５

９

２

７

８

６

４

４

２

８

４

１

２

３

７

１

３

７

２

４

２

３

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

1.86×1.32/0.83×1.50/0.32m

2.23×2.16/1.73×l63/0.35m

1.86×1 .32／0.83×1 .5()／0.32m

2.23×2. 16／1 .73×l ~63／().35m

Ｗ

Ｅ
ｌ
ｗ
ｌ
Ｅ

Ｅ

抑

2.03×1.55/1.01×1.33/0.33m

1 .1 1×0.84/0.67×0.83/0.61m３

４

１

１

２

２
~~
Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ ().77×0.72／0.57×0.57/0.23m

1 .24×1 .18/1.02×0.92/0.26m

1 .52×1 .07/0.96×1 .25/0.26m

５

６

７

１

１

１

２

２

２

~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｗ
Ｗ
Ｗ

~
~
~

0.71×0.54/0.33×0.47/0.32m0.71×0.54/0.33×0.47/0.32m

1.36×1.26/0.95×1.00/0.42m８

９

１

１

２

２
~~
Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

ｂ４７２Ａ

ｂ

ａ

Ｃ

ａ

｜

ｂ

一

一

一

９

’

０

３

５

７

０

８

画
函
皿

確
碓
函
犯

2.13×2.05/1.55×1.65/().54

0.74×0.69／0.33×0.39／0.38
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0.24×0.18/×/0.03m

0.51×0.207-ヌフ0.05m

-E

C-288-d

WO-291-c

VO-294-b

WO-291-cWO-291-d

0.75×0.65／×/0.07m

0．53×0.37／×/0.l0m

0.44×0.34／×/006m１

２

３

２

２

２

２

２

２

~
~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

欠誉

WO-293-b 0.37×0.33／×／0.06m

().68×0.56ﾌ ﾇﾌ/0. 1 1m
0．55×0.41/×/0.05m

〕
〕
〕
Ｕ
〕
〕

４

６

８

９

１

４

７

１

１

８

８

７

~
~
~
~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

４

５

６

７

８

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

~
~
~
~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

０

，

Ｃ

~
~

５

５

８

８

２

２

~
~

Ｏ

０

Ｖ

Ｖ

毛
Ｗ
モ
モ
ｗ
君

VO-284-c ｍ
、

８

３

０

０

０

０

／
／

×

×

／
／

９

７

３

２

０

０

×

×

０

７

４

３

０

０
~

VO-284-bWO-284-a

VO-293-cVO-294-a

VO-280-cWO-280-d

(0.51)×(0.12)/×/(0.06)m
0.66×0.41/×/0.13m９

０

２

３

２

２
~~
Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ 欠番

XO-277-cYO-277-d
~

0.58×0.44／×/0.09m１

２

３

４

５

３

３

３

３

３

２

２

２

２

２

~
~
~
~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｗ
ｗ
万
万

一
〕
〕
〕
〕

５

０

０

０

０

７

８

３

２

２

４

７

４

４

６

~
~
~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

ｄ

ｂ
~~

７

７

７

７

２

２
~~
Ｏ

０

Ｙ

Ｙ

ａ

ａ
~~

７

７

７

７

２

２
~~

Ｏ

０

Ｙ

Ｙ

0.40×0.31/×/0.08m

524 0.72×0.53／×/0.13m

~0.71×().52/×/0.06mYO-277-bZO-277-a

ZO-277-a 0.47×0.38／×/0.10m -E
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名
苑
打

率
礎
庭

・

１

１

１

位置 規模

0.31×0.20/×/0.03m

0.48×0.38／×/0.09m

0.48×0.40／×／0.05m

0.53×0.51/×/0.lOm

0.41×0.40/×/0.09m

0.48×0.37／×／0.05m

長軸方向

N弓U 三百VO-282-c

WO-282-b

B二275-cC-275-d

C-275-a

但

州

ｗ

モ

モ

Ｗ

Ｗ

【
●
隅
』
〕
〕

〕

Ｕ

〕

〕

’

５

０

５

０

０

〕

５

》

４

６

８

０

，

５

Ｑ

４

２

８

５

２

４

７

８

~
~
~
~
~
~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

８

９

０

３

３

４

２

２

２

~
~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ ｂ

ｄ
~~
５

７

７

７

２

２
~~

Ｃ

Ｂ

ｂ

ｄ

Ｃ

~
~
~

５

７

７

７

７

７

２

２

２

~
~
~

Ｃ

Ｂ

Ｂ

１

２

３

４

４

４

２

２

２

~
~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

0.43×0.28/×/0.03m

0.42×036／×/0.04mａ

Ｕ

ｂ

~
~

９

９

７

７

２

２

~
~

Ｏ

０

Ｙ

ＹLF-244 0.31×0.23／×/0.02m

0.40×0. 19/×/0.06m

O~73×0.52／×/0.13m

0.75×0.48／×/0.13m

５

６

７

８

４

４

４

４

２

２

２

２

~
~
~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ｂｇ

ｂ

ａ

７

５

５

池
掴
函
蟠 欠沓

）

〕

〆
、
ゾ
戸
、
Ｊ

〕

８

６

５

８

２

９

~
~
~

Ｎ

Ｎ

Ｎ

-W

Ｗ
｜
卿

B-275-c

WO-293-dWO-294-a

C-275-c

LF-249 0.86×0.80／×/0. 17m

(0.28)×(0.26)／×/0.02m
0.43×0.39／×/0.09m

N-13.5ｰ -W

N-81・ -W０

１

２

５

５

５

２

２

２

~
~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

N-47.3-W

XO-280-c

B-278-dB-279-a

B-276-bB-276-cC-276-aC-276-d

ZO-278-a

0.48×0.41/×/m

0.76×0.49／×/m

1.28×0.94/×/0.12m

0.49×0.38／×/m

ぴ

N-62.0" -W３

４

５

５

２

２
~~
Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ 》

〕

０

０
~

~

７

０

５

２
~~

Ｎ

Ｎ

-E

５

６

５

５

２

２
~~
Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

-E

欠番

XO-281-cXO-282-bYO-281-dYO-282-a

C-290-bD-290-a

YO-278-d

LF-257 0.52×0.27／×/m Ｗ
Ｗ~~

〉

〕

０

５

５

６

５

７
~~

Ｎ

Ｎ８

９

５

５

２

２
~~
Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

0．55×0.34／×/m

0．52×0.44／×/0.09m

LF-260

LF-261

LC-101

XO-295-b

欠番

0.35×0.33／×/0.05m

0~72×0.42／×／不明、

0.53×0.21／×/0.02m

().78×0.70／×/0.07m

WO-310-b

D-298-b

B-296-c

欠番
ZO-291-a

N-86-W

２

３

０

０

１

１
~~
Ｃ

Ｃ

Ｌ

Ｌ N-36. -W
４

５

６

０

０

０

１

１

１

~
~
~

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

0． 16×0.12/×/0．01m

0.44×0.18/×/0.02m

1 .38×0.63／×／不明、

0.85×0.28／×フ不明而

0． 16×0.12/×/0.01m

ZO-291-c

C-293-cC-293-d

C-293-b

LC-107 N-25~ -W

LC-108

LC-109

N-70-E

N-87" -EA-303-bB-303-a 0．57×0.28／×/0.07m

LS-101

LS-102

WO-297-a

WO-278-cWO-278-dXO-278-aXO-278-b

1.32×1.25/×/m

1.28×0.63／×/m

LFC-101

LFC-102

D-287-d

VO-295-cWO-295-d

0.30×0.30／×/m

3.09×2~07／×/m
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表VIII -2遺構出土遺物一覧(U)
Ⅳc

Ⅵ

分類不明土器

ポイント

スクレイパー

たたき石

砥石

台石

フレイク

チップ

礫

癖
一
却
一
か

４

‐

７

．

１

１

７

』

１

う

一

・

１

２

７

－

〃

４

１

３

分類遺物名遺構名

UHlOl

覆土

続繩文土器

土器

剥片石器縄文後期土器 Ⅳb

ⅣC

Vc

Ⅵ

くさび形石器

Rフレイク

フレイク

チッフ。

礫

炭化物
_上

幽

７

７

１

１

１

１

５

Ｑ

／

７

』

６

６

１

う

』

７

』

礫石器縄文晩期土器

続縄文土器

剥片石器

剥片・石屑等

rl1片~石屑等

礫・礫片等

覆一|-床面礫・礫片等

自然遺物

､

砥石

礫

礫石器

礫・礫片等

１

４

列

九

床面 UP~ l()5~覆土
123

縄文後期土器 Ⅳb

ⅣC

Vc

Ⅵ

スクレイパー

たたき石

フレイク

チップ

原石

礫

６

０

７

４

‐

－

７

－

０

／

４

１

９

２

１

３

２

縄文早期土器

縄文前期土器

繩文中期土器

縄文後期土器

Ib-3

Ⅱa

Ⅲa

Ⅳb

ⅣC

Vc

Ⅵ

ポイント

スクレイパー

Rフレイク

たたき石

フレイク

石核

礫

１

１

１

７

－

５

３

３

１

２

１

１

６

１

３

１

２

１

縄文晩期土器

続縄文土器

剥片石器

礫石器

剥片・石屑等 縄文晩期土器

続縄文土器

剥片石器礫・礫片等

層位不明 10

礫石器

剥片・石屑等

石核類

礫・礫片等

続縄文土器

礫・礫片等

Ⅵ

礫

１

９

６
’
３

UP lOl

覆土2層

縄文後期土器 科
一
匁

ａ

０

ｂ

Ⅳ

Ⅳ

礫

UP lO6

覆土

’

’

1 縄文後期土器 Ⅳb

ⅣC

Vc

Ⅵ

くさび形石器

Rフレイク

たたき石

フレイク

礫

後北

礫・礫片等 ６

１

２

５

１

１

１

２

９

４

１

１

覆土4層 3

縄文晩期土器

統繩文土器

剥片石器

縄文後期土器

続縄文土器

ａⅣ

Ⅵ

１

２

UP lO3

覆」

恥
一
皿

礫石器

剥片~石屑等

礫~礫片等

縄文土器

縄文早期土器

縄文後期土器

Ib-3

Ⅳb

Ⅳc

Ⅵ

石斧

フレイク

チップ

原石

礫

１

３

』

４

６

１

５

１

１

０

１

１

３

２

１

続縄文土器

礫石器

剥片・石屑等

床面 ２

２

｜

妬

礫・礫片等 礫

UP lO7

覆土l層礫・礫片等 １
画
１縄文後期土器 | Wb

覆土3層覆土床 224

縄文後期土器

縄文晩期土器

剥片・石屑等

礫・礫片等

Ⅳb

Vc

フレイク

礫

続縄文土器

礫・礫片等

７

２

２

１

１Ⅵ
礫

１

３

UP104

覆土

l()(）

Qベ
／､'

種」縄文早期土器

縄文中期土器

縄文後期土器

ａ

８

Ｄ

ａ

１

Ｄ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

13１

１

‐

５
２

縄文後期土器 Ⅳb

Ⅳc

チヅフ

３

戸

３

列剥片・石屑等
526
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UP IO8

覆土l層

縄文晩期土器

剥片・石屑等

Vc

フレイク

チップ

炭化物

４

，

７

－

１

ｌ

〆

ｂ

へ

〕

３

６

－

３

１

６

〆

０

７

－

３

４

，

７

』

う

』

７

』

２

２

１ ３

３

８

３

縄文早期土器

縄文晩期土器

Ib-3

Vc 自然遺物

覆土3層 覆土3層
７

－

へ
〕

縄文早期土器

縄文晩期土器

Ib-3

Vc

縄文後期土器

縄文晩期土器

土器

ⅣC

Vc

分類不|ﾘ)土器

３

８

１

７
』

覆ゴ

縄文早期土器

繩文後期土器

覆土床直IIb-3

Ⅳb

略
旧
一
川
－
６

縄文晩期土器 V(J

UP l()9

覆土

UP l l6

覆土3層

縄文後期十器 IVb

IVc

Vc

続縄文土器

剥片・石屑等

石核類

W「
VL

フレイク

石核

４

１

１縄文晩期土器

覆土5層UP l lO

覆」

４
’
４
’
５
｜
弓

縄文晩期土器 | Vc

UP l l7

覆土2層

続縄文土器

自然遺物

Ⅵ

炭化物

縄文後期土器

縄文晩期土器

剥片・石屑等

礫・礫片等

ⅣC

Vc

フレイク

礫

１

２

１

‐

UP l l l 齢

一

齢

一

畷

ｌ

２

ｌ

ｍ

ｍ

ｌ

脚

５

訓

川

ｌ

ｌ

ｌ

加

一

認

一

粥

－

２

１

６

幻

１

１

｜

如

一

卯

一

ｌ

⑲

１

１

７

６

｛

３

｜

砧

一

Ｉ

加

覆土

続縄文土器

剥片・石屑等

Ⅵ

フレイク

チップ

UP l l8 6

覆土l層 ５

３

１

１

縄文晩期土器

剥片・石屑等

礫・礫片等

UP l l2

覆」

Vc

チップ

礫縄文中期土器

縄文後期土器

器土

明

ク

不

イ

ｂ

ｂ

Ｃ

Ｃ

類

難

し

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

Ⅵ

分

石

フ

礫

床面 １

１剥片石器 石錐

縄文晩期土器

続縄文土器

土器

剥片石器

%l1片・石屑等

礫・礫片等

UP l l9

覆土

科
一
科

縄文晩期土器

礫石器

剥片・石屑等

礫・礫片等

金属製品

Vc

たたき石

フレイク

礫

鉄製品

Ｊ

１

１

１

ｌ

Ｉｌ

６

UP l l3

覆土 UP l20

覆ゴ

43

縄文早期土器

縄文11｣期土器

縄文後期土器

続縄文土器

剥片・石屑等
クイ

プ

３耐

ｂ

ａ

Ｃ

Ｔ

し

ツ

ー

Ⅲ

Ⅳ

Ⅵ

プ

チ

３

，

６

１

１

７

－

１

４
‐
（
〕続縄文土器

¥l1片石器

礫石器

剥片・石屑等

礫・礫片等

VI

スクレイパー

台石

フレイク

礫

UP l21

覆」

UP l l5

覆土l層

噸
一
噸

縄文中期土器

縄文晩期土器

剥片石器

縄文後期土器Ⅲa

Vc

スクレイパー

Rフレイク

フレイク

チップ

礫

Ⅳb

Ⅳc

Ⅵ

フレイク

チップ

２

２

８

１

２

へ

ｊ~続縄文土器

剥片・石屑等

剥片・石屑等

UP l22

覆土3

今司

.,／

礫・礫片等 ２

２覆土2層 剥片・石屑等 ｜ チップ

縄文中期土器

縄文後期土器

覆土Ⅲfl

Ⅳc

５

１

３

縄文中期土器 ｜ Ⅲ
夕27



縄文晩期土器 | Vc ２

ｌ

４

４

ｌ

３

１

ｌ

Ⅳ

｜

、

７

２

３

１

１

３

｜

厄

一

也

５

５

１

縄文後期土器

続縄文土器

Ⅳc

Ⅵ

１

３
３

UP l36

覆」UP l23

覆土3層

３
’
３ 縄文早期土器

礫・礫片等

Ib-2

礫縄文晩期土器

礫・礫片等

ｎ
』Ｖ

礫

１

２ UP l37

覆土３
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
４

UP 124

覆土3層 縄文晩期土器

続縄文土器

礫石器

剥片・石屑等

Vc

Ⅵ

石斧

フレイク

チップ

礫

縄文晩期土器 | Vc

覆土

礫・礫片等 ｜ 礫

UP l25

覆土 礫・礫片等

縄文早期土器

続縄文土器

UP l38

覆土

Ib-2

Ⅵ

３

１

縄文晩期土器

続縄文土器

剥片石器

Vc

Ⅵ

石鍼

人骨（右足）

人骨（左足）

人骨（頭）

土壌サンプル

刀

刀のサビ

７
’
７

UP l26

覆土

縄文早期土器 ２

４
~~
ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

６

１

７
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
陥
肥

７

１

皿
覆

ＰＵ

続縄文土器 ｜ Ⅵ

1UP l29

覆」
侭

Ｕ

侭

Ｕ

刈

斗

１

１

１

１

４

叶

刈

牛

句

些

句

笙

句

４

っ

皇

ｎ

Ｕ

句

４

豆

〕

亘

Ｊ

句

盗

１

昼

句

畠

ワ

ー

ヘ

ム

１

１

Ｔ

ｌ

句

』

勺

．

－

１

う

全

４

牛

川

寺

刈

斗

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

分類不明土器 UPl39

覆土

上器

UP l30

覆土 縄文晩期土器

剥片石器

礫・礫片等

Ｃ

雛

石

Ｖ

石

原

縄文後期土器

続縄文土器

剥片・石屑等

Ⅳc

Ⅵ

フレイク

１

３

２~ UP l40

覆土６
’
６

UP l31

覆土 縄文晩期土器

剥片・石屑等

Vc

フレイク縄文晩期土器

続縄文土器

礫石器

Vc

Ⅵ

たたき石

２

３

１

UP l41

覆土

縄文後期土器

剥片・石屑等

Ⅳb

フレイク

Ｂ
ｌ
ｌ
ｌ
一
也

UP l32

覆土3層

縄文晩期土器 | Vc UP l42

覆土覆十

続縄文土器

剥片石器

礫・礫片等

Ⅵ

スクレイパー

礫

縄文晩期土器

続縄文土器

礫石器

ｃ

斧

Ｖ

Ⅵ

石

２

９

１

UP l43

覆土

UP l33

覆」

２
’
２

続縄文土器

礫・礫片等

Ⅵ

礫

礫・礫片等

自然遺物

礫

炭化物

う
』

UP l44脚
一
Ｍ

UP l34

覆土 覆土

縄文中期土器

縄文晩期土器

８

，

Ｃ

Ⅲ

Ｖ

縄文中期土器

縄文後期土器

縄文晩期土器

剥片・石屑等

Ⅲb

ⅣC

Vc

フレイク

チップ

礫

１

２

４

５

１

１

２

UP l45

US lO9 叫

一

畔

２

２
１

覆」

礫石器

礫・礫片等

砥石

礫

礫・礫片等

UP l35

覆土l層 ２
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US llO 'ﾌO
全Z

覆土 ９

８

１

２

２礫・礫片等

金属製品

礫

鉄製品

US 11 1

覆土

昭
一
肥

礫石器

礫・礫片等

たたき石

礫

2

16

US ll2 8

覆土 ８

８礫・礫片等 礫

US ll3

覆土

４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
４

礫・礫片等 ｜ 礫

US l l4

覆土

礫・礫片等 ｜ 礫
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表VI | | -2遣構出土遺物一覧(L)

造機名

LH l

覆土

遺物名 蝿
一
里
皿
ｌ
ｌ
ｌ
３
６
０
７
ｌ
Ｉ
７
３
１
０

４

３

Rフレイク

石斧

すり石

砥石

フレイク

チップ

礫

玉

分類 ５

１

１

１

３

８

１

１

２

礫石器

縄文早期土器 I a

I b-1

Ⅲb

Ⅳa

Ⅳb

ⅣC

Vc

石鍼

つまみ付ナイフ

スクレイパー

Rフレイク

砥石

フレイク

チップ

礫

剥片・石屑等

縄文中期土器

縄文後期土器 礫・礫片等

石製品

床面 20

縄文晩期土器

剥片石器

縄文早期土器

縄文後期土器

剥片石器

I a

Ⅳa

スクレイパー

Rフレイク

フレイク

チップ

？

－

１

１

１

４

１

~剥1片・石屑等

礫石器

剥片・石屑等 LH lOl

覆土l層

勁

加

礫・礫片等 縄文早期土器

縄文前期土器

縄文中期土器

縄文後期土器

縄文晩期土器

剥片石器
パイ

ク

レ

イ

プ

２ｂ

ａ

ｂ

ｂ

Ｃ

雛

ク

レ

ヅ

片

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

石

ス

フ

チ

礫

礫

１

３

９

７

６

２

１

７

８

２

１

３

６

２

６

２

０

１

２

１

１

１

１

へ

〕

９

７

－

１

ｌ

フ

ー

１

．

１

４

‐

ｌ

へ

〕

１

３

７

』

２

戸

３

３

う

－

１

４

４

フ

ー

７

３

８

１

７

７

１

４

床面

繩文早期土器

縄文晩期土器

剥片石器

I a

Vc

スクレイパー

Rフレイク

石斧

たたき石

フレイク

礫石器

剥片・石屑等

削片・石屑等

礫・礫片等LH2

覆』

覆土2層縄文早期土器

縄文後期土器

Ib-l

Ⅳa

Ⅳb

Ⅳc

5. 1 :Va

Vc

分類不明土器

石雛

スクレイパー

Rプレイク

スクレイパー片

石斧

フレイク

チップ

礫

炭化物

種子

ｌ

ｌ

ｌ

刀

剥片・石屑等 ｜ チップ

覆土

縄文前期土器

縄文中期土器

Ⅱa

Ⅲa

Ⅲb

Ⅳb

Ⅳc

分類不明土器

つまみ付ナイフ

石斧

たたき石

フレイク

チップ

礫

０

４

１

０

１

１

１

１

１

３

８

２

４

１

繩文晩期土器

縄文後期土器土器

剥片石器

土器

fl1片石器

礫石器

礫石器

剥片・石屑等 剥片・石屑等

礫・礫片等

自然遺物

礫・礫片等

層’二

２
，
土

旧
覆

ＨＬ 函
一
応
一
応
一
順
一
噸
一
価

床而 縄文後期土器 | IVb６
’
６
１
｜
沌
弼
７
１
４
１
１
３

繩文晩期土器

縄文晩期土器

覆土2屑Ｃ

Ｃ

Ｖ

Ｖ 縄文後期土器 ｜ Ⅳb

覆土LH6

覆ゴ 縄文早期土器

縄文中期土器

Ib-4

mil

Ⅲb

Ⅳb

ⅣC

VC

分類不明土器

〔

ノ

』

１

１

句

令

Ｊ

へ

１

－

／

、

〉

へ

４

Ｊ

『

Ｑ

○

へ

ノ

ー

ｎ

ｘ

〉

~

縄文早期土器 I a

Ib-2

Ⅳa

Vc

石雛

スクレイパー

縄文後期土器

縄文晩期土器

剥片石器

縄文後期土器

縄文晩期土器

土器
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礫石器 石斧

たたき石

フレイク

チップ

礫

炭化物

世,tl

フレイク

チ､ソ－7．
~′／~ ~／

礫

１

８

１

４

２

１

剥片・石屑等１

羽

繩

９

１

’

３

’

１

２

苑

－

５

鵬

６

１

２

３

１

｜

血

浬

１

謁

塑

５

１

｜

”

’

２

諏

刀

４

昭

５

６

剥片・石屑等

礫・礫片等

礫・礫片等

自然遺物

LHlO5

覆土

川
一
ｍ

縄文早期土器

礫石器

剥片・石屑等

床面 I a

たたき石

フレイク

８

１

－

縄文後期土器

剥片・石屑等

Ⅳb

フレイク

掘上げゴ LH lO6

覆ゴ

171

縄文前期土器

縄文中期土器

縄文後期土器

ｍ

ｌ

ｌ

７

２

１

８

１

２

８

４

~

Ⅱa

Ⅲb

Ⅳb

Ⅳc

フレイク

礫

王

縄文早期土器 Ib-2

Ib-3

Ⅳb

Ⅳc

Rフレイク

石斧

すり石

フレイク

礫

縄文後期土器

剥片・石屑等

礫・礫片等

石製品

剥片石器

礫石器

LHlO3

覆土I層 剥片・石屑等

礫・礫片等縄文中期土器

縄文後期土器

Ⅲb

Ⅳb

Ⅳc

フレイク

チップ

LH lO7

覆土

２

２

１

１

縄文早期土器

縄文後期土器

礫石器

剥片・石屑等

礫・礫片等

石製品

Ib-l

Ⅳb

砥石

フレイク

礫

石製品

剥片・石屑等 １

３

１

４

２

１

覆土

縄文後期土器 Ⅳa

Ⅳb

Ⅳc

分類不明土器

フレイク

チップ

礫

炭化物

たかし小僧

LP 1()l

覆ゴ

１

１

１

１

１

１

４

４

７

７

４

４

土器

剥片・石屑等

礫・礫片等 ｜ 礫

LP l()3

覆」

礫・礫片等

自然遺物

礫・礫片等 ｜ 礫

LP lO5

覆土l層

床面 ●

１

ワ

ー

７

７

－

戸

３

４

．

１

３

３

３

３

１

へ

〕

（

Ｕ

７

へ

』

９

１

．

１

う

全

う

』

１

０

０

２

４

４

３

縄文後期土器

剥片・石屑等

Ⅳb

フレイク

チップ

縄文後期土器 Ⅳb

ⅣC

Vc

くさび形石器

フレイク

チップ

礫

焼成粘土塊

刈

寺

４

寺

へ

、

〉

１

１

１

１

句

奇

）

［

１

１

へ

４

〉

１

１

４

縄文晩期土器

%l1片石器

Tl1片・石屑等

3:Ⅲ層

縄文後期土器

縄文晩期土器

Ｃ

Ｃ

Ⅳ

Ｖ

4:W層

礫~礫片等

土製品

縄文後期土器 ｜ Ⅳb

LHlO4

覆土 叩
一
ｍ

LP lO6

覆土2層縄文早期土器

縄文中期土器

Ib-4

ma

mb

3.22:mb-2

Ⅳa

Ⅳb

Ⅳc

スクレイパー

Rフレイク

石斧

縄文早期土器

縄文中期土器

縄文晩期土器

剥片石器

Ib-3

mb

Vc

スクレイパー

Rフレイク

礫

１

１

５

１

１

１

縄文後期土器

礫・礫片等

LP l()7 8剥片石器

覆土l層 ８

３

１

縄文早期土器

縄文中期土器

Ib-3

mb

礫石器
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覆土l層 X9縄文後期土器

縄文晩期土器

０

，

Ｃ

Ⅳ

Ｖ

３

１

｜

料

一

脚

－

２

５

１

６

｜

函

一

切

－

３

１

廼

蛎

３

１

１

１

１

１

４

８

１

１

８

１

７

－

縄文早期土器

縄文中期土器

縄文後期土器

Ib-3

Ⅲb

Wa

Ⅳb

ドリル

フレイク

チップ

１

５

３

４

１

１

４

４

３

LP lO8

覆ゴ

縄文中期土器

縄文後期土器

剥片石器

剥片・石屑等

Ⅲb

Ⅳc

スクレイパー

チップ

剥片石器

%l1片・石屑等

LP lO9

覆土

ｍ
｜
卯

LP l l8

覆土l層

縄文早期土器 ４

’

８

（

融

４

’

１

．

１

７

』

７

１

１

二

コ

~

縄文前期土器

縄文中期土器

縄文後期土器

I b－3

1b-4

Ⅳb

Ⅳc

分類不明j

ドリル

たたき石

チップ

原石

礫

Ⅱa

mb

Ⅳb

ⅣC

Vc

ドリル

つまみ付ナイフ

スクレイパー

石斧

たたき石

砥石

フレイク

チップ

石核

礫

土製品

炭化物

骨

縄文後期土器

器土器

剥片石器

礫石器

剥片・石屑等

礫・礫片等

縄文晩期土器

剥片石器

礫石器

覆土2層 34

縄文中期土器

縄文後期土器

剥片・石屑等 Ⅲb

Ⅳb

Ⅳc

Vc

Rフレイク

フレイク

礫

２

４

２

１

１

２

２

－

１石核類

礫・礫片等

土製品

自然遺物

縄文晩期土器

剥片石器

剥片・石屑等

礫・礫片等

覆土3層 ２LP l l l

覆土1層

７

２

０

１

５

２

９

５

４

０

５

４

１

５

３

２

２

５

５

４

１

９

９

１

２

１

２

１

１

１

９

戸

口

８

１

７

１

６

‐

４

１

‐

抑

２

７

｝

７

』

８

１

３

１

１

縄文中期土器

縄文後期土器

９

０

Ｃ

Ⅲ

Ⅳ

１

１縄文早期土器

縄文前期土器

縄文｢|｣期土器

縄文後期土器

Ib-2

Ⅱa

Ⅲb

Ⅳb

Ⅳc

フレイク

チップ

石核

礫

覆土 39

縄文｢| '期土器 mil

Ⅲb

Ⅳb

Ⅵ

すり石

フレイク

チップ

炭化物

１

５

９

１

１

１

１

２

縄文後期士器

続縄文土器

礫石器

¥l1片・石屑等

剥片・石屑等

石核類

礫・礫片等

覆土 自然遺物

剥片・石屑等 フレイク

チ･ソフ｡

哩
一
型

LP l l9

覆土l層

縄文中期土器

縄文後期土器

~ll片石器

Ⅲb

Wb

石鍼

LP l l4

覆」

６

７

１~縄文早期土器

剥片・石屑等

Ib-4

フレイク 覆土 158

縄文中期土器

縄文後期土器

Ⅲb

Ⅳb

Ⅳc

分類不明土器

石雛

フレイク

１

７

５

１

１

３

２

２
１

LP l l6

覆ゴ

縄文早期土器

縄文後期土器

Ib-4

Ⅳb

Ⅳc

分類不明土器

チップ

礫

オロシガネ状石製品

土器

剥片石器

剥片・石屑等土器

剥片・石屑等

礫・礫片等

石製品

LP l2(）

覆土

Ⅲ

Ⅱ

縄文後期土器 ｂ

Ｃ

Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

８

２LP l l7
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剥片・石屑等 ｜ フレイク 縄文中期土器

礫・礫片等

Ⅲb

礫

１

４

１

５

５

５

６

４

２

２

１

１

１

１

０

０

１

４

１

４

２

２

２

４

４

２

２

６

６

４

２

４

４

２

１

１

３

３

３

１

１

２

２

４

０

２

１

３

３

２

１

８

８

５

１

２

８

５

７

］

２

フ

ー

２

２

１

１

１

１

６

６

５

５

５

５

２

２

７

］

１

１

１

LP l21

覆土 床面 ３
’
３
｜
弧
一
四

縄文早期土器 | Ib-2縄文中期土器 | mb

LP l22

覆土l層

LP l4(）

覆土l層

縄文後期土器縄文後期土器

礫・礫片等

Ⅳb

Ⅳc

フレイク

礫

ｂⅣ

礫

０

５

３

１

１

１

剥片・石屑等

礫・礫片等

覆土2層

縄文早期土器 | Ib-3

覆」覆土 ２

１

１

縄文早期土器

礫・礫片等

礫・礫片等 ｜ 礫
T1句

lD－j

礫LP l23

覆土l層 蛇
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剥片・石屑等

Vc

石雛

フレイク

チップ

７

１

６

７

１

１

縄文晩期土器 Vc

－手､ゾヲ
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２

２

Ｒ

〕
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４
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．
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へ
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７

１

（

ｊ

《

〕

１

１

ｌ

〈

Ｕ

Ｏ

フ

ー

２

４

４

４

１

１

１

１

１
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覆土 LF207

覆」

３

５

５

縄文晩期土器

剥片・石屑等
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フレイク
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分類不明土器
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チップ

礫
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４
’
４

LF208

覆土

縄文後期土器

縄文晩期土器
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１

３

２

２

２
，
Ｊ

訓
覆
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LF 185
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砥石
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礫石器

1

1Ⅳb
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礫

兎
一
塊

LF213

覆土
~

縄文後期土器

縄文晩期土器

剥片・石屑等

礫・礫片等

Ⅳb
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フレイク

礫

５

３

３

１

２

２

LF l88

覆土

縄文後期土器

縄文晩期土器

土器
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３

３
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犯
一
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礫
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骨

４

３

３

１

１

１

１
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⑲

｜

旭

一

旧

１

２

刺
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礫
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１

５
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Ｃ
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３
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９
３
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礫
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表VIII -3遺構出土掲載土器一覧

接合遺構法
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５

５

２

２

２

５

１

０

５

５

０

０

０

０

１

１

０

４

１

１

１

１

１

４

４

０

０

４

４

４

０

０

０

４

０

４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

４

物里哩 接合遺構 名
卯
㈹
卯
偲
Ⅷ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
吃
、
吃
巧
晦
濁
他
叫
髄
鮖
妬
妬
囎
偲
鵬
呪
的
的
的
川
吃
、
叫
叫
叫
隔
陥
垢
Ⅳ
肥
旧
加
訓
皿
皿
刻
刻
酔
型
濁
濁
巧
刀
汐
鋤
犯
犯
訓
訓
訓
弘
諏
釣
独
狙
扣
釧
判

驚
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ふ
↑
県
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｂ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
隈
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｐ

遣

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

法

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

器

方

土

士

土

土

士

士

士

士

士

土

士

土

土

士

土

士

士

土

土

土

土

土

士

士

土

録
本
本
本
本
本
測
本
本
測
本
本
測
本
本
本
本
測
測
測
本
測
本
本
本
本
本
本
測
測
測
本
本
本
測
測
本
測
測
本
本
測
測
測
本
本
測
測
測
本
本
本
本
本
本
本
測
測
本
本
測
本
本
本
測
測
本

記
拓
拓
拓
拓
拓
実
拓
拓
実
拓
拓
実
拓
拓
拓
拓
実
実
実
拓
実
拓
拓
拓
拓
拓
拓
実
実
実
拓
拓
拓
実
実
拓
実
実
拓
拓
実
実
実
拓
拓
実
実
実
拓
拓
拓
拓
拓
拓
拓
実
実
拓
拓
実
拓
拓
拓
実
実
拓

６

７

８

９

０

０

５

０

５

６

４

５

０

１

３

２

６

８

９

２

７

２

４

９

２

５

２

７

８

７

３

４

２

４

６

１

２

２

３

７

６

０

３

１

８

７

９

１

６

５

３

１

４

１

２

４

１

５

７

３

７

７

４

２

２

１

号
庇
暉
ふ
ふ
価
９
池
祀
侭
、
皿
Ⅳ
冠
吋
酔
並
肥
陥
旧
偲
訓
肥
“
“
師
伽
⑱
訓
垢
創
釘
伽
似
副
弼
偲
羽
川
舛
似
而
鵬
弼
⑱
帆
Ⅳ
ｗ
肥
似
斜
剥
帥
酔
“
価
調
５
認
他
用
“
帆
砧
泌
泌
砧

５

５

５

５

０

５

５

０

５

５

４

４

５

４

５

５

５

４

５

５

５

４

１

４

５

５

４

番

４

４

４

４

４

４

４

４

物遺 接合遺構

UP-126.LP-l33

LF-251

LF-254

LF-l l4

LF-ll6

LF-ll2

LF-108.109

LF-1 10.112.LP-122

LF-106.109LS-lOl

LS-102

LP-118

LH-001

LF-109

LF-lO8.1 12.LP-122

LF-106

LF-108.110.LP-l l2

LF-104

LF-105

LF-121.LP-105

UP-15

UF-1 15.LF-127

LH-002.LP-112

LP-200

１ ６ｌＬＦ

３

０

９

５

四

四

LP-200

LH-104.LP-191

LH-104.LP-185 UP-107.l l5

UP-126

UP-ll5.126

UF-1 15.LF-119

LP-106.LP-118

UH-lOl

LP-l80

LP-177 545UP-115・LF-117・ 141

UP-1 15.LF-l l7.142



構直

弼

弼

例

拓

合

２

１

１

１

１

Ｆ

Ｐ

丹

Ｐ

按

皿

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

法

器

器

万

土

土

録
本
本
本
本
本
本
測
本
本
本
本
本
本
本
本
本
測
本
本
本
本
本

記
拓
拓
拓
拓
拓
拓
実
拓
拓
拓
拓
拓
拓
拓
拓
拓
実
拓
拓
拓
拓
拓

２

４

３

５

５

６

２

８

７

９

９

１

８

５

４

５

７

３

９

６

４

２

号
砺
別
砧
砺
“
“
四
ｍ
砺
砧
碑
伽
砥
佃
帥
詞
２
帆
謁
謁
釘
似

沓

４

㈹

５

５

３

５

５

５

５

５

５

５

５

５

０

１

４

０

０

１

４

４

４

１

石
但
沼
力
魂
卯
叩
Ｗ
お
弧
拓
幻
⑲
⑲
別
剥
的
帆
皿
肌
例
例
扣

礪
円
周
田
圃
円
睡
庖
睡
睡
睡
唖
睡
睡
睡
曄
回
訓
別
別
別
別
配

逗

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

〕

546



Ⅷ章各種一覧資料
表Vlll -4 遺構・包含層出土掲載土器一覧（ ｜群土器）

瀧
雨
顧
顧
顧
雨
雨

》
》
一
綜
一
諦
錐
》

番号 小クリ､ｿﾄﾞ
ﾃﾝ

ﾃﾝ

鄙
垂
緬
逗
置
葎

点数クゞリッド

lOO2LH-6

1003LH-6

1004LH-6

lOO5LH-6

1006LP-212

1034

ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
１

子~ﾉ

ノゾ

I群b-2類土器 24

~1(）
３

６

０

０

０
０
~~
Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

20
~

LP-014 ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２

つ全

１

層

層

層

層

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅵ

４

４

７

７

２

２
~~
Ｂ
Ｃ

ａ
ｌ
ａ

~

ｂ
ｌ
ｂC-276

旧

４

３

４

７

７

２

２
~~
Ｄ

Ｄ

Ｃ
ｌ
ａ
〒
ｂ

Ｃ
ｌ
ａ

10

6

~1
E-274 Ｃ

Ｅ
ｄ

~~

１
－
１

５
４
ｍ

刀
幻
２

Ｂ

Ｆ

Ｈ

趾
~

ａ
ｌ
ｂ

ｄ

Ｔ
Ｉ
几
１
１
且
（
４
）
“
刎
寺

８

３
－刀
明

隆

不

斗
叫
一
「
ｗ
｜
詞

土

士

覆

覆
I群b-2類土器 6UP-126

LP-133

LP-l38

B-292

C-289

21
う
一
句
。
’
１
１
｜
勺
、

癖

一

幅Ｖ

やrノ
’ず

｜
Ⅲ
Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ⅲ
ｌ
Ｖ

。

層
層
層
層
層
層

a

’ 10ａ

ｌ

ｂ

Ｃ

ｄ
－
ｄ

48

１

１

２
’
１V層C-296 利

Ｄ
－
ａａ

~

Ⅲ層

~~Ⅲ層
D-289

E-286
ｌ
ａ 1
ユ
ユ
４
ｕ

帥
－
４Ⅵ層I群b-2類土器 ZO-297

A-291

1028

V層
句
Ｊ

７
Ｊ

。
二4

百’

’
’
２
’
１

I群b-2類土器 皿哩21 LP-lOl
覆土1層LP-lll

WO-295

WO-296

7

Ⅲ層 ２b

幅
一
猩
幅

１
C

不明 １

２

WO-297
６

６

９
９

２

２
~~
Ｏ
０

Ｘ

Ｘ

ａ
「
。 V層 1

V層V層 ２７

６

９

９

２

２

Ｏ

０

Ｘ

Ｙ

ｂ

祁
一
．

~~ ~

撹乱 1

V層 ｌ
｜
咽計

１
〒
一

‐
十
一
一
‐
十
一

覆

覆

覆

ｌ
’I群b-2類土器 lO301LH-1

1LH-2
LH-3

’
’
３

覆土

~ ~ ~覆土
汐
－
５

３

６

６

~
~
~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

~

謹

一

澤

一

詮

4
~

’
一LH-107
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１

LP-14

B-274 層
層
層

Ｖ

Ｖ

Ｖ

ａ

ａC-274

ａ
Ｔ
Ｄ V層

~

’

’

’

７
二
２

C-276

V層b

a

ａ

347
十

置
層
層

Ｖ

Ｖ

Ｖ

ユ
斗

一
~
一
~

V層D-273

Ｃ
ｌ
Ｃ 1



点数番号 |ク．リ､ソト

｢面冒五両
分類

７
’
４－－「
８
’
６
’
１

~

E-274

ｌ
ｌ
２
ｌ
１

５

４

７

７

２

２
~~
Ｅ

Ｆ

H-270

K-273

不明
~

計 99

~1撹乱
V層

I群b-2類土器 lO321A-290
1A-291

ａ

ａ

ａ

。

．

24

’撹乱 一
V層

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

~

計
刀
一

1

4
I群b-2類土器~~ 1033 ７０

８

３

８

－

２

Ｏ

ｌ

Ｚ

Ｂ

C

層
層

Ｖ

Ⅵ

b

層

層

Ⅲ

Ⅵ

1Ｃ

ｄ 1C-288
~

＝工両’ 8

l

231LP-118
|LF-134

１層
一
層

土
土
層

覆
覆
Ｖ

I群b-3類土器
~

３

３

７

３

１

ZO-299 ｃ

ｃ

Ｃ

層
明
Ⅵ
不 1

未注記 ５
－
㈹
’
６I群b-3類土器

=L’

百1

屋

眉

士
土
土

覆
覆
覆

241LP-l57
|LP-157

~

1 1

叫
１
’
１
－
２

LP-157

WO-295

WO-297

ｗ
ｌ
Ｃ V層
利

，

Ｃ

ａ

V層

V層
層

層

層

Ｖ

Ｖ

Ⅵ

V層 ０

５

２

１

１

１WO-298

十

利

ｄ

可

、

Ｃ

Ｃ

？

、

Ｃ

ａ

ａ

勺

ｑ

二

’

一

口

WO-300

V層

Ⅵ層

撹乱
~~

1

司V層 1XO-295

XO-301 層

層

層

Ｖ
ｖ
ｖ

１
３３

４

９
９

２

２
~~
Ｏ
０

Ｙ

Ｙ l

~61
I群b-3類土器 覆土

覆土l層

25UP-103

LP-140

A-293

A-305

B-292

4

~1~~

V層 ｌ
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

Ｃ

ｂ

ａ

ｂ

Ｃ

Ｃ

ｄ

ａ

ａ

ｄ

ｂ

ｄ

帳
一
幅
一
罷
一
銅

C-298

VO-292 1
~

層
一
層
層
層
層
層
層

Ⅵ

ｌ

Ｖ

Ｖ

－

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

Ｖ

ｌ
’

３

４

９

９

２

２
~~
Ｏ

０

Ｖ

Ｖ ３

’

１VO-298

２
~

VO-303

WO-293

WO-294

1

1

3

Ⅵ層 4

1層
層

Ｖ

Ⅲ

WO-295
~

２
WO-296

V層
う
／
』
｜
勺
全
｜
勺
全
’

層
層

Ｖ
ｌ
Ｖ

WO-297 ａ
Ｕ
Ｄ

~

548

~

鴫

幅

幅

１

２

Ｃ
ｌ
ｄ
７

一
~

２



Ⅷ章各種一覧資料

分類 番号 |小ｸﾞﾘｯl
n

ａ

点数ｸﾞリッド 層位

V層

~ ~ ~V層
２

２

WO-298
ｄｄ

層

層

Ⅲ

Ⅲ’
２
’
１

WO-300 ａ
ｌ
Ｃ
ｌ
Ｃ
ｌ
０
ｑ

ａ
ｌ
ａ
－
刊
ｂ
ｌ
ａ
ｌ
刊
ｂ

層
層

Ｖ

Ｖ

６

１

層

層

Ⅳ

Ｖ

WO-301 1

4

Ⅵ層

不明

２

１

V層

~V層
２

１

２

XO-292

XO-296 b

d 層

層

層

Ｖ

Ｖ

Ｖ

１
１

XO-297

XO-300

ｂ

ａ
ｌ
ｄ
ｌ
ｄ
ｌ
ｂ
ｌ
ａ

Ｃ

ａ
ｌ
ｂ

ｂ

Ｃ

V層

V層

２

１１

２

０

０

３

３
~~
Ｏ
０

Ｘ

Ｘ 層
層

Ⅲ

Ｖ

4

1ZO-296

V層 1

幅
禧
艫

５

兜

２

ZO-297

層

層

Ⅲ

Ｖ

１

２

不明 ３

砂
一
四

未注記
三L

旨’

I群b-3類土器 ｌ

ｌ

ｌ

lO201LP-140 ﾌノ

VO-293 b

~~~不明
３

’

’

’

２

VO-294 ａ

Ｃ

〒

Ｄ

Ｃ

７
８
９
９

２

２
~~
Ｏ
０

Ｖ

Ｖ

ｌ
ｌ
４
ｌ
４
１

VO-303

WO-294

C

a

不明 V層WO-297

Ｃ

ｄ

ｌ

ｂ

ｄ

ｌ

ｄ

ａ

Ｃ

ａ
ｂ
ｌ
ｂ

ｂ

Ｃ

ｄ
ｌ
ｄ
ｌ
ｄ

２

２XO-292

V層 １

１

XO-296

’
’
２

ZO-296

V層
4ZO-297

罎

艫

畑

５

ｎ
Ｕ
内
坐

３

層
層

Ｖ
一
Ｖ １

１

８
２
９
９

２

２
~~
Ａ

Ｂ

C-298

~~~~~不明
１

１

三LL

同I 84

I群b-3類土器 滝
二
囑

１

１

１

lO21 1LH-106
1LP-122

６

７

９

７

２

２
~~
０
Ｏ

Ｘ

Ｙ

ａ

ｂ
ｌ
ｂ
ｌ
ｂ

２

６

７

９
９

２

２
~~
Ｏ
０

Ｙ

Ｙ

Ｉ
－
ｌ

ｌ

ｌ

YO-298

ZO-279

ａ
ｌ
ａ

Ｃ

帽
一
幅 1

~

V-l層

V-3層

1ｂ

ａ
ｌ
禰
一
ａ

ａ
ｌ
ｂ

A-286

B-286 I

撹乱C-287 １
１
’
１
’
１

549D-276
帽

歴

D-286



点数恥
一
腱
鴫

分類 番号 ヶﾞ 11，ソト
ノ ノノ』

争

卜ｙⅡＪ
や

７、
ｒ
ｌ
Ｊ

ノ

２

１

b

~．
V層

Ⅲ層

V層

不明
b

ｌ

１
１

４

５

８

８

２

２
~~

Ｅ

Ｅ ’

０

ａ V層

V層

1F-284

G-283 1。

計 24

覆十5層I群b-3類土器 ２1O22 LFC-101

A-285 １

２

．

V-5層

V層
２
’C-287C-287 a

V層

v層
V層

4b

b
ｌ

０
７

９

８

２

２
~~
Ｃ

Ｄ ６

８
１

1

二｣－

面I

I群b-3類土器 l

~22
10241LP-157

覆土

覆土l層
覆土

5

6

1

、
ノ
ー
丁
１
， V層

V層

VO-298

WO-297 1C

V層 2WO-298 a

不明 1

計 19

I群b-3類土器
４
守
旬
ム

lO26LP-157
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Ⅷ章各種一覧資料
表VIII -4遺構・包含層出土掲載土器一覧( | |群土器）
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Ⅷ章各種一覧資料
表V| || -4遺構・包含層出土掲載土器一覧( IV群a･b･c類土器）

分類
~而靜可頚王需

点数層位番号 ク．リッド

40592A-308

40594LH-6

小グリツ｜
b 1

Ⅳ群a類土器 1

V層 1WO-282 じ

Ｃ
句
４
｜
州
外計

幅
罪
言
禧
禧

ｌ
ｌ
３
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ⅳ群a類土器

Ⅳ群a類土器
Ⅳ群a類土器
Ⅳ群a類土器
Ⅳ群a類土器

40598

40599

40600

40601

40602

VO-296

LP-ll7

LP-l50

LP-191

LP-191

~
~

(』

丁ノ
~ノヴ

Ⅳ群b類土器 Ⅲ層 扮
一
矼
一
５

llYO-295 ａ
Ｕ
ｄ。

~

Ⅲ層

~計不明
85

Ⅳ群b類土器 層

層

層

層

Ｖ

Ｖ

Ｖ

ｖ

341W0-295 ６

３
｜
弧

〈
』
州
ｕ
ｌ
ｍ
ｑWO-296

1
２

媚
－
７

上

ｌ

脂
Ｕ
一
三
口

Ⅳ群b類土器 覆土

覆土
371UP-lO3
UP-104 １

１cＣｌ V層

不明
V層

VO-300

Ｃ 45W-300

WO-298

WO-300

1Ｃ

ａ V層 ４
’
’
’
２

巧

舛

~

層

層

層

Ｖ
Ⅲ
Ⅳ

１
Ｄ
ｌ
Ｃ

C

層

層

層

層

Ｖ

Ⅵ
。
Ｖ
Ⅲ

Ｃ

Ｕ
ｄ 1

WO-301 Iａ

ｂ １

４

－

３

Ⅳ層ｂ
ｌ
ｂ 帽

一
幅
握
罎
瀝
帽
嘔
罎

７

０

９
０

２

３
~~
Ｏ

０

Ｘ

Ｘ

１
－
１
Ⅱ
ｌ

７
ｌ
２

ｌ

C

~a
ｄ

ａ

ａ

ｂ

ｂＢｂ

XO-301

Ｃ V層

V層

１
１IYO-301

不明
未注記

Ｃ

3

５

妬
~

計

Ⅳ群b類土器 明

層

層

不

Ｖ

Ｖ

38 VO-304 l

9

ａ

ｂ

WO-304

~未注記
1b

３
４１計

一
ｄ
ｌ
ｂ
ｌ
ａ

Ⅳ群b類土器
Ⅳ群b類土器

V-5層39A-301

40XO-297

YO-297

皿
－
２層

層

Ｖ

Ⅳ １

１Ⅵ層．

不明 ｌ
｜
く１一

三
口

Ⅳ群b類土器
匡
眉
一

１
１
４
－

詮

醤

54］ LP-ll9

LP-ll9 74
ー箔

ﾌノ

幅
禧
蠣
幅

’
’
８

A-296

XO-300

Ｃ

ａ

３ａ

Ｃ４
百

９
－
言
ロ

罪
一
種 ４

４
９ヨ

可
一
、
ｄ
ｌ
Ｃ

Ⅳ群b類土器 V-5層

V写層
A-301

XO-306

1042

夕夕31

V-5層
－－－

1ZO-302

~~~~不明
b

1



い い 。

宮 韓 ご 濫 什 罪

三 塾 ざ 濫 什 罪

三 韓 一 ） 濫 什 報

弓 韓 ご 濫 片 雑

乏 輔 ワ 濫 什 説

朧

Ⅱ
｜ 母 も 一 一 〉 一 命

や い － こ つ Ｉ い つ 四

や Ｊや Ｊ ｌ ｘ Ｃ ‐ い ＠ い

一 ｍ
↑ ＠

い ー
ー

Ｎ つ ‐ い ＠ 切

国 。 ‐ い ＠ 。

Ｎ ○ ぬ 。 ＠

Ｋ Ｃ 由 Ｃ Ｇ

ロ ‐ い 函 吻

＞
＞

I
J
R
･

＼
C
C

－
J
｡

ロ 心 雪

ロ ‐ い Ｃ い

蛋 （ ） い つ 四

汁 醇 別

の 心 ＠ い~
× （ ） ‐ い ＠ い

× ○ ‐ い ＠ 。

Ｎ Ｃ Ｉ 壁 ろ

引
く ｡
呂
隠 四

Ｆ 詞 ’ 一 い 一

窪

~~
0
00

理
÷ 奇
一
r

ご 一
〃

一
画
'四

"
|
Q

Q.
|
"

｡
ウ
ウ

津
四
帥 ↓

型
Q
a

理
四

己
二
煙
・
・
0

Q
｡
陸
pl
ll
l

●
由

理

＜
|＜
|日
|曰

＜
|＜ 制|
噸

く 叩~
曰
＜
|計

引 墨

白 一 咽

く 叩
く 叩

日 咽
湖 L-
L

＜
|
＝
|
＜

く 耐
自 畑

く 、
く 胴
耐
耐

扇
扇

く い 噸

く 耐
く 胴

く 噸
白 叩

黒
胴
i詞

凧
噸

畑
咽

i
m
i圃
畑

I
一

。
檀 ⑦~
胃

い 一
重
ぃ
四

Ｕ 、
１ Ｊ

心 か
い 司

い や
ｇ ９ｉ Ｉ
豊
|-

!､』
四 つ

昌 吻

ー や
一 ］

こ い
。

'
－
，
－
や

ー
t
9

や
ー

⑦
い

ｰ
ー
ー

1
9
0
0
ー

ｰ
ｰ
ー

ー
ｰ

ー
ー
ー

ー
ー
ー



Ⅷ章各種一覧資料
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Ⅷ章各種一覧資料
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番号 ｜ｸﾞﾘｯﾄﾞ
2391LP-l74

分類 トソリノグ、’

剛

ｂ

層位 点数
Ⅳ群b類土器 覆土

層不明
V層

V層

16

1UO-289

YO-277 4

7
〃了

う

h

C

V層。

Ⅳ層

V層

ZO-277 ． 1

。 １

１Ⅲ層ZO-279 C

計
~

34

Ⅳ群b類土器 覆土2401LP-lO9
1W0-295

２

５
１

V層C

計 17

~1W群b類土器 V層

v層

241 ZO-295 ａ
｜
‐
Ｄ
ｌ
Ｃ

4

V層 19

V層

V層

4ｄ
ｌ
Ｃ３

５

９
９

２

２
~~
Ａ

Ａ

’
’
２V層C

V層

撹乱
V層

ｌ

ｌ

２

ｄ
’
７
．
｜
‐
ｂ

卯

狸

稲 ２

７
３ユ

同I

Ⅳ群b類土器 明
層
不
Ⅵ

2451ZO-279 1ａ

ａZO-298 Ｓ
ｌ
ｌ
７
ｌ
９

撹乱
工

ｌ

ａ

三

口

Ⅳ群b類土器 V層247 XO-298 a

不明 ２

計
一
ａ
Ｃ
ｄ
計

1 1

W群b類土器 248 B-301 6

~1
旧
一
Ⅳ

W群b類土器 2491B-301 刀
－
２

１
Ｄ
ｌ
Ｃ

。 1

．

」

１

１

三

口

卸

粒

’
’
６
｜
打

a

~~計
６

１

句

ム

５Ⅳ群b類土器
－

2501A-302 a~~

A-306 ｄ
’
７
．
Ｃ
ｂ「

７
８
０
０

３

３
~~
Ａ

Ａ

’
’
２

未注記 1

63
~

一~U

三-1
口1

IV群b類土器 20251 A-302 a

１

２

b

「
即

明
注
不
未 l

24~~~計
Ⅳ群b類土器 Ⅲ層うくう

全ゴム
１

２

０

０

３
３
~~
Ａ

Ａ

1a

明
明
明

不
不
不

６

１

ａ
ｌ
ｔ
Ｏ１

２

３

０

０

０

３

３

３

~
~
~

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Iａ
〒
、 不明 １

５不明
未注記 I

三↓
同I 些

塑Ⅳ群b類土器 V層253 ZO-284

不明

耒注記

。

１
－
２

計 26

Ⅳ群b類土器 V層2541YO-291

1不明
｜未注記

a

：
562 計 15

V層
V-5層

IV群b類土器 255XO-301

|XO-306

１

１

Ｃ
ｌ
Ｃ



Ⅷ章各種一覧資料

点数層位小グリット

b

C

d

a

b

C

分類 番号 ケﾞ 11ヅト
ノ ノグ』

層

層

Ⅶ

媚

ｌ
ｌ
ｌ

Ⅲ

９

ZO-302

A-301

V-6層

不明

l-
A-302

不明 ］

~25
ｄ

計

A-306

覆土Ⅳ群b類土器 ８
１
８
’
１
１
９

１

２

256 LH-106

VO-281 b

v層ZO-278 勺
。

ワ

Ⅲ層ZO-280 ｂ

ヨ
司
一
ｂ

~

撹乱Ⅳ群c類土器 140011W0-297

V層 ２
’
’
’
１

ハレ

、
ｕ
膿
叩
）

WO-298

V層
層

層

層

Ⅲ
Ｖ
Ⅲ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
８
ｌ
旧

１

Ｃ
Ｔ
Ｄ

ａ

WO-299

XO-299

計

覆土Ⅳ群b類土器 ０

７

８

９

７

羽
刀
幻
刀
７

一

一

・

一

２

唖
ｗ
ｗ
ｍ
八

4541

|f
3C

’

３
’
１

Ｃ
ｙ
ｑ V層

二

二

V層 １
３

１A-278 ａ
刊
。 V層

未注記 ７
８４計

覆土
句勺
ムムⅣ群b類土器 45421LP-l67

YO-278 層

禧

十

Ｖ

Ｖ

二
二
口

3ａ
弓
． 1

26

覆土5層

覆土5層
Ⅳ群b類土器

１
１
｜
川
守
勺
ム

45431LF-119

LF-127

UF-ll5

XO-299
届
眉
屋
Ｅ

Ⅲ

Ｖ

１

７

a

不明 ２

７
１三 L

同｜

霜干Ⅳ群b類土器
TV"5蘋王悪

’ 104544LP-l82

4545LP-172

YO-279

ｗ
｜
”
ｂ

土
層
覆
Ｖ

８
３

届

信

窪

Ｖ
一
計

4C

旧
－
６
’
１
’
３

Ⅳ群b類土器 LP-175

WO-288

”

．

4546

V層WO-294

不明

a

２
｜
、
’

二1

百T

覆土Ⅳ群b類土器 羽
－
４

TP-107

~~不明
4547

三L

同’ 聖
３Ⅳ群b類土器 露

蓬
嶽

4548 LH-104

LP-191

６”

” １
画
１V層

V層

V層

VO-283

WO-282

WO-283

く

し

〈

し

Ｊ
ｕ

1

２

２V層

V層

WO-285

XO-282

ｄ

ｄ 1

V層

V層

4YO-280 Ｃ
Ｕ
ｄ 叫

一
調

＝1

局T

Ⅳ群b類土器 14549 7

V0-303 １
－
２

2

二
蠣
囑

363WO-30？

WO-303

WO-304

1ａ
ｌ
ａ

５
’



~分類 番号 陸
雁
錘

ケﾞ 11ツトﾞ
' ‘〃』 小ｸﾞリット

10

Ⅳ群b類土器 45811V0-303
|V0-304VO-304

’

３

Ｃ
ｌ
０
ｂ 層

層
一
層

Ｖ

Ｖ

Ｖ

WO-296

WO-301 斗： 幅
一
蠣WO-303 ｄ

ｄ

’

１層
一
層

Ｖ
一
ＶWO-304

WO-305

WO-306

XO-303

XO-305

2

1

ａ
Ｃ
口
ｂ
９
ｄ

V-5層

~~~~V-6層 １

１層
層
Ⅲ
Ｖ 1ｂ

ｂ 層
層
５
６~~
Ｖ
Ｖ

’
’
１Ｃ

Ｃ

ｄ

ａ

ｄ

ａ

ａ

Ｃ

ａ

ｄ

ｂ

６

８

３

４

６

０

０

０

０

０

２

６

７

３

９

沁

鵡

鵡

皿

皿

卸

卸

郵

皿

函

繩

３

４

０

０

３

３
~~
Ｏ
０

Ｙ

Ｙ

b

V-7層 2

V-8層 1

Ⅲ層

~V-5層
１

１

’
’
１

1

１
’
１

２

1

計
謹

30

Ⅳ群b類土器 ９
句
ム
ー
１

4585ILF-131
不明

計
諦Ⅳ群b類土器 3445871LP-122

~

V層 １
ZO-297

~~~~ ~不明
a

５
’
㈹

三上
同I

Ⅳ群b類土器 覆土l層 104588 ２

７

２
９
１
２
~~
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｚ V層 19b

未洋言己 ７
６３計

覆土
Ⅳ群b類土器 14601UP-121

UP-121

WO-297

1

．
~

1

1WO-298

WO-300

Ｃ

Ｃ 4

1XO-297 C

3８
０
９
０

２

３
~~
Ｏ
０

Ｘ

Ｘ

ａ
、
、 2

1C

1|XO-301

|YO-298

勺
Ｄ
ｌ
Ｃ

４
．

ベ
ジ~V層C

撹乱 ２

1f V層 1

１

１

YO-299

ZO-不明

層
層

Ｖ
－
Ｖ~

4

1

ZO-298 a

句
ム
「
３

ｂ

ｄ V層
~

層

幅

暇

1A-301 ａ

Ｃ 1

1㈹
㈹
妬

３
３
２

~
~
~

Ｂ
Ｃ
Ｄ

ｂ
ｌ
ｂ

ａ

1
~

1

計
一
幅

47
１

Ⅳ群b類土器 b46021W0-281

|W ｌ

層
層

Ｖ
一
Ｖ

1

2856斗
V層
V層d 1



Ⅷ章各種一覧資料

点数層位小クリ､ｿﾄﾞクリ､ｿﾄﾞ

XO-282

番号“
１

a

’
’
２

’ ~

不明 ~

幻

幅
詞
帽

1Ⅳ群b類土器 46031W0-296

1
XO-291

ｂ

禰

Ｃ

ｌ

Ｃ

１

２

V層 ３

旧

３

３

９
９

２

２
~~
０
Ｏ

Ｘ

Ｙ V層a
~~

1

21
不明

I
46041XO-286

計
２
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ

Ⅳ群b類土器~~~ 。

ｄ

ｌ

Ｃ

６

４

９
８

２

２
~~
０
Ｏ

Ｘ

Ｙ

~
~~

’
’
２

６

８

２

８

８

８

２

２

２

~
~
~

Ｏ
０
０

Ｙ

Ｙ

Ｚ

ａ

ｌ

ｂ

ｂ

ｂ

Ｃ

~V-3層~
へ
Ｊ
全

２４

４

８
８

２

２
~~
Ｏ

０

Ｚ

Ｚ ~V層 ２

’

’

２

~

．
~

V-3層 ２ZO-287 b
１

１ｄ

ｌ

ａ

ａ

1ZO-306

A-280 ~V層

ヘ
ム
ｎ
Ｕ

ｌ

~

10

1

1

２

３

４

８

８

８

２

２

２~~

Ａ

Ａ

Ａ

ａ

ｌ

Ｃ

ａ

V-3層

V層

V二鱈

２
２
ｌ
６
ｌ
２
ｌ

A-284 C

~C
~

A-286 ’

ｂ

Ｃ V層

V-3層 ６
’
４
１
斤
ム

Ｃ
ｌ
Ｃ
ｌ
ｄ
ｄ

V-3層

B-281
~~

ｌｌｌｌｌ５５

８
８

２

２
~~

Ｂ

Ｂ

ｂ

ｌ

Ｃ

ｄ

V-4層

V-4jg
ｌ

だ

。C-286
三』

同I

’

’

２

V層Ⅳ群b類土器 ５

６

５

９

９

９

２

２

２

~
~
~

Ｂ

Ｂ

Ｃ

５１６４

幅

禧

幅

ｌ

ｌd

~b
６

９

９
９

２

２
~~
Ｃ
Ｃ V層 I

計 6

覆土1層 ワペ
今ジⅣ群b類土器 46171LP-lll

錘

鴫

一

幅

三

幅

１
１
画
Ｉ

LP-118

WO-296

10XO-296

V層 １

１

㈹

．

不明
~

計
１

不明
b

Ⅳ群b類土器 ５
８
９
９

２

２
~~

Ｏ
０
Ｗ
Ｗ

4621

Ⅲ層
１
’

V層 1XO-295 a

1Ｃ
Ｕ
ｑ

Ｂ
’V層

V層 １

１

XO-296 ａ
〒
ｂ 層

層

層

Ⅲ

Ｖ

Ｖ

~

１

１

５９

９

２

９

ｑ
２

Ｙ

Ａ

d

d

F= ~

＝’

百T 21

夕65V層 1

9

Ⅳ群c類土器 ２

３

９
９

２

２
~~
Ｏ
０

Ｘ

Ｘ

4624

二二； ’ V層



分類 番号 層位 点数グリッド

XO-294

榊

一

ａ

ｂ

ｂ

11,ソト
ノ／I

撹乱

v層
撹乱

撹乱

３
~

２

５

１

５

繩
一
繩

計 27

Ⅳ群b類土器 4631 WO-296 ｄ

ｄ

１

１

６

幅
幅
幅
一
計

７

７

９
９

２

２
~~
Ｏ

０

Ｗ
Ｗ ａ

ｌ
８
ｂ 6

14

W群b類土器 帽
三
計

4633 ２

２

YO-284

~不明
［

4

Ⅳ群b類土器 V層4636 B-290

不明

4b
~

４

８計
~Ⅳ層Ⅳ群b類土器 4655 １

１

勺

WO-302 a

罷

唾

一

計

A-301 Ｃ
‐
０

7

Ⅳ群b類土器 覆土4659IUP-109

|LH-l
XO-297

９

１

－

１C

利

。

ａ

Ｃ

I

XO-298 2

－「 ６

１

’

９

．

不明XO-299

YO-299 ｌ

ｌ

ｌ

１

a

Ｃ
Ｊ
ｕ
ｌ
ａ

V層ZO-299

ZO-310 ２
＝1

局T 35

Ⅳ群b類土器
Ⅳ群b類土器

V-5E 246831A-301
ZO-302

ｂ
ｂ V-5層 ９

計 l ]

IV群b類土器 46881W0-298 ｌ

ｌ

２

２

仁

帽
幅
幅
禧
壁
罎

７
３
９
９

２

２
~~
０

Ｏ

Ｘ

Ｙ

C

b

YO-295 Ｃ
、
ｄ
ｌ
ａ
｜
‐
ｄ
ａ

１

１YO-296

ZO-295 1

V層 ２

２

Ｂ

ZO-296

不明

計

Ⅳ群b類土器 V-5E 14689IA-301
|B-300

Ｃ
Ｕ
ｑ 6

句
ム
ハ
フ

B-301 b

計
6Ⅳ群b類土器 帽

嘔
帽

47031V0-295
W0-295

b

１

３

a

a

コ

ワ

今

a

b

V層 ４

４

ｄ

ｌ

ｄ

ｂ

繩

WO-296

WO-296

、

］

１

１

。

５

５

９

９

２

２
~~
０
Ｏ

Ｘ

Ｙ

C

V層 9a

１

３

．

不明
二I

訂 42

W群b類土器 V層

V層

4784 ２

１

YO-284 ０

，

Ｃ366
~~

V層

Vg3層

IZO-284

A-286

可
ｑ
｜
‐
， 1



Ⅷ章各種一覧資料

点数層位番号 小クリ､ｿﾄﾞｸﾞリッド分類
不明 １

６計
一
幅Ⅳ群b類土器 ２

４

WO-2954838 a

V層。

不明不明 ３
’
９計

Ⅳ群b類土器 V層 ２

３

３

１

403001XO-301
XO-302XO-302

ａ

ｄ

不明
計 18

V層Ⅳ群b類土器 4()3051V0-288 ｄ
ｌ
ｄ
ｌ
ｄ

３
１
１
『
Ｊ
制
１

~

VO-292

WO-288

不明

計 Ｅ
’
２Ⅳ群b類土器 V層40313WO-295

40356LP-146

LS-lOl

LP-146

。

(写真）
覆土l層
覆土

Ⅳ群b類土器 ８

３

１

子 ~ノ

ノゾ

VO-298

WO-295

WO-296

ｄ

Ｃ
ｄ
ｌ
ａ
ｌ
ｂ

~~V層 ２

V層 ４
’
４層

層

Ｖ

Ｖ

WO-297
２
’
３帽

壁

罎

幅

ｄ

ｄ ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

WO-298

５

５

９
９

２

２
~~
０
Ｏ

Ｘ

Ｙ

Ｄ

ｑ

Ｃ

ZO-296 ａ

Ｃ

Ｃ

1B-287

１

１

６

１

９
９

２

２
~~
Ｂ

Ｄ a

未注記 ３

７
３

計

Ⅳ群b類土器
唖

峠

計

１

６

403611A-301 C

．

７
’
１Ⅳ群b類土器 40362？

？-296

W0-296

１

９

Ⅲ

b

~b V層

計

Ⅳ群b類土器 土

層

覆

Ｖ

40363 LH-102 ３

１

アノ

VO-290 a

1３
４
９
９

２

２
~~
Ｏ
０

Ｖ

Ｖ

。

．

ａ V層 38

V層

計

２

幻

b

Ⅳ群b類土器 葎

一

露

７
’403641LH-102
３

２
２ｰ、

ﾌノ

不明 ７
｜
犯計

一
幅

帽
Ⅳ群b類土器 440369A-280

A-281

C

6ｂ

ｂ

ａ

層
層
層

Ｖ
Ｖ
Ｖ
ｌ
Ｖ

’

四

２

A-284

B-280

B-281 a

層 ３
。

幅

計

１

６
３

C-282 b

Ⅳ群b類土器 幅
幅

１

６

40373 A-280 し

州

ｕB-280

不明 １
－
８計

V層

V-3E

V層

Ⅳ群b類土器
雨耗蘋王需

２
’
２

403811XO-281
403851XO-286

脂
Ｕ
－
Ｃ

ａⅣ群b類土器 ’

１

皿

陥

403981XO-281

567b

~b V層

不明



露 |層位 点数分類 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 小ｸﾞﾘｯﾄﾞ

計 39

V層

V層
Ⅳ群b類土器

’
1

4

40402 ZO-284 ｂ

ｌ

ｄ

ｂ

I

V層

粘土層
7

１

１

８
８

２

２
~~
Ａ

Ｂ

P ’二!同l
－

V層’Ⅳ群b類土器 16

1
ld40409 WO-287

↓

WO-288 。

卜~
ニ
ロ 17

｜
｜
」
Ｌ

幅
一
罎
一
計

62Ⅳ群b類土器~~~~~ 404111YO-277

２｜

２不明
66

２
｜
皿

Ⅳ群b類

３

１

9

３
’
１

1

ｌ
｜
訓

不明
計
V層

４
斗
勺
些

Ⅳ群b類土器 404151XO-282 a
~~

幅

罎 1

1

17

’
V層

V-3層
ｌ

V層 ５

’

３

１

~~V-3層B-283

不明
d

計 35

帽
渥
計

1Ⅱ群b類土器 ｜
’

404171B-280

|B-281

、

．

ａ 10
~

Ⅲ
’
１Ⅳ群b類土器 404201W0-284 C

4

1
つ句

。／

3

1

18

65
一
言
口

V層

V層

幅
醒
猩
壁
歴
罎
一
幅

幅

一

幅

V層 1 lⅣ群b類土器 40440IYO-276

40441C-280

b

~C
’

１

１

Ⅳ群b類土器 | ~ 40441~
V層

不明 層不明
うう
んム｜ XO-281

２不明

計 26

~1V層568 Ⅳ群b類土器 404831 WO-304 a
’~

１

１

bA-301

’~d V層



Ⅷ章各種一覧資料

麺 厚籠
小グリッド

b

クリ､ソト

~C-299
番号

7

口 F ｌ

~

2。
~

味注記 1

14計
罷

帽

幅

2Ⅳ群b類土器 b40484A-286

|B-279 １
１

Ｃ

ＣVO-288

彊
帽

1ｄ

Ｃ

ｌ

ｄ

１
１

WO-292

YO-279 V層 一一
計 7

層
層
層

Ｖ

Ｖ

Ⅳ

1Ⅳ群b類土器 404851V0-299 Ｃ
ｌ
ＣＣ 1粥

”

２

２

恥

恥

繩

ｄ 7
～

３

７
二1

百~「

V層 ２
’
１

Ⅳ群b類土器

Ⅳ群b類土器

40486XO-298

40491WO-304

ZO-297

A-303

ａ
Ｕ
Ｄ 層

層

Ｖ

Ｖ １
１

ｂ

ｄ

層
層
３

５
~~
Ｖ
・
Ｖ

’

’
’
５

B-285

F-296

a

．

計
一
幅Ⅳ群b類土器 l740504 ZO-292 。

不明 ５
｜
型

一ロ

ーーレ

日I

不明Ⅳ群b類土器 １

１

－

１

WO-2754()5()8

V層

Ⅳ層

XO-297

YO-297 ：I
艫

計

1．

4

V層 グ
ーⅣ群b類土器 405091V0-288

|VO-304

３

０

ｃ

ｃ

~

~

~

帽
堕
計

１

２

５

|WO-288
1

405131W0-303 Ⅲ層Ⅳ群b類土器 ｌ

－

４

４

勺。

（

幅
霊
幅

。

．XO-301
ユ

同｜

雷干3層
12

Ⅳ群b類土器 40514LF-173

WO-284

XO-295

排土-86

V層
V層

１

１

a

［

勺

全

４

１

~

計

Ⅳ群b類土器 撹乱

V層

40520 TO-293

VO-294

排土-54

C

1

1

1

4

a

｜不明

405241A-286

計
一
幅Ⅳ群b類土器 1C

(写真）

Ⅳ群b類土器 V-5層 140526C-299

40527UH-lOl

YO-292

ZO-294

ZO-295

ａ
｜
詞
一
利
ｂ
｜
Ｃ

‐
ｂ
ｌ
Ｃ

床面Ⅳ群b類土器 ｌ
ｌ
３
ｌ
ｌ
６
ｌ
３

V層

V層

V層

V層

ｸﾞﾘｯﾄﾞ不明 1

Ⅲ層 1

1

17

A-295 a

V層
二I~

訂．

建
壼
云
云
扉
妄
言

Ⅳ群b類土器

Ⅳ群b類土器
Ⅳ群b類土器
Ⅳ群b類土器
Ⅳ群b類土器
Ⅳ群b類土器
Ⅳ群b類土器

40529LH-lO2

40530LH-lO2

40531LH-102

40532LH-103

40533LH-103

40534LP-199

40535LH-lO4

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
３
－
２
ｌ
ｎ

T〃
~ノヅ

569
Ⅳ
｜
型〒~ノ

ノヅ



分類 番号 層位 点数グリット

~不明
小クリ､ｿト

７
９
○
／
８
句
４

２三半

面I

Ⅳ群b類土器

Ⅳ群b類土器
Ⅳ群b類土器
Ⅳ群b類土器

誕
謹
謹
琶

4()536

40537

40538

６

６

７

０

０

０

１

１

１

~
~
~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

Ｌ ’

405401LP-109
1V0-297

１

１層

層

Ｖ

Ｖ

b

１
１

WO-297

XO-295

b

V層

V層

V層
計

．

XO-297 ９
０
｜
ａ 1

6

B-294

醒
聖

覆士l層 ３
’
３

405411LP-lll
405421LP-ll6

Ⅳ群b類土器 ’
’
２

40543ILP-116 ｢ノ

覆」
二-1－

同’

’
3

~~ ~
Ⅳ群b類土器

Ⅳ群b類土器
覆土 1

一ヒ

プノ40544LP-ll6

40545LP-117

WO-295

覆土l層
V層

’
’
２．

1WO-296

XO-292

ｄ

ｄ V層一
~計

I

5

艫

土

層

覆
覆
Ｖ

Ⅳ群b類土器 ４
’
４

405461LP-ll8

1
1A-301

、
ノ
〕
７
８
， ’

’
２V-5層
3ｌ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

３
３
~~
Ｂ

Ｃ

a
~

Ia

乖
計 15

Ⅳ群b類土器
３

’

１

405471LP-ll8

Ⅳ群b類土器 覆七1層405481LP-140
1不明

、
〃
全
ハ
ペ
ノ計

一
》
癖

140549

40550

40551

LP-l46

LP-150

LP-158

1

Ⅳ群b類土器~~~ 錘
一
》
一
計

14

~1
15
３
ｌ
ｌ
ｌ
３
ｌ
３

建
蓬
蓬
葎
葎
葎
毒

Ⅳ群b類土器

Ⅳ群b類土器

Ⅳ群b類土器
Ⅳ群b類土器
Ⅳ群b類土器

Ⅳ群b類土器

Ⅳ群b類土器
Ⅳ群b類土器

40552LP-174

40553LP-174

40554LP-l65

40555LP-l78

40556LP-178

40557LP-l87

40558LP-l91

40559LP-l91

２

１
’
１’ ”

｜
《
刃

覆土

~覆土
３

２

－

５計
蚕
遥

〆
〔
Ｕ
｜
『
Ｊ
″

Ⅳ群b類土器 40560 LP-191

プノ

不明 4

計 17

詮
葎

Ⅳ群b類土器
Ⅳ群b類土器

140561

40562

40563

３

４

８

９

９

９

１

１

１

~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

一
竺
一
刀 29

~1O覆土

覆土l層
Ⅳ群b類土器

L
２

覆土 ｌ
’

可~〃

~ノゾ

三上同｜

震王

｜不明

405641LP-198

２
｜
店

4器

器

一

一

陰

一

糯

嬬

罐

塒

鎧

部

州

《

一

類

類

類

類

類

一

啼

崎

崎

啼

岬

謎
二
計

５
’
１
－
６

40565 LP-199

不明

建
葎
羅
葎

4

1

I

河
一
淘
一
”
｜
河

40566LP-200

40567LP-200

40568LP-200

40569LP-208

40570LP-210

LP-210

570 1

10

＋ 覆十 15



Ⅷ章各種一覧資料

点数層位分類 番号 ｸﾞリット 小グリッ’

覆土

V層

四
一
２’

LP-210

WO-286

イ~J

ノゾ

Ｃ

Ｃ

~

V層

V層

1XO-283

6．

１

１

４

５

８

８

２

２

Ｏ

０

Ｘ

Ｘ

ａ
ｌ
ｂ

帽

噸

囑

艫

蠣

３

４

ｂ

ｂ

ｂ

－

ｄ

１
－
１

２XO-287 ｄ

ｄ

ａ

ｂ

ｌ

Ｃ

ｄ

V層

V層
V層

句
４
句
乙

YO-276

YO-284

V層 1

V層

計

l

~77
ZO-284

Ⅳ群b類土器 舜
潭
計

’
’
３

40571 ５

５

２

２

２

２
~~
Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ
、
ノ
ゾ

一
丁

4

Ⅳ群b類土器 曙

一

二

層

詮

幅

幅

脹

蛎

計

３
１
’
５

405721LF-109
1B-296 ｂ

ｌ
ｂ
ｂ
ｌ
ａ

１
１

B-298

D-298D-298

州州 ' 1

Ⅳ群b類土器 層蓉

帽

幅

幅
一
銅

１

１

40573LF-115

VO-295

WO-295

XO-297

C

1

2

。
’

b

１

１

b

~．XO-311

YO-296

ZO-297

V層 1

1

9

ｄ

ｄ 囑
計
蓬Ⅳ群b類土器

Ⅳ群b類土器
Ⅳ群b類土器

１

－

２

３

40574LS-101

40575LC-109

40576TP-105

40577TP-106
層罰

幅

‐
十
一

覆

Ⅳ群b類土器
へ

4

１

１

XO-297 ａ

ｄ V層
＝I~

司一

XO-299

4

Ⅳ群b類土器 覆土l層 ２

１

’

１

２

９

９

３

７

６

１

２

２

~
~
~

頤
Ⅶ
和

40579

幅
亟
罎
垂
幅

芯

ｂ

ｌ

ａ

ａ ３

２

XO-297

XO-299

Ｃ

ｄ ２

V層 １

１

XO-300 b
層

層

Ｖ

Ⅵ

YO-297 C

１

１

Ｃ
句
ｑ
－
４
ｕ

幅
幅

YO-299

１
－
１幅

蠣

幅

幅

幅

禧

帽

YO-300

ZO-297

a

ｌ
－
ｌ
－
ｌ
－
ｌ

a

画
ｄ

ａZO-299

ZO-300 ａ
竜
ｄ
ｌ
ａ

ｌ

ｌ

２

ｌ

２

５

９
９

２

２
~~
Ａ

Ａ V層C

V層７

７

９
９

２

２
~~
Ａ

Ｂ

Ｃ
ｌ
Ｃ V層 ２

８

１

２

計一

幅
Ⅳ群b類土器 405811ZO-282

|ZO-284

ａ
ａ
ｌ
ａ
〒
ｂ
ｄ
ｂ
｜
‐
ｂ

’
’
５

571V層 ３
’
１

用

V-4層



層位 ｜点数
~

ｸﾘ、

５
｜
里
５
亟
一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
型
６
ｌ
８
ｌ
２
ｌ
８
ｌ
ｌ
｜
“
ｌ
２
ｌ
Ｉ
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
ｌ
万
万

V層

ZO-294

V層A-284

V Eヨ

V層

一
言
口

Ⅳ群b類土器

５
２
ｌ
１
ｌ
２
－
ｌ

７
４

７

７

２

２
~~
Ａ

Ｂ

B-275

405841W0-304 b V層 1

丁
405871A-300 1。

（写真）
40589YO-292

40590TO-292

40591VO-282

WO-283

涜乱「Ⅳ群b類土器 1ｄ
ｌ
Ｃ
ｌ
ｂ
－
ａ

…旨翻 Ⅵ層 1

1Ⅳ群b類土器
帽

幅

1

⑩
｜
哩

Ｃ

計
一
幅
一
囑
一
帽

４

０

１

９

０

０

２

３

３

~~~

０

０

０

Ｗ

Ｗ

Ｗ

５

６

９

９

５

５

０

０

４

４

1Ⅳ群b類土器 Ｍ
－
ｌ
匹
旧

1Ⅳ群b類土器
司
二
４二計

一
幅
毒

1405971WO-304
406061LP-lO7

■
Ｑ

1Ⅳ群b類土器

V層Ⅳ群c類土器
昼
Ｊ
句
ム

、
ム76A-298 ａ

勺
，

a

V層

V層 2

~1
６

７

８

９
９
９

２

２

２

~
~
~

Ｏ

０

０

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｃ
ｌ
Ｃ
ｌ
ａ

V層

V層 I

V層 4’
ｂ
－
ａ V層 ’

’
１

YO-296

V層C

計
つ弓

コノ

Ⅳ群c類土器 77
~ノ~ノ

．
］

層

層

５

Ｖ
Ｖ

２

睡雪
｜~~~

土器 78

|週j
l~~~~

C

572 四
一
弧

a
二1
＝〒

ロI

79ILF-124



ｍぽい

鰯｢~
一

－
~|~'一
|~|‐

ー
○
○

m

I
Ｇや

『

一
|弓
|臼
|ぐ
剣
|圏

C
Q

旨
|急
”

f､'liQ
、
G
J
l
C
J
－
l
＝
＝

l
の

函一
－
｜
、

G
J
r
＝

ﾐ
C
ぐ
、
1
ぞ
、
1

ｊｌ
ＧＧ

ｍＣ－

『
ず
)
|－
＝
ー
|”
'四
吻

庁
句

、刈
Ｆｒ
両

－
1
一
'
一

ー
一

＝
ー

一
一

一，一

ー
ー
ー
－
1
ー

一
ﾛ
ー
ロ
ー
ー
~
~

葵畑細ｌ蝉中冊三

無旺

剛可三 ~

皿lr）

智
誼狸

｜
皿

曾
瞥|ユ
山中シ

凹叩声

曲叩シ

凹叩シ

迦叩ン

凹叩ン
藍時

罫時
山彦

迦
囮
！
＞
'
匡

皿ン
垣迦

皿戸
皿
皿
1皿

＞
シ
|＞
迦戸

喋
|哩
山彦
即
伽
－
－

白
＞
皿
皿
＞
日
凹彦
叫声
叫声
幽戸
瞥
響
剛ン

幽戸
皿戸
智
凹
睡
＞
白

皿ン
皿
i幽
＞
|＞

脚シ
迦彦

幽彦
皿
凶
凹

日
国
＞

山彦
幽戸
皿シ

~斗 貢一年へ
〆

云
可

~
I

而
賑
市

i茄
市

p
itH

而
つ
ロ
p
ロ

二
空

国
‐
二
戸
ロ

色
で
国
つ

ロ
二
全

F
ロ

_
色
ロ

ロ
面
｡

砲
面

画
面

~
己
谷

画
因
｜
団
･

。
。

。
へ

両
面
詞

詞
呵

面
○
国
。
里

｡
｡

詞
。

。
｡

国。両ＩＣ二言

一○Ｎ‐つ乏芦

＠つ中ＣＮ

ｍｏ叩つ国

n-コ
111
1口

竣 鵲

口Ｊ司

川
江

（）○叩Ｃ乏〆

（）Ｃ甲つ乏〆

国つ、‐Ｃ乏一

Ｃ（）、１（）乏一

、（）、’○乏一

ｍＣ叩つ乏言

云高C夢

｛ＣｍＩ（）乏〆

国かＮ‐Ｃ×腸

。（高‐つン

罫Ｋ

ＮａＮＩ（）×

。。Ｎ‐Ｃ涕

四つ甲（）ン寸函

Ｃ○Ｎ‐Ｃ×

ト○Ｎ‐Ｃ×

函か固‐ｏ×

”α甲（）涕
引韮

＠。固‐Ｃ×

Ｃ（高‐Ｃ当房

侃坦柴

胎坦鵲

冊坦鵲

ｍ（二‐生昌

。。Ｎｉ（）Ｎ

弱③Ｎ１ｏＮ

一（高‐（）×

示国‐Ｃ×

己叩Ｃ矛

○○Ｎ‐く

函・甲くる函

副ｑ甲Ｕ

ｍｑ早く

副ｑ甲Ｕ

ＣｑＮＡ）

いひ国‐Ｑ

ＣｑＮ１四

一、、、

一《空一一や冬

ーCや
r）

＜

留惜
Ｃ函

刷函
両面

巾紺I
誰Ｈ無。賎に

誰判無。牲屋

誰州温蒲牲室

誰Ｈ無。牲邑

誰Ｈ軽Ｑ牲匡

詑判壕。粘産

詑判壕。牲三
畷，屯



助 司 祭

牢 溢 ~
’

’
’

’
’
乏 戦 ｏ 蕊 什 誰~

’
’

’
三 戦 。 濫 什 罪

三 群 ｏ 濫 什 罪

乏 韓 の 濫 什 罪

三 韓 ○ 溢 什 罪

三 韓 ○ 誌 Ｈ 誰

弓 零 ｏ 蕊 Ｈ 誰

弓 韓 ｏ 濫 什 罪

」

~け
~

珠 叩

１ １ １ 隅 展 一 ン 山 三

’
画 （ ） Ｃ

回 ｏ 『 〔 〉 い ｃ ｃ

卜
』
ー C

画 一 轡

ピ ニ × つ ぬ ｃ ｃ

い 一 全 匠 蜀 ‐ 匡 吻

一 Ｆ 詞 ‐ こ い

雪 一 × つ い ＠ ｍ

~
~

》 も 一 一 堂 ｝

Ｎ つ い Ｃ Ｃ

導 什

Ｎ Ｃ Ｉ い ｃ ｃ

く つ １ 画 Ｃ 恥

× Ｃ ｌ 画 ｃ ｃ

汁 蒔 別

引 超

く ◎ ぬ ｃ ｃ

Ｎ Ｃ ‐ い ＠ 軌

ロ エ ‐ ろ 一~
己 工 ‐ ろ 一

汁 醇 剖

Ｆ エ ー ○ つ 一

× つ ぬ Ｃ Ｊ

ｘ Ｃ 由 ｐ 函× （ ） ぬ ｐ 函

× つ ぬ ＠ Ｊ

Ｆ エ ‐ ○ つ 一

Ｎ Ｃ ‐ い ＠ ○~
Ｎ ｏ ‐ 画 Ｃ Ｊ

Ｎ （ ） ‐ 檀 口 甘

糸 繭 剖

× Ｃ ‐ 檀 ｃ ｃ

× ｏ い つ つ× ｏ い つ つ

Ｎ Ｃ 山 ｃ ｃ

洲 閉 別

Ｎ （ ） ‐ 檀 Ｃ ヨ

× Ｃ ‐ い Ｃ Ｊ

ｘ Ｃ Ｉ 画 Ｃ か

引 温

Ｎ （ ） ぬ ｃ ｃ

Ｎ つ ‐ い Ｃ Ｊ

二 こ つ １ い Ｃ Ｇ

室 こ つ ’ 四 ｃ ｍ

受 つ ぬ ＠ 司

竜 ｏ 心 ＠ ｍ

× ｏ 心 ｃ ｃ

× （ ） ‐ い 。 酌

Ｎ （ ） ‐ 盟 己

引 呈~
ン ‐ 画 ＠ 割

~

型
pl
ll
l

4

-

ﾛⅡ
'1
÷
口

Q
｜
で
〉
色
ロ
ゴ
ウ
ウ
二 〆 奇 み 一 一 ・ 〕 一

Ｑ
錘

窪
｡
窪
四
ウ
ウ

煙
、
-
{
’
、
〃

四
・
四
二
Ｑ
Q
－
の
四

型 ~
b

ウ
引 温
型 ~
b

Q
|
煙
画
⑦
四

四
○
づ

ウ
す

理
旦

ロ
ー
|
の
・
｡
Q
画
｡
O
す

Ⅲ ト
コ ー

す
劃 ~~
、

己

’
’

口
Ⅱ
l

ll
ll

’
’

I

三 噸
鼠鼎

く 畑
咽 向

曰
|＜
|＜
|＜

く 胴
蔦 mm

|爵
|爲
|爵
m
i
m
m

く 噸
導 什

三 ｍ
湖 什 い 噸

師 」
引 温

胴 引 囲

昌 加
＜
＜

胴
胴

湖 L｣
‐

く 胴
く 剛
愚
局

く 凧
く 叩

く 畑
く 胴

＜
制

釧 什 一 胴

く 胴
ざ
さ
'ざ
i
m
l
m
胴
く 叩

＜
'三
<
<
i
=

i
m
i
m
i
m

ml
im
lm

畑
、

i刑
墨

ド
｜

’

|
I

|
’

~
「
「

’
;口
T

蝉

|“
I、
』

-
k北
|ｰ

］ ヨ
ヨ ひ

③ ト
ー
ト
〕

い い
一

一 つ
一

か 画

一 四
』 一

L,
JI
L,
』
宙

己
-
(_,
､

一 い
－
．

←
t､
』
ト
ー

吟
一
’
｡

｡
I、
」

レ
ー
ト
』

－
．
P
'
一
'
一

←
一

ｰ
ー

~
ー
｜
ー
｜
ー

ー
ー
ー
ー

ー
－

ー
ー

ー
ー

ー
ー



Ⅷ章各種一覧資料

点数分類 番号 小ｸﾞﾘｯﾄﾞ '三ｲｰL,日皿．クリ､ｿﾄﾞ

Ⅳ群c類土器 準

帽

幅

幅

幅

幅

1

2

1

1

1

1

215 UP-107

WO-298 C

XO-296 ．

YO-297

ZO-296

．

b
~

Ｃ

州

ｕ 層
一
層
層
層
層
一
層
層

Ｖ
Ｖ
Ｖ
ｌ
Ｖ
ｌ
Ｖ
Ｖ
ｌ
Ⅲ
｜
Ｖ
Ⅳ
一
Ｖ
｜
Ⅵ

1ZO-297

A-296

．

２

１

a

０

，

ａ

ｑ

Ｄ

ｃ

ｃ

A-298 2

B-296 ’

１

層
層
一
層
層

５

’

７

↑

四

。

－に
~’

．

ｄ
ｌ
ｄ
ｌ
ａ

１

２
２

~

乱

層

撹

Ⅳ７

６

９

９

９

９

２

２

２

Ｂ

Ｃ

Ｃ

１

２湖

幅

ａ
〒
ｂ 1

2V層

V-5層

V三5層

Ｃ
Ｕ
Ｄ ２

~

卜

D-297

不明

1b

1

1

W群c類土器

未沖記

計 80

層５土

層

覆

ｖ

2431LF-102
W0-291

３
’
１ｂ

ｄ

ｌ

ａ

’
２

｜

叫

７

V層WO-292

耒涯記
計 29

IV群c類土器 覆土3層2“ LF-130

WO-298

１

２

１

V層C

V層９

０

１

７

９
０
０
９

２
３
３
２

Ｏ
０
０
０

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｘ

a

層
層
層
層
層
層

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

Ｖ

Ｖ

ｌ

Ｖ

1

1

1

10

ａ
ｌ
ａ

ｃ

ｃ

５
’
２

．

８

０

９

０

２

３

Ｏ

０

Ｘ

Ｘ

b

層
層
層

Ｖ

ｙ

Ｖ

1〔

’

１

－

１

a

d
戻
し 層

層

Ｖ
一
Ｖ

YO-297

ｄ

計

ｌ
｜
汐
一
ｌ
ｌ
１
１
ｌ

群c類土IV群c類土器 覆土2461UH-lOl
|UH-lOl 緬

詮

詮

子y
~ノゾ

LH-lO2

LP-ll7

ノ

、

ノ

７
－
７ １

１３

５

６

９

９

９

２

２

２

~
~
~

０

０

０

Ｗ
Ｗ
Ｗ

b

V層 1ａ
ｒ
Ｄ 層

層
層
層

Ⅲ

Ｖ

Ⅳ

Ｖ

2
ｉ

ｂ

Ｃ

ｌ

ａ

１

１

１WO-297

V層 1［

V層WO-299

XO-293

ｂ

ｄ

１

１V層

V層 1Ｃ

ｄ V層 I

帽

罎

蠣

函

４

６

９
９
２
２
~~
Ｏ
０

Ｘ

Ｘ

１

１

a

a

ｂ
７
・
ｌ
ａ
ｌ
ｂ
ｌ
ｂ

1

XO-298 1

575V層 1

V層XO-300 １
画
ＩYO-278



ー

~|色
窟
|､。

~’
一
'
一

－
－
ー

で
､』
〔
、
J
－
卜
､

で
､』
届、
、

で
､J

○
○

一
一
一
一
l
ー

ー
ー

一
ー
’

Ⅱ
’

皿
皿
|皿

皆
響
|皆

.
－
コ

汁
ロ

山
皿戸
迦芦
梁
響
迦巨

曲彦
皿皆

垣凹
皿
皿

＞
肺

賑
＞
市
冒

＞
|
目
|
匡

＞
|
＞

’

Q
田
p
Q
p

｛《．一一吟へ〆「へ
＝
’
。
＝

ロ
両
邸
|
‐
＝
今
全

己
二

_
口

Q
Q

ロ
国

両
詞

二
両

。
｡

＝
ロ

ひ○甲Ｃ×

③。Ｎ‐つ乏一

函○圃１つ二芦

ひ○甲Ｃｘ

③ｑＮＩＣ乏言

函○劇１つ二芦

l

つＣｍｌ（）雪ごｍＣ（）寸

ｑＧＮｌＣン吟

卜○Ｎ‐（）二一

一つ中○三戸

可か甲Ｃ×

いつ国‐（）×

＠。固‐（）×

、。甲。×

辰ａＮ‐（）×

函。Ｎ‐（）×

＠ＧＮ‐（）国

、○Ｎ‐Ｃン

｛黍一一吟へ

寸Ｃつ

ｍＣＣ吋

ＮＣＣ寸

一Ｃ（）寸
寸

’
’

ﾛい

誰Ｈ無。牲匡

恭判無。姓匡

雛Ｈ無。誰屋

誰判壕。牲琶

詑判無。牲匡
壕余

Ｃいい



Ⅷ章各種一覧資料

点数層位|小ｸﾞﾘｯﾄﾞ｜ｸﾞﾘｯﾄﾞ

不明
分類 r宙万

５

４
８

計
’
’
１

ｂ
ｌ
ｄ

40060-294Ⅳ群c類土器
0-297

~

WO-298~ V層ｂ
－
ｂ
－
０
言
Ｄ
－
ａ

ａ

「
Ｉ
「
’
弐
一a

ａ

WO-301

XO-294 1V層

V層

~

１

８

０

２

６

~

XO-298

不明
「

二~1

百T
Ｑ
ン
〔
ム
勺
△
・
１
句
ゴ
ー
１
１
１

１
Ⅳ群c類土器 l 40081LH恥一

率
一
郷

~

皿
Ⅷ ａ

ｂ

b０８

７

７

２

７

７

Ｏ
２
２

Ｘ

Ａ

Ｃ

Ｃ
ｌ
ａ
ｌ
テ
ｂ

ｃ
寺
ｄ
ｌ
ａ
｜
ｂ
｜
｜
〒
ｂ
ｌ
Ｃ
ｌ
ａ
Ｔ
ｂ

29’

IV群c類土器 ’ 40091W()-298

帽
禧
嘔
計
蚕

１
’
２
｜
配

WO-299

３
’
１

Ⅳ群c類土器 l 40101TP-106
帽

禧

亟
幅

VO-297

WO-296

WO-298

WO-300

XO-298

XO-301

YO-300

Ｃ
Ｔ
ｂ

l層

Ⅲ層 1

-’
40121XO-301

即

bIV群c類土器
Ｆ
Ｌ
ｌ

~二V層

計

８
’
９
’
９

’

二
Ⅳ群c類土器 l 4013 WO-298 ~

V層 43

101－
３
６

」C

不明 ~

計 162

V層 1VO-302 bIV群c類土器 4014

＝ １

１

１

Ⅲ層

二
VO-303

WO-299

WO-302

Ｃ

Ｃ

Ⅲ層 1
a

Ⅳ層

1ａ
ｒ
Ｄ

~

２

１

２

ｂ
ｌ
ｄ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

繩
一

ａ

ａ
ｌ
ａ
ｌ
ｂ
ｌ
ｂ

ｄ

燕

ｂ

ｌ

Ｃ

ｌ

ａ

ｌ

ｂ

Ｃ

WO-303
~

＝Ⅲ層 1

１
’
１

~

V層 1
~

撹乱 ２
’
１
’
１

~

V層WO-304

XO-300

~

’V層 １

６

３

１

１

刈
一
加

弛
一
抑 577

~~V層 ~
乏抹



~－~－－－~｢蕃喜分類 ケﾞ 11､ソト
′ ''1

鄙
一
計

点数~小ｸﾞリツト
43

Ⅳ群c類土器
P

-Ⅲ

ａｂ

層
層

５

２

恥

皿

4017 YO-308 6

ZO-303

排土-l00

１
’
１

＝~I

旨 「
８
’

Ⅳ群c類土器 4020 １

２覆土

V層

V層

LH-102

VO-300

VO-301’
１

２

ｂ
ｌ
ｂ

層
層
Ｖ
Ｖ

８

１

WO-295

XO-295

Ｃ
「
．

V層
何勺

4.〕XO-296

不明

a

２
’
㈹計

Ⅳ群c類土器 Ⅳ層

‘030型§
ｌ
ｌ
ｌ

a

V層

Ⅲ層

醒櫃

帽

ｇ
ｂ
ｌ
Ｃ

ｌ
ｌ
ｌ

C

撹乱

V層

Ｃ

ａ 3６

５

９
９

２

２
~~
Ａ

Ｂ 幅

帽

淘

５

８

a

．

不明
a

a

a

1５

６

９
９

２

２
~~
Ｃ
Ｃ V層 1

Ⅲ層
８

７
９
９
２
２
０
Ｃ
Ｘ

1

V層 ’
’
４
羽

不明
~

言＋
口I

Ⅳ群c類土器 ２
’
１

4031 UP-109

LF-ll6

LF-l21

LP-lO5

覆土l層
覆十

覆士1層
覆七1層

1

2ﾌノ

１
－
１

WO-293 b
不明
b

層不明XO-300

XO-301

YO-298

1

V層

V層

ｌ
－
ｌ
－
ｌ
－
ｌ
ｌ

ａ

Ｃ

、

．

ａ V層

Ⅵ層

YO-299

－’ ａ
ｌ
ｂ ｌ

ｌＵ
ｄ
ｌ
ａ ３

１

YO-300

V層YO-300 b

1b

｢） 1

１

１

YO-301

YO-301

ａ

ｂ

ｌ

ｈ

V層
1

I２

８

己

御

麺

癖

可

、

ａ 撹乱 ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ⅲ層０

２

０

９

３

２
~~
Ａ

Ｃ

Ｕ
ｂ
ｌ
ａ

H-301 ｌ
｜
犯

。
~

計

Ⅳ群c類土器 層
層
Ｖ

Ｖ

計

640441XO-294 Ｃ

ｂ|XO-295

40481V0-299

’
’
７

Ⅳ群c類土器 帽

幅

醒

計

２’

ｂ

ｌ

Ｃ

Ｃ

1

4WO-299

7

Ⅳ群c類土器 不明
~a

囑
幅

ｌ
ｌ
ｌ

4085 XO-299

YO-298

V層 1。

578 V層YO-299

41291W0-294

1

4

a

計

Ⅳ群c類土器 V層 1a



ⅦI章各種一覧資料

層位 点数番号 小ｸﾞリット分類 クリ､ｿﾄﾞ

ZO-292 層
霧
Ⅲ
Ｖ
計

１
－
１

Ｃ

ｄA-301
１

澤
壷
幅

W群c類土器 ５

’

１

１

4225UP-103

UP-ll3

WO-300

丁ノ
ノマ

C

帽

幅

禧

蠣

2

３

１

１

１

d~

|驚器
可

，

Ｃ V層 ’
’
３
｜
羽

不明

計

Ⅳ群c類土器 幅
醒
計

５

１

42281B-296 ａ
８
ｂ

６
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ

帽

一

幅

幅

銅

帽

幅

Ⅳ群c類土器 4235 WO-299

WO-300

ｂ
ｌ
ｂ

Ｃ

１
’
３ｄ

ｌ
ｄ ｌ

ｌ

ｌ

１

XO-294

V層XO-297
脂

Ｕ

（

し V層

V層

YO-296

A-297 b

B-300 1

12

C

三上

同I

５Ⅳ群c類土器 42441WO-286

44981W0-298

Ｃ

ｌ

ａ

ｂ

Ｃ

ｌ

ｄ

Ⅳ群c類土器 V層

V層

ｌ
Ｆ
ｌ

V層

V層

５
’
２

帽
躍
幅
霊
帽

WO-301

XO-297

XO-298

1

4

ａ

Ｃ

ｌ

ａ １

３b
１

１

－

１

Ｃ

ｄ

ｌ

ｄ

Ⅳ層

V層
Ⅲ層

６

７

９

９

７

２

２

９

り
ひ
２

Ｙ

Ｙ

Ａ ’

２

ｕ
Ｕ
Ｄ V層

Ⅳ層
三さ戸

冒~「

B-297 l

25

C

Ⅳ群c類土器 ２
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
２
ｌ
勺
全
苛
ｊ
’
５

4527
句
~'

帽
帽

WO-281 a

．

計

Ⅳ群c類土器 4535 ？

W0-278 V層b

V層

V層

V層

V層

V層
計

Ｃ
〒
ｂWO-279

２

２

WO-280 a

９
０

７

８

２

２
~~
Ｏ
０

Ｘ

Ｘ

a

２

用

C

Ⅳ群c類土器 覆土

計

4538 Ⅳ

ｌ

肥

LP-175

不明

字~ノ

ノゾ

Ⅳ群c類土器 覆jzl層 24539 LH-101

LS-101 覆土

覆土1層

4

1UP-107

WO-276 ｌ

３

ｌ

２

Ｃ
ｌ
Ｃ
〒
ｂ

V層WO-295

WO-296

幅
一
囑

WO-296 4

1

明

Ｃ
ｄ
ａ
不|池
惜一

４
’
’
’
２
１

７

７

８

９

９
９
９
９

２

２

２

２

~
~
~
~

０

０

０

０

Ｗ
Ｗ
Ｗ
Ｗ

579

V層

~



点数位
一
層

層

Ｖ

号
＄１
ト
ー
ツリ

芋

ク、川

句

ａ

ａ

ｸﾞリッド今升
ノJブ

ｌ５

６

９
９

２

２
~~
Ｏ
０

Ｘ

Ｘ ｌ
陥
一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
幻

不明

不明-297 。
ｂ

Ｃ

不明-101
計
毒
二
計
一
幅

Ⅳ群c類土器 64586LP-l75

不明

4624XO-292

LP-l75

不明

4624

ー､

プノ

1

7|
－

|cⅣ群c類十器 １
－
１

~~V層
Ｃ

９
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
５

C

ｌ

ｌ

５

二1

訂
うワ
ムノ

IⅣ群c類土器 ﾃンLP-172

LP-l73

YO-279

4625

覆土
Ｏ
／
勺
全

ｙ－

７

ｂ V層
’

計 12

覆士l層 沁
５
’

Ⅳ群c類土器 4641LP-105

｜不明

葎

コ

訂

i
濁
一
型ﾃンc類土器

~c類土器
46471LF-139
46511LF-1414651

Ⅳ
｜
Ⅳ =tl層 １

４

５

~
覆土2層
計

霊

一

幅

２
’
１

器
器
土
土
類
類
Ｃ

Ｃ

46521LF-143
406041WO-291

Ⅳ
｜
Ⅳ

トーー

d

580



Ⅷ章各種一覧資料
表V| || -4遺構・包含層出土掲載土器一覧(V群土器）

点数層位小ｸﾞリット|番号 ｸﾞリット

》
類分

’一二二型亘
~~~~｜~~
－－~~L－－

Ａ
Ｕ
１
１
勺
些

回ZO-301
1不明

a

未注記
9計

幅
醒
囑

’

２’V群c類土器 YO-291l8 ａ

ｄ

ｌ

ｄ’ Ⅳ

２
不明

浬
一
配

計

層不明V群c類土器
７
．
ｌ
ｂ

己

１
１

三
ｐ

鴻

注

~
Ａ

耒

88

V層 １

７

剥
一
２
’
２

計
覆十V群c類土器~~ 90ILP-211

1A-274 幅
禧
幅

Ｕ
ｂ
ｌ
Ｃ 16

~1ｄ

Ｃ
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Ⅷ章各種一覧資料
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ｎつ甲Ｕ

ｍ○国‐四百トー

晒卜Ｎｌｍ

卜○Ｎ１，

＠。Ｎ‐ぬ

、卜国八〕

咽卜甲Ｕ

ＣｏＮｌ国

一参一一必へ一

、卜国１国

罫時
Ｃトー

、【
ー
一

一Ｆ一

坐
山
川

~
巾維

↓1
I

’

｜

~
誰判壕Ｑ姓ン

誰判壕。姓ン

誰Ｈ壕Ｑ鮎ン

詑判無。牲戸

誰判無Ｑ牲彦

誰料壕Ｑ姓ン

詑Ｈ無。牲彦
’

無少頓
’

Ｃぬい



Ⅷ章各種一覧資料

点数層位露 小ｸﾞリット番号 ｹﾞ 11 ,ｿト
グ ダノI

２

３

Ⅲ層b

不明
~

計 10

土
層
覆
ＶV層

12V群c類土器 1751LP-215
1XO-277

ﾌノ

3C

計 15

2V群c類土器 覆土LF-l21176

覆土V-5層 1LF-121

XO-299 V層
ｌ
’a

V層 ２
’
１

１

，

ａ

”
迦
記

池
池
一
雑

V層
4~

計 １

２

１

V群c類土器 覆土1層

覆土5層
LF-124177

６
－
Ｂ

４

４

２

２

１

１
~~
Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ 覆土5層

V層

丁ゾ

1７

４

５

９

９

９

２

２

２

~
~
~

Ａ

Ｂ

Ｂ

ａ

Ｃ V層

V層

V層

~

’
’
２

ａ
Ｔ
Ｄ

V層 ６
’Ｃ

‐
０ V層 ３

－
１V層B-296

~未注記
a

２
｜
弼
一
２

~

三 L

同1

覆十l層
~ ~撹乱V群c類土器 178 LSP-lO6

WO－299 1a
~

層
層
層

Ⅲ
Ⅳ
Ｖ~

ｌ

ｌ

ｌ

ｂ
ｌ
ｂ

WO-301

’

’

２

２

ｄ

ｂ

Ｃ

V層XO-298

V層
幅

禧
幅

’
’
５

b９

６

８

９
９
９

２

２

２

~
~
~

Ｏ

０

０

Ｘ

Ｙ

Ｙ

ａ
Ｕ
ｑ

ｌ

V層 ｌ
｜
脂

YO-299 a

計
》

》

》

３
’V群c類土器 179 LF-124

LF-124

LF－l24

３

ｌ

３

２

１

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
２

Ⅳ層

V層

WO-299 h

Ｃ

Ｃ

ｆ

Ｕ

Ｃ

不明WO-308

B-295 歴
帽
罎C-295 C

計 Ⅳ
｜
的土

明

覆
不

V群c類士器 1801LF-121
1V0-298 ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｃ

Ⅳ層YO-297 ａ

ａ 層

層

Ⅲ

Ｖ

YO-298
ｌ

５

ｌ

５

a
~

V層可

、

Ｃ V層

未注記 1

25計
覆二I 2V群c類土器 UP-107

UP-115

LF-l25

181

層
層
３

５

士
士
覆
覆

I

1

幅

幅

極

罎

暉

握

蠣

幅

1d

b

５
６
９
９

２

２
~~
Ｏ

０

Ｗ
Ｗ

~

１

。

戸
し

1

1

9

YO-298

YO-301 ａ

ａ

’ｂ

ｂ

ｄ

ａ

~

1

587V層

V層

肥
ｌ
’

ZO-298

ZO-299

不明 1’



分類 番号 陣
犀

点数クゞリット

~A-296
小クリ､ｿﾄﾞ

a ３

１帽
幅

Ｃ
１
ｑ ３

’
’
’
２

Ⅲ層A-297 ａ

ａ V層
C-298

耒涯記

１

３

．

＝1

首丁 52

V群c類土器 積十

V層

1821UP-ll9 ６
０１

ｗ
｜
つ
りB-294

未注記 １

１不明~
二_L

同’
腿
一
’
’
４

V群c類土器 土
士
層

覆
覆
Ⅳ

l83LF-121

LF-l39 プノ

bVO-296

WO-294

1
且

1

1

9

帽
一
幅

a

WO-295

YO-298

．

V層 ２C

層

層

層

層

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

Ⅵ

YO-299 ２

７

ａ
‐
０

０

０

ａ

1

3ZO-297

幅
一
一
幅

川

酬

ｄ

計

V群c類土器 7184 A-281

不明

C

１

８計

V群c類土器 土

層

一

乱

覆
Ｖ
撹

２l851LP-212
1B-276 6Ｃ

ａ

4

V層

Ⅵ層

C-276 1

2ｄ

コ

司
旧
－
１V群c類土器

｜
層
層

壷

一

罰

睡

帽

186LF-105

LF-ll6

LF-ll7

VO-295

WO-295

旧
－
２
’
２Ｃ

ｌ

ｄ

ｄ

Ⅳ層 l

整
喧
幅

１

１WO-298

WO-299

XO-294

ｂ

ｂ

ｌ

Ｃ

２

Ⅲ層 1

層
禧

Ｖ

Ｖ

２XO-297 Ｃ

4ｄ

ａ 幅
禧

２

ワ

』

１８

７

８

９
９
９

２

２

２

~
~
~

Ｏ
０
０

Ｘ

Ｙ

Ｙ

ｄ

ｌ

ｂ

Ｃ

V層 13

V層 ’フ
ー

不明

未注記

2

3

計
一
Ｃ

１
９

６

１V群c類土器 Ⅲ層1871A-297

何て明 ｌ

加計

V群c類土器 覆土 ２1881LH-102
1B-275 層

層

Ｖ

Ｖ

１
１

ａ

ｄ

ｄ

ａ

Ｃ

Ｃ

『

ｄ

ｌ

ｏ

ｄ

Ⅳ層C-274 １

１

’

５

Ⅳ層

V層

Ⅲ層 1

V層

~V層
2

２C-275 b

層
層

Ⅳ
一
Ｖ

１
１

０
０
３
０

ユ

日I 18

588 V群c類土器 覆土190 UP-105

UP-ll2

UP-ll5

1

覆＋ Ⅱ
’
１3層
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頁数 1層位
|V-3層

番号 坐

Ｃ

ｌ

ｂ

ｂ
ｌ
Ｃ
ｌ
ｄ
ｌ
ｂ
計
一
ａ
ｌ
ｂ
ｌ
Ｃ
ｌ
Ｃ
ｌ
Ｃ

~~~~

ク．リッド

200ZO-287

201ZO-292

ZO-293

》
類分 リッ’

1 1

~2'一畳
層
層

Ⅲ
｜
Ｖ

Ｖ

V群c類土器
２

~~

~

一
Ｖ

Ｖ

｜

~V
V

層

層ZO-298

層
層

Ｖ

Ｖ

~ 1V群c類十器 202IA-275

コ
ー
１－

隣~~
ｕ

５

~

A-295
ｌ
｜
や
今
－
１
１

|未注記
|計

~ V層

V層
~ ~~~V群c類土器 ７

８
９

９

４

５

４

２

２

７

７

７

Ｏ
０
２
２
２

Ｘ

Ｙ

Ａ

Ａ

Ｂ

４０２ ａ

ａ
’
’
９

苑
｜
、

’
１ V層Ｃ

ｌ
ｂ
ｌ
ｄ

ａ
ｌ
ｄ

V層

鴨 'フ
ニ’ B-275

V層 1

二二コ＝
ｌ
’未注記
創
一
“三1三二V群c類土器 B-301205
2

42

~V群c類土器 、
｜
Ⅱ
｜
訓
一
２

V層2061ZO-298
1B-301

〔

V層ａ
ユ
可

~

1
3:Ⅲ層V群c類土器 WO-298235

|斎
１

３
不明 ~

７
６

Ⅲ層b

龍二
Ｃ
Ｔ
Ｄ

~

’

２
a

２
８１ユ

可

．

朧
ｌ
ｌ
ｌ

２

３
ｌ
５

覆土l層LH-1015001

~~
霞~~

~

弓匡
ジダョLF-129

VO-295

VO-295

WO-295
７|WO-296

I
~

19合計
覆土l層

二
1

9
V群c類土器 ’ 5002

覆jz床直上
’
’
１

V層ａ
弓
０

~

~

V層

|V層
~

２

２

１

ヘ
ム

Ｃ
Ｕ
Ｄ

噸

幅

幅

A-298

B-296

WO-295

~ａ
０
ｄ‐

４
１ 1V層

|÷
WO-297

層

層

Ｖ

Ｖ

~

９

５

９
９

２

２
~~
Ⅶ
加

YO-299

ZO-2951

1

1

24

ａ
ｌ
ａ
弓
．

~

|ZOコ宛 ’
Ⅳ層

?-298?-298

計 合計
一

ﾌノ
１

１

置

露
V群で頚土器 LF-254

LP-212

B-276

5004

．
V層

１
’

ｂ

Ｃ Ⅲ層
~撹乱

’

２
B-276

1

1

9

1

1

c
|鴨

５

６

６

７

７

７

２

２

２

~~~

Ｃ
Ｃ
Ｃ

a

V層

1
a

ﾉ△一言＋
ロロ’590

－傷
土
一
土iQo6IM;V群c類土器

’ 手､ノ
ノゾ



Ⅷ章各種一覧資料

点数分類 層位番号 ｹﾞリッド '｣､ｸﾞリット

V層

Ⅲ層

｢、層

鵬

２B-276 b

ｌ

ｌ

C-275 ８

，

Ｃ

３

１

C

d

而層
Ⅳ層

１

１

C-276 ａ

０
ｑ

判k－I－
JノIユーー 排土 1

合計 13

V群c類土器 訓
一
ｌ
｜
辺

50071LP-l42
1A-289A-289 V層V層［［

合計
V群c類土器 土

層
覆
Ⅳ

50081LF-233 ６

１

１

－

１

斗一
A-276

~B-277
a

Ⅵ層

V層

V層
V層

V層

ｂ

ｂ８

９

７

７

７

７

２

２

２

~
~
~

Ｏ

０

０

Ｘ

Ｘ

Ｙ

’

８

’

２

１

■
二
巳

ｂ
ｌ
ｄ’

~

V層ZO-291 b
△‐言-卜
仁］口1 21

V群c類土器 床而

覆十

覆十

50091LH-002 ｌ
｜
脚
７Tノ

~ノゾ

Ⅳ層

Ⅲ層

Ⅳ層

C-275 1ａ
刊
、 ２

1し
へ

合計 26

V群c類土器 覆土

V層
50111LF-249
B-276

７

１b

合計 8

V群c類土器 土
層
層
層

覆

Ⅳ

Ｖ

Ｖ

50121UP-lO5
XO-300

ｌ

１

８
ｌ
６

計

じ

ｂ

ｄ

合

XO-301

YO-300

16

V群c類土器 覆土5013 LH-002

C-275

、
‐
ノ
マ

】
テ
ー
ノ

’

４
勺
、

Ⅲ層

Ⅳ層
Ⅲ層

ｂ

ｂ

ｌ

Ｃ

ｄ

５
８Ⅲ層

Ⅳ層

Ⅲ層Ⅲ層

． 5

ZO-281 d
云三F
ppl

6

▽評E蘋王悪

+

32

蝦

層

覆

Ⅳ

50141LF-ll4
ZO-298

３

８
７
｜
侶
一
４
１

a

V層
罫

引

４
ｕ

谷

口

V群c類土器 覆土l層5015 LF-109

A-296 Ⅲ層

V層

Ⅲ層

撹乱

計

Ｃ

ａ

Ｔ

ｑ

ａ

ａ

‐

ｂ

‐

、

谷

口

７

７

９

９

２

２

Ａ

Ｂ

1

2

１

１Ⅲ層

V層

C-297

ZO-296 ３

１V層ZO-298

l4

V群c類土器 覆土l層5017LF-l39

LF-139

UH-101

LF-139

UH-101

４

４

２

~

覆十

覆十

Ⅲ層
Ⅲ層
Ⅲ層

VO-294

XO-294

f~ﾉ

ノゾ
f~ﾉ

ノゾ

d

~b
１

３

1C

合計 15

器
器
土
土
類
類
Ｃ

Ｃ

群
群
Ｖ
Ｖ

覆土50181LF-121

50221LF-104LF-104

2

覆土
覆土1層LF-ll4LF-ll4

１
１

－ 39I世
~
隅

Ⅲ層

Ⅳ層
V層

A-297 ’
一
’

３



曄逼層位番号 ｸﾞﾘｯﾄﾞ 小ｸﾞリッド分類
Ⅲ １

３
｜
Ⅱ

’ V

層
層

Ｖ
ｌ
Ｖ

ｌ

｜

布

乃

一

３

１

c類土器

９

’

１

刷

覆土l層 1V群c類土器
３ａ

ｌ
ａ ３

~ 1

~｢－三 8合計
？
←V群c類土器 5026 ６

５

２

２

１

１
~~
Ｐ

Ｆ

Ｕ

Ｌ 覆十5層 14

4VC-295 C

’

３

’

１

幅
一
幅
幅
一
幅
一
幅
一
一
蚕
罰
一
歴
一
週
艫
一
幅
一
幅
喧
幅
一
幅
一
幅
一
壁
蠣

４

１

６

Ｃ
ｌ
ｄ
－
禰
一
壷
二
．
二
Ｃ
ｌ
ｌ
Ｃ
ｌ
ｄ
’
二
Ｃ
二
ｂ
二
詞
一
一
ｂ
｜
Ｃ
稲

1

剣7
－β~’

V群c類土器

…悪

層

’

２幅
瀝
瀝
蠣

ｌ
ｌ
ｌ
３
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
ｌ
ｌ
５
ｌ
４
３
ｌ
ｌ
－
２
ｌ
ｌ
ｌ
汐
－
３

ａ
ｌ
ａ
ｌ
ａ
‐
ｂ
ｌ
Ｃ
『
ｄ
ｌ
０
ｄ
ｌ
ａ

帽
醒
蠣

ａ
ｌ
ｄ
ｌ
詞
一
一
ｂ
｜
詞

V群c類土器
~~

Ⅲ層 2

1
V群c類土器~ 50311C-275 C

~

■■■■E
I

層
王
Ｖ
覆 ４

５

LH-002

覆十旦
12合計

土 3c類土器 LF-106

LF-106

LF-108

5032V巻~ ~

層
層
ゞ

１
１
土
土
覆
覆

１
’592

１

１
』

｜覆土l層LF-109
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Ⅷ章各種一覧資料

点数層位'｣､ｸﾞリット分類
、● eq l

ﾌ リツト番号
鴫

幅V層
ZO-288 C

。。
ｌ

ｌ

２Ⅲ層－ ZO-289

A-288

a

Ⅲ層 1

54

a

Ⅲ層

Ⅲ層

bB-292

型

３

加

C

V層Ｃ

１
Ｄ Ⅲ層

Ⅲ層
B-293

１

１

２C

不明
C

蠣
亟
醒
蠣層

~~

１
１

０

１

９
９

２

２
~~
Ｃ
Ｃ ａ

ａａ

層

Ⅲ

Ⅲ

３

１

C-293
Ｕ
ｑ
Ｃ不明-288

耒注記

１
１

半

’

三

口 140
ハ
ツ
勺
３
句
、

勺
筌Ⅵ群土器 覆土

Ⅲ層

1361UP-122

ZO-301 C

不明

Ⅲ層

Ｃ
ｌ
ｄ １

２
｜
犯

未注記
計

Ⅲ層 1 14

50

164

Ⅵ群土器 。137 列
記
哩
注
Ｗ
未

計
一
冠
ａ
ｌ
Ｃ

Ⅵ群土器 土
層
層

覆

Ｖ

Ⅲ

ｌ

１

２
ｌ
ｌ

138 UP-138

A－290

D-288

醒
蠣

D-289

E-288
鵬

ｌ

ｂ
ｄ
三
両

８

旧

錘
建
幅
蠣

５

１

VI群土器 139 UP-lO4

UP-lll
~
~~

２

６
’
１

Ｏ
Ｄ
ｌ
Ｃ
ｌ
ａ

VO-301

WO-300

’ 而層WO-303

YO-301 Ⅲ層 １

６
１

~
１

ａ
二
三
口

TT群王需 土

層

積
Ｖ

句へ

ムム1401UP-120
V0-300

”
ｌ
Ｃ ２

句

皇

’

１

４

１

１

V層VO-301

WO-295

ｂ
ｌ
Ｃ
ｌ
ｄ

Ⅲ層

Ⅲ層

V層

Ⅲ層

WO-300

WO-301

ｄ
ｂ

Ⅲ層 1WO-302

WO-303

YO-301

ZO-300

a

Ⅲ層

V層

ｌ

１

１

３
ｌ
抑

Ｕ

ｂ

ａ

Ⅲ層ｄ
｜

引
訂

耒注記

土

士

覆

覆

５

１

２

１

１

Ⅵ群土器 |411UP-lO3
UP-113 テノ

~ノヴ

鴫

蠣

暉

暉

蠣

眠

喧

蠣

淘

蠣

WO-299

WO-300

Ｃ

可
ｑ

~~

５
’
４

ａ
ｌ
ｂ
ｌ
Ｃ ４

３ｄ
ｌ
ｂ ７

’
２

WO-301

b
１

５

２

ZO-297
Ｊ
ｕ
ｌ
（
しA-297

未注記

計 52

礪

握

幅

蠣

３
調
一
１
’
２

Ⅵ群土器 '42 VO-298

WO-299

XO-299

| G
599ｂ

ｂ

~

ZO-299 a



｜点数
34

2

－｢番号分類 クリ､ｿト 小グリッド

計
Ⅵ群土器 V層

Ⅲ層

而層

l43VO-298 Ｃ
ｌ
ＣWO-294

YO-299

1

4。

Ⅲ層

V層

B-273 皿

３

C

Ｃ

ｌ

ｄ

ｄ

艫
一
幅

5

２

｜不明

l441WO-298

２
｜
別計

一
ｂⅥ群土器 Ⅲ層 沼

６不明
ユ

可

一

ａ

Ｃ

84

VI群土器 Ⅲ層

Ⅲ層

169145 ２９
９

２

８

－

２

Ｏ

－

Ｚ

Ａ

~

２
~

耒注記 10

181ユ
ユ
ｂ
ｌ
ａ
－
ｂ
ｌ
ｄ

Ⅵ群土器 V層

撹乱

１

１

３

l461VO-298
|V0-302

礪
鴫 3

暉
幅
噸

1７

９

９

９

２

２
~~
Ｏ
０
Ｗ
Ｗ

Ｃ

Ｃ 1

1

19

WO-300

WO-302

C

Ⅲ層

十

ｌ

ｄ

ａ

ａ

ｄ

Ｃ

ｄ

ｂ

ｄ

ｄ

言

ロ

Ⅲ層 9WO-303

撹乱 7

Ⅲ層 ３

１蠣
禧
鴫

XO-302

1

1８９

１

６

２

９

８

Ｏ
２
２

Ｙ

Ａ

Ｄ

~

~
歴
蠣

２

ｌ

弱
~

Ⅵ群土器 覆土3層 １
１

1471UP-ll6
1ZO-288 層

層
Ⅳ
Ⅲ

Ｕ
Ｄ
ｌ
Ｃ 1５

６
８
８

２

２
~~
Ｄ
Ｄ 層

層

Ⅲ

Ⅲ

5b

3８
０
５

８
９
８

２

２

７

－

~
~
~

Ｄ

Ｄ

Ｅ

b

V層 1

玉
|d

Ⅲ層 20

V層－三
２

耒瀝記 ３

37

Ⅵ群土器 Ⅲ層 ２l481WO-301
1W0-303 Ⅲ層 7

~ノ

~

攪舌

蝿

噸

12

6a

’
’
２撹乱ｄ

ｌ
ｄ
計
一
ａ

不明 ５

調

了解王需 Ⅲ層 10

1

l491A-290
B-290 Ⅲ層

~Ⅲ層
ａ
勺
ｂ 1

未杵記 ２

而群王需

計
一
ａ
Ｃ
ｌ
ｄ
ｌ
ｄ
ｌ
ａ
ｌ
ａ
ｌ
ｂ
ｌ
ａ

14

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅲ層

ｌ

ｌ

３

２

l501WO-301
1W0-303

銅
一
鴫

２

１

１

WO-304
層

層

層

Ｖ

一

Ⅲ

Ⅲ

１

２XO-305

不明 1

計 14

600 Ⅵ群土器 Ⅲ層

Ⅲ層

V層

1WO-299151 ａ
ｌ
Ｃ
〒
０

11

1



Ⅷ章各種一覧資料

二二
4

点数小グリッド

a

層位グリッド

XO-299

~万

嘔
鴫 ３

１

１

１

２

。

計
一
力
ｌ
ａ
ｌ
ｂ

土

層

積
Ⅲ

Ⅵ群土器 l521LP-ll8
ZO-299 15

Ⅲ層 28~
２

６
４

不明
計
一
？
｜
ｄ
ｌ
Ｃ
ｌ
ｄ
ｌ
ａ
ｌ
ｂ
ｌ
ｄ
許

~

~

~

~

~

~

不明應
禧

Ⅵ群土器

而騨王需
l53XO-303

l54YO-298

160YO-297

哩
一
加Ⅵ群土器 蠣

曠 １
－
３Ⅲ層ZO-297

Ⅲ層

Ⅲ層

４

’

３

訓

一

~

Ⅵ群土器 覆土 3161UP-103

UP-113

UP-113

２

９鐘
一
曠
一

ｗ

｜

Ｃ

１

１

WO-298

WO-307 ｂ
『
訂 16

Ⅵ群土器 層

層

Ⅲ
Ⅲ

７

８

VO-302

WO-303

162 Ｃ
ｌ

．

未注記 、

計
一
ａ
ｌ
ｂ
ｌ
ｂ
ｌ

20

Ⅵ群土器 Ⅲ層 １

１

１

９

０
１

163WO-301

YO-297 暉
唖
歴

ZO-297

A-297 ａ

ｂ
暉

一

罎 1

23

B-291 b

計
C 1Ⅵ群土器 層

層
層

Ⅲ
｜
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

WO-299

WO-300

167

２〈
α
脂
Ｕ
｜
く
し

1

層 ｌ
４
ｌ
９
ｌ
１
’
四

７
８
９
９

２

２
~~
Ｏ
０

Ｚ

Ｚ 暉
歴
幅

a

b

a

計
A-298

212A-296Ⅵ群土器 層
一
層
一
層
一
層

Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ
｜
Ⅲ

’

２

７

Ｃ
河
。

７
８
９
９

２

２
~~
Ａ

Ａ

（
し
｜
、
肘
Ｕ
｜
〈
』

３
－
ｌ
ｌ
２
ｌ

蠣
一
鴫B-298

WO-298

ａ

Ｃ 面層
層
層
層

鴫
歴
歴

１
－
１

WO-299 Ｃ

ＣWO-300

XO-301
~

1Ｃ

ｄ

ｂ V層９
７
８
９

２

２
~~
Ｏ

０

Ｙ

Ｙ

I

蠣
一
鴫

７
３

Ｃ
Ｈ
Ｏ

撹乱７

．

ａ

I

Ⅲ層

Ⅲ層

Y0-298 ｌ

Ｂｂ
ｌ
ｂ
ｌ
ｄ
ｌ
Ｃ
ｌ

帽

緬

歴

ｌ
－
９
ｌ
２
５
ｌ
｜
“

ZO-297

ZO-298

不明 V層

未注記
ユ
ユ
．Ⅵ群土器 ７９

５
２
８
Ｏ
２

Ｙ

Ｄ

胆

５

6002

Ｃ

ｄ ６

泌

E-285

601
匡

冥

ｌ

ｕ

計
Ⅲ
攝

Ⅵ群土器 WO-2996004 l ]Ｃ

Ｃ 1



|点数分類 番号 ｸﾞﾘｯﾄ

|WO_31WO-30

嘩
一
咋

小クリ､ｿﾄﾞ
．

’
12

12

WO-302

a

Ⅲ層 L ｌ

Ⅱ
’
１

。

。

Ⅲ層WO-303 ａ

ａ

Ｔ

ｂ
一 1

！

７

２

旧

認

XO-307

不明

E

28

21

Ⅵ群土器 6005 YO-300 a

未注記
~~

計 49

》
碑

Ⅲ層 ２60071ZO-299 C

Ⅲ層 ４

３

60081D-287
1不明

b

計 7

4Ⅵ群土器 Ⅲ居

Ⅳ層
60221D-287

1
1不明

ｂ
ｄ ９

５

８
１。－

両I

６
V層Ⅵ群土器 60571YO-278

YO-280

ｄ

ｄ １

１V層

不明
~

計 9
３

１

４

’一二朧一二
Ⅵ群土器 60661B-290 a

C

艫

幅

幅

計

2Ⅵ群土器 6067 W()-299

XO-299

YO-299

Ｃ

ｕ

。

Ｃ

’

11

44

d Ⅲ層 ３

１

４

Ⅵ群土器 6073 A-294

不明
~

計
3Ⅳ層Ⅵ群土器

而詳王需
60761B-296
60791D-290D-290

a

4Ⅲ層

言下 －‐
不明

a

’
’
５

ｌ
’需

祷
60801D-285
60841WO-301

ｂ
ｌ
Ｃ
ｌ
Ｃ
ｌ
ｄ

Ⅲ層

Ⅲ層

７

二 ３

Ⅲ層 一
Ⅲ層

２WO-302 ａ

Ｃ
う
全

句
些Ⅲ層．

不明 ４

１
２

計
一
曠

歴
可靜王需 I6088 A-290 可

、

Ｃ

~

６

１ 1不明
三匙l
pI 8

哩
醒
蠣
眠

６

０
１

60911ZO-279
60921C-277

Ｃ
言
ｑⅥ群土器

IⅥ群土器 WO-3016094 ｂ

ｈ １

２

XO-301

Ⅲ層

Ⅲ層

Ｃ
『
。 I

５
’
１

二1

日I

Ⅳ層

▽層
Ⅵ群土器 60951W0-301 ｂ

ｂ
ｌ
Ｃ

~

１
１
’

’

２

２

ｄ

ａXO－301 Ⅲ層

Ⅳ層

Ⅲ層

Ⅲ層

許一

ａ

ｂ

ｌ

ｄ

1

1

10

602

l
61001XO-300~VT群王署戸 Ⅲ層 ｌ

’．’



Ⅷ章各種一覧資料

－

層位小ｸﾞリッド分類 番号 グリッド

XO-301
塁

日

~

~

ｒ

Ｉ

ｆ

，

｜

●

~

~

、
山
ヨ
可

副

理
一’

し

8|Ⅲ居

凹匿
后1雲

Ⅵ群土器 6101ZO-299ZO-299 ａ
‐
、 9

17

ｌ

塑

蛎

Ⅵ群土器 UH-101

ZO-295

6102

C

A-295 ａ

Ｃ

，

ｈ

５
’
１D-289

74

3Ⅵ群土器 61031W0-305 C
＝－－－－－6

２％
５
６
５
６

２
羽
四
四
四

加
八
Ａ
Ｂ
Ｂ

b
４
‘
ワ
全

C

a

１

２

ａ

a

未注記 ｌ

旧計
２Ⅵ群土器 ｄ

ｂ
ｌ
ｂ

61041YO-299
|YO-300
1ZO-300

７

２

計 l1

~30Ⅵ群土器 ９
ｄ
ｌ
ａ

61051XO-301
|ZO-301 3

1

34

A-296 ａ

三」

同I

儲
弄
》

５
’
１

6109YO-301

6111YO-298

61 17E-289E-289

b

禾萌 撹乱

幅
緬

５
２

ｄ

ｄ

排土 ね

心
二1

局T

Ⅵ群土器 鴫
歴

1

4

ｂ
ｌ
Ｃ

6118WO-304

WO-305 Ⅲ層 1

~4
脂
Ｕ

（し

八ａ

Ⅲ層

Ⅲ層 ５

７

XO-305

排土-7

不明 1

計 ３

１

１

１

１

４

１

２

層

層

Ⅲ
一
Ⅲ

Ⅵ群土器 ｂ

ｂ

61201W0-300
1W0-301
1XO-299 哩

幅
ａ
’

計
Ⅵ群土器

而騨王幕
61221UH-101
61231UP-lO3 ｌ

ｌ

ｌ

~

UP-120

WO-300 Ｃ
ｌ
ａ １

１
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
１

６
－
１

WO-301

。

計

Ⅵ群土器 61241UP-lll
XO-300 。

計

Ⅵ群土器 6125UP-112

WO-300

XO-300

３

５

C

d
不明 1

XO-301

XO-302

ｌ

１
ｌ
ｕ

ｂ
ｌ
ｂ

言’

Ⅵ群土器 16126 UP-lll

WO-303

~未注記
’

１

３

a

計
503Ⅵ群土器 6127UP-137

A-291

B-290

ｌ

ｌ

d

~b



小ｸﾞﾘｯﾄﾞ 函 |点数
|~~~~

L~－
|~~－
L－－－

~言

C-289 １
ｌ
ｌ
ｌ
６
ｌ
ｌ
ｌ
６

１

１

６

~

C-299

蒔
蓉

■6128UP-l38

6129UP-l42

6130LP-211Ⅵ群土器

三
1

1
~

C-276

耒涯言注記

３

１

｜計~
５

Ⅵ群土器 肚
一
脂

b

a 計
61311W0-283 1

ZO-279 1

ZO-297

A-280 ２

８

２

３

6132 3ZO-279 世
に 1

ｌ

Ｂ

、
ｄ
－
Ｃ

~

ZO-297 ユ
5可

ｑ

ａ 3ZO-280
２

４

b

Ｃ

２A-280

A281

C-278

耒瀝記

ａ

ａ
ｌ
ａ

1

3

２

計 40

VT詳王票 ４
勺
４
１

61331ZO-297 C

輻
明不

三J－

口I 7

~1Ⅵ群土器 6134ZO-280 a

２

３

ZO-297 L

~
~

1351A-280
計テー－

Ⅵ群土器

Ⅵ群王需

461351A-280

61361ZO-279
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＝
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洲 望
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艸 幽 雪

洲
討
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拙 菫

皿 幽 ヨ
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洲
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a
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§
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ｑ Ｃ ｃ



表V| ll -6遣構出土掲載石器等一覧

遺構名 ｜図中番号 遺物番号 層位 細分類

床面 4b床面

厚さ(cm) 重量(9) 石材 備考

0~8 8~2 里曜石黒曜石0.8

分類 長さ 幅
一
恥スクレイパー1UH－lOl 68 5.8

黒曜石くさび形石器

たたき石

覆土

床面

UH－l()1 ２

’

３

1 19 2.0 1.71 .5 ().9

山
石
山
石

砂

砂

２

９

０

６

９

４

90．2 2類UH－lOl 64 5 3 3．9 2.7

4 1 72 たたき石 床面 2類UH－IOI 1 .84.7 4．0

石斧 謎

詮

建

謹

泥岩類

類

類

類

３

３

句

些

３

144．2UP－lO3

UP－lO4

UP－lO4

19 9．7 1 4．2 ３

９
~
~

２

０

’

’

’

’

２

黒曜石ポイント 1 1 ．219 5.5 2.6

黒曜石スクレイパー 10．912 4.5 3.0 ８

５
~
~

０

２ 砂岩砥石 109.928UP－lO4 7．2 6－うウ

安山岩たたき石 覆ゴ 2類12 8.3 1205.7UP－lO4 4 12．4 9．6

安山岩台石 覆土

覆土

496().0UP－lO4 5 1 1 ．21 1 19．0 18．4

黒曜石2類スクレイパー
司令

ノ．』UP－lO5

UP－lO5

15 3－8 2．2 0．91

黒曜石覆土

覆土

スクレイパー

石核

1 1 ．2２ 4b 率
一
恥

0.616 5．4

黒曜石16．3UP－lO5

UP－lO5

3 苛 1 ． 18､

泥岩たたき石 覆土 2類20 12．0 7．5 5.9 727.0

0．6

4

黒曜石くさび形石器 覆土２ 弓句
皇。ム 2.う 0．9UP－lO6 1

珪岩

黒曜石

たたき石 覆土 獺

和

1294．3

1 ．6

2 ４

順

、

配

10．0 8．0UP－lO6

石鑛 覆ゴ 0．61 .4UP－ll2

UP－l l5

1

黒曜石覆土l層 2類スクレイパー 1 1 ．3

0．6

0．915 4．2 3.4１
１ 黒曜石石錐

たたき石

床面

覆土

５

０
~~

１

５

0．2２ 7b ６

８
~
~

２

５

UP－l l8

UP－l l9

UP－l20

UP－12(）

泥岩2類 1．7

0．6

67．2lb

黒曜石覆土 2類スクレイパー 8． 116 3.7 2．9

安山岩台石

たたき石

覆土 5820.0句可へ
坐ノ．皇 15． 1 1 1 ．0２ ８

２

１

玲
一
賭

覆ゴ 2類 7．0 ２

０
~~

４

２

231 ．26．0UP－131

UP－l32

UP－139

I

石斧 覆土 1類 207.7４

２

13．5 4．91

黒曜石石錐 覆ゴ 1 .313 1 0.4

,2 04

0．7'7ハ
~〃し 1 .5

黒曜石スクレイパー ｜覆土 1 .74b 3.7UP－l42 1 I

頁岩醤

甦

4類ドリル 4．44．4 2．1 1 0．633US－lO6

US－lO6

US－lO6

1

石英石核 4．7 ５

５
~~

２

９

56．05.4402

砂岩覆土台石 ０

７

５

２

２

９

剰

３

3 郡

１

25．2 |S,6

2点接合砂岩砥石

たたき石

覆土

覆土

3類 5.7 3.61 1 ．0US－lO9

US－lll

1

砂岩4類 6．7 860.413．4 7．91

’ 頁岩

黒曜石

つまみ付ナイフ 覆土 3類

4a

4b

４

８
~
~

４

３

5.9 ”

恥

8 1 ．6LH-(X)1 I

スクレイパー 覆土

覆土

12 3.2 2.4２１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

帥

帥

帥

伽

㈹

帥

帥

帥

帥

側

帥

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

黒曜石スクレイパー 0．7 7．95.2
へ勺

4．J3 1 1

黒曜石(32.1)覆土

覆土

(5.7）

(5.0）

スクレイパー

スクレイパー

1.24c ６

０
~
~

４

２

4 9

黒曜石(5.1)0．7旧

ｍ

4c５

’

６

’

７

黒曜石

黒曜石

砂岩

覆土

床面

スクレイパー

スクレイパー

9．2岬

四

3-(） 1 .54c

咽
一
榊

郷

0．54． 1 .0’

’
覆十砥石 3類 (4.6） (4.0） 2.2168

砂岩たたき石

石雛

石鑛

スクレイｲ

床面 2類 郡
一
率
四

4.9 1 ．99 10

黒曜石畳

床

0.4 0．913 Ｃ

Ｃ

『

ノ

『

ノ

1 .4’

’

２ 黒曜石0.4 1 .347 1 .6

黒曜石床パー 3.2 9．94b 4.7 0.93 21

黒曜石石鑛

スクレイパー

雷
一
甦
緬

8類 1 ． 129 うQ
全．″ 1 .5 ().SLH－Ⅸ)6

LH－006

1

黒曜石

黒曜石

3類

4a

廻

卿

０

２
~~

２

２

0.5 3.32 25

(4.8）スクレイパー 0.93 54LH－006
610

黒曜石覆十

覆十

6 1スクレイパー

3 1スクレイパー

6 6．4０

３
~~

５

４

3． 1 0.74 Ｃ

Ｖ

Ｇ

４

４

LH－006

LH－006 黒曜石0.8 2.35 1 .4



Ⅷ章各種一覧資料

備考重量(9) 石材厚さ(cm)長さ 幅層位 細分類遺物番号遺構名 図中番号 分類

’ 泥岩(4.7）瀕

瀕

獺

(47.2）石斧 覆土 1 .53．938６

６

６

６

ｍ

帥

帥

帥

~
~
~
~

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

６

’

７ 砂岩覆十砥石 100．52．07．5 5．636

泥岩(53) （4~8）
40 2,2．1

(165.4）(7.7）すり石 覆ゴ8 10

蒻翠覆土 49.3石製品 3．8

~2．0
泌

一

Ｗ

４

9

頁岩覆土l層石雛 0．3 0．71 .5ｂ

Ｃ

４

７

LH－101 １
’
２ 黒曜石層

層

１

１

士

土

覆

覆

石錐 0．61.4 0．42．2LH－lOl

(3~0） 黒曜石3類つまみ付ナイフ 3.4 2.3 0．65LH－lOl

LH－lOl

4

黒曜石

蛇紋岩

覆土つまみ付ナイフ 3類

２

１
．

５

７

０
２

勺句

』.」 “
｜
”

5.13 15

覆土 2類たたき石 6.777
~'ら~’14LH－101

LH－lO2

5

砂岩たたき石

石製品

覆ゴ 3類 248.03.514．5 3-91 1I

蛇紋岩掘上げ土 2.51 .8 0.71 .3LH－lO2 2 16

頁岩覆土

覆土

スクレイパー

砥石

7．72.63.8 皿
一
昭
一
咽

4a3LH－lO4

LH－lO4

1

(2491)

67．2

砂岩3類 (10.9)い
－
Ｍ

２ 局'フ
ュガー

片岩覆土石斧 1類 3．3LH－lO6 10

(38~6） 泥岩

安山岩

覆土 3類 (8~7）石斧 3.2 1 .2LH－lO6 2 12

(2.0） (615)覆土 6類 (5.9） （4.3）すり石LH－106 31

(2.8） 黒曜石(2.4）覆土l層くさび形石器

スクレイパー

ドリル

句司

筌.ノ 0.7LP-105 1’

黒曜石3類覆土2層 10．72.8 1 .53.6LP-106 1 4

黒曜石覆」 1類 5.5
勺句

3，J 3．3 0.6

().9

0.7

1 .2

LP－lO9 101

頁岩(3.9） (6.4）5類 (2.3）つまみ付ナイフ

スクレイパー

覆十

覆十

LP－lO9 ２ lOa

頁岩70
~ノ･／“

｜
理

叫

狸

4aLP-1()9 ６

１

２

１

ｊ

４

， 黒曜石くさび形石器 覆土 3.7LP－lO9

砂岩暉
一
唖

覆十 2類 507.921 ．1 12．0 2．5LP－lO9 弓 犯

媚

~

覆土LP－lO9
~

覆土砥石９

９

０

０

１

１

~~

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

49

砥石 覆土50

安山岩

頁岩

たたき石 覆土 2類 493.27． 1 4．416．0LP-lO9

LP-lll

6 14

覆土l層石核 率
一
“

哩
一
型

3．4 4．1141

頁岩覆土l層 1類ドリル

ドリル

2．6 1 .4LP-117 41

黒曜石(0.9）覆土1層 (2.9）2類 0．40．8LP－ll8 20］

砂岩覆土 3類すり石 16．2 5．9 1015．58．8LP－ll8 ２ ８

型 砂岩たたき石 覆土l層 2類 ９

８

２

６

８

７

３

２

4．08．4LP－ll8 3 8，6
~

泥岩たたき石 覆土l層 3類 5．7 2．117．0LP－118

LP－119

4 23

黒曜石(3.1)覆土 5類石鍼 “
｜
”
｜
“

2．1 1 ．681

頁岩覆土l層 8類石鑑
うう
皇.全

今勺

J,。 晒

咽

LP－ll9 ２ ３
’
４ 黒曜石石鍼 覆土1層

覆土2層

、
｜
函

7c 2．4LP－l46 1

泥岩(4~5） (0~9）3類 (8.0）石斧LP-l50 1 9

(1196.5) 砂岩

黒曜石

覆士 2類砥石 岬

訓

6．3型
一
四

LP－l56 1 I

覆土くさび形石器 5.21 .43LP-l66

LP-l67

1

黒曜石

黒曜石

喬

詩

喬

類

類

類

３

２

３ 3類

ドリル 0．8

3．1

0．3 0.4咽
一
咽

I 1 1

(4.6）スクレイパー 0．7LP-167 2 1

砂岩

安山岩

(429.4）

~4a
すり石

すり石

10．5 4．18.4LP-167 3 4

甦
一
垂

5．2 486.98.09．7LP－167

LP－l67

214
~

安山岩すり石 9．3 5．3 ６

１

１

４

妬

７

4a 7.0５

１

20

安山岩たたき石 覆ゴ 1類 4．4 3.6

0.8

3.6LP－l75 lS
~

黒曜石2類石雛 覆土 0.50．22．5LP－l78

LP－I80

２
6"

泥岩覆十台石 13．2 10．0 3055.016．73I

黒曜石4類覆十ドリル 2．43．5 0．71.1LP-182 1 5



遺構名 ｜図中番号 遺物番号 分類

19 石斧石斧
層位 ｜細分類長さ 幅 厚き(cm) 備考重量(9) 耐

一
唾
賭

〕
石
］
石

泥

片

覆土 1類LP－l82 2 5．5 0．4 2.90．8

’石斧 覆土 1類 (4.4） (3.6） (13.6)(13.6）(0.7）LP－l82 1 ３

つまみ付ナイフ 覆土 3類 黒曜石LP－l83

LP－183

’ ８

旧

5．8 3．6 0．8 10．2

石斧 甦
錘

vo-283-b-llと接合2類 (841.8) 泥岩２ 21 ，0 3．87．5

石Ⅲ 安山岩LP－184

LP-185

１

１

1

18

20.5 16．2 9．2 4129．0

石斧 覆土 1類 泥岩10．0 123.9
つ句

J･／ 2．0

石

雛

台

石

覆土 砂岩２LP－l85 旧
－
２

'8．8 16．0 12．6

0．3

4922.0

覆土 黒曜石LP－l91

LP－l93

1 7c 1 .7 0．4

44．6

(36.3）

1 . 1

石斧 覆土 vo-286-b-2と接合泥岩顛

顕

’ 1 10．7 2．2 1 .1

石斧 覆土 片岩(8.4） (3.0）2LP－l96 1 1 .0

覆土 砂岩石皿２LP－l96 I フク.8 12．4 5450.015．7

安山岩石皿 覆土 (18.2) (9.2） (1501 .8)1 2７

８

８

９

０

０

１

２

２

~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

7． 1

石錐

すり石

覆土 (0~8） 黒曜石(2.1)’

’

２

１

§ 7b 0．4| ､3

覆ゴ 安山岩3類 876.1'2．3 8．0 5．4３

４

‐ 石斧 覆土 片岩3類 (136)

(IL6)

(5~0） (3.3） (340.5）LP-21(）

台石 覆土 安山岩(12.6) (960.7）36LP－210

LP－219

２ 6．8

石核 覆土 黒曜石1 4 5．2 3-0 76．16－6

石製品 覆」 黒曜石２ 12LP-219 0．3 0.71 .4 1 .4

石斧 覆土 泥岩3類 (8.5） （3.9） (83.1)(1 .6)LP-225 ２

スクレイパー ｜覆土 黒曜石TP－lO5 1 1 23．44 4b l 6．1 5．7 1 .3

石錐 覆土

覆土l層

(0.9） 黒曜石

黒曜石

(2.1) l.4LF－lOl l ワハ
~ノレ 0．4

弓~く 石鑛 (l7) (0.6）LF－lO9 7c 0．41 1 .2

覆土l層石錐

石鍼

スクレイパー

2類 (3~2） (ll) 黒曜石

黒曜石

(0．9）4 0．3LF－110 I

覆土l層 (1 .9) (0.3）LF－ll4

LF－l l5

LF－ll7

LF－l l7

3 0．2I 7c 0．9

覆土l層

覆土l層

(2.6） 黒曜石(8.7）4b 0．81 4 5.8

黒曜石石錐弓 7c 1 .4 0．4 0．81 1 .9

泥岩石斧 覆土 1類 124．92 ２ 2．010．0 3.9

石鍼 覆土5層 (1 .0) 黒曜石(2-0）LF－ll9 1 10 ワハ
~ノし 0．51 .4

覆土l層石雛 黒曜石4 0．3 0．8LF－l20

LF－l22

1 7c 2.3 1 .4

石斧 覆土l層 泥岩1類3 2．5 187．01 1 1 ．4 4．3

安山岩台石 覆土l層2 8690.0LF－122 1 34．4 15．9 10．3

石錐 覆土5層 (0.5） 黒曜石(1.8）2LF－l25

LF－125

LF－125

LF－l25

LF－127

LF－l32

LF－l32

1 7b 1 .3 0．3

覆土5層 頁岩4類 (4.9）ドリル Ｊ

１

６

３

３

３

く

く

２ 17 ６

９
~~

２

１

().6

覆土5層 (4.9） 黒曜石スクレイパー3 18 4b 1 . 1

周辺遺物覆土 黒曜石石斧 3類 387.64 2 12．8 5.4 3.4

石鎌 覆土5層 黒曜石0．81 2 7c 2. ］ 1 .5 0．4

石錐 覆土l層 (0.5） 黒曜石
／句句1
｛ム.皇ノ’

’

２

2 4a

3類

1 .2 ３

８
~
~

０

２ 砂岩 周辺遺物覆土 (12.3) (350.4）砥石

石雛

1 8.0

覆土l層 (1 .0) 黒曜石(2.6）2 1 .3 0．5LF－l38

LF－l38

7c1

覆土

覆土

黒曜石スクレイパー1 3. 1 12．2２ 4b 5.0 0．9

黒曜石(6.0） (12.0)スクレイパーLF－l44

LF－172

LF－l77

2 4c 4.5 0．91

石鑛 (0.9） 黒曜石覆土 (2.3）5
旬

／C 0．5１
画
’

1 . 1

覆土石鍼 黒曜石3 7c 2.7 1 .5 0．5 1 .2

周辺遺物石錐 覆土 (0.7） 黒曜石(2~6） (1 .6）LF-l94他 ワハ
ノし 0．41

石鍼 覆土 0.5 黒曜石LF-206 8 7c 1 ．9 1 ．2 0．41

石鑛 謹
一
謹

詮

謹

(0~5） 黒曜石

~~~~(0~6） 黒曜石黒曜石
(1 .8) 1 .5２

２

０

０

１

１
~~
Ｃ

Ｃ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

4 ｂ

Ｃ

７

７

0．31

石雛 (2.4）612 ２ 3 0．41 .0

石雛

石鑛

黒曜石２

２

０

０

１

１
~~
Ｃ

Ｃ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

3 5 7c 2.1 1.3 0．3 0．6

(0.6） メノウ(1 .6）7c 0．34 6 1 .0
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抽 罷 創

抽 嗣 創

把 侭 司

把 侭 司

把 嗣 創

把 繍 司

舳 陶 創

肥 侭 司

把 嗣 創

犯 憾 圃

把 侭 計

抽 嗣 創

細 儒 司

把 嗣 酎

把 濡 創

把 嗣 創

把 嗣 創

刈 雌
細 堀 創

抽 侭 固

抽 嗣 創

把 罷 創

朏 侭 創

抽 罷 創

創 茸
拙 嗣 司

細 観 劇

飼 料 旅

刈 郎
抽 嗣 酎

把 嗣 餅

把 嗣 創

抽 潟 創

湘 侭 司

細 堀 創

抽 嗣 創

把 嗣 飼

拙 罷 酬

犯 観 創

抽 嗣 創

皿 郎
皿 蠅
皿 蠅
把 侭 酎

把 侭 創

躯 偲 圃

把 嗣 創
灘 劃
団

皿 飾
刈 蠅
拙 侭 創

拙
拙
>叫

雷
評
ビ

’
漁 エ

義 姉
爵 ､二

光
汁

譜
’

。 ｛ い



番号1接合|分類 出土区 重量g石材 備考
(10.3）黒曜石
3．3 頁岩
0．7 頁岩
2．7 黒曜石

霜群球雷

－

層
一
層

土
一
Ｖ

数量

1

匡．珪

正ご

庖司
5．1

幅
五
一
四

厚さcm
1 .0

0．8

ドリル

ドリル

ドリル

類

類

類

類

句
皇
２

３

３

一
蝿

鑑

調

鵡

率

諦

串

刑
一
ね
沼
一
脚
一
万
布

ZO-296-a-016

WO-301-a-047 帽

禧
幅

彊

幅

YO-274-d-003

ZO-278-c-010

XO-298-b-010

“
一
恥

型
一
卿

０

０
~~

１

１

１

１レ

レ

帥

帥 類
類
３

３

四

画+|一語

９

1.1

1 ．8

0．3

0．7

1 ．4ドリル

ドリル

ドリル

ドリル

XO-300-c-053

XO-297-d-055XO-297-d-055 ４~~

５

２

媚
4類 層

層

層

Ｖ

Ｖ

Ⅵ

カ
ー
沼 ZO-276-d-002

YO-299-c-047

”
｜
”

1.8

~6.7壁
嚥

1 ．8

2．579

~80
1 .0 16.7

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ
つまみ付ナイフ

噸
噸
顧

V層

V層
筆
禍
室
鑑詫

ZO-284-d-012

XO-300-b-025XO-300-b-025

１

－

１

』

ｌ

－

ｌ

ｌ

－

ｌ

ｌ

3．7 2．0 ７

８
~~

０

０

4.1

~4．8
A-299-d-024

１

２

８

８

1.9
天一戸
j､。

２

８
~~

４

６
雇

眉

屋

眉

Ｖ

Ｖ

７

８

１

’

回
一
唖
一
ｍ
邸

つまみ付ナイフ| l類
つまみ付ナイフ' 1類 壼

鑑

泌
一
桝
踊

VO-302-c-032

C-290-b-014
池
塑
塑
池

塑
型
堅
型
奉
加

層
層
層
層
層

Ｖ

Ｖ
ｖ
Ｖ
Ｖ

７

９
~~

０

０つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ
類
類
１

２

ZO-279-b-004

ZO-281-a-028

XO-302-d-012

四
石
］
石

頁

頁

踊
一
師

型
塑
皿
一
匹
型
哩
恥

皿
一
封つまみ付ナイフ'2類 1 1 .3

12．0

１

１つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

顕
顕

］
石
四
石

頁

頁

ZO-298-d-059

A-297-d-022

88

89

翔
一
岬屋

恒
雇
眉

Ｖ

Ｖ

7．7

(5.3）

皿

Ｍ

１

１つまみ付ナイフ 3類
つまみ付ナイフ3類

’

一

但

詫

肇

率
鑑

WO-304-b-017

YO-296-b-032

90

91

(6.4）

~ 4．7層

層

層

層

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

5.1

6.9

フワ
ニー

1 .8

１

１つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ
獺
顕

１

５

７

１

０

０
~~
Ｃ

Ｃ
~~
８

４

９

８

２

２
~~

Ｏ
０

Ｙ

Ｙ

蛇

％

“

“
｜
脚１

Ｊ

６

８

司司
三二二

3.4

1 ．1

~0．8
１

１つまみ付ナイフ
つまみ付ナイフ

類

類

３

３

黒曜石
~~黒曜石

B-281-c-004

A-279-b-007

邸
一
錘層

層

Ｖ

Ｖ

％
｜
％

ｌ

ｌ
－
ｌ
－
１

ｌ

ｌ

－

ｌ

１

耶
一
力
｜
“
｜
科
一
哩

仙
一
”
｜
邪

Ｑ
Ｕ
句
ム

~
~

２

４

1.5

~0.8
~

類
類
類
類

３

４

４

４

フ

フ

フ

フ

イ
イ
イ
ノ
イ

ナ
ナ
ナ
ナ

付
付
付
付

み
み
み
み

ま
ま
ま
ま

つ
つ
つ
つ
つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

頁岩

黒曜石

YO-279-d-006

WO-295-c-053

A-291-b-008

A-282-d-002

洲
一
陣層

層

Ｖ

Ｖ

㈹
一
皿
一
Ｍ
一
ｍ
｜
皿
一
Ｍ

97

98

２

９
~~

３

２ 頁岩
黒曜石

黒曜石

祁
一
郷層

層

Ｖ
Ｖ

99

100

3.0

3.7

7.0

6.0

形
形

横

横
つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

13.3WO-285-a-003

ZO-301-c-027 V-5層
~V-3層

露

鑑

48．0

~27．3
101

102

103

104

横形つまみ付ナイフ ZO-287-d-009

4．3 黒曜石鍾
獺

スクレイパー

スクレイパー

V層

~V層
ZO-298-c-047

||藷）
ワ弓
二三二

2.8

0.6

~1 .0 (8.8）
~13.6 石

石

詫

塞

罪

YO-279-d-008

V層

V層

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

類
頚

勺
全
勺
些

A-297-d-023

B-292-d-01 1

WO-288-a-006

XO-295-c-016

WO-279-a-005

WO-285-d-002

C-288-c-006

IO5

~106
１

１

3．4

4. 1

４

８
~~

３

２

1. 1

幽
一
岬

1.1

~0．9 石
詫
曜
日

黒
星
《

V-3層

V層

類
類

勺
全
句
ム

107

108

109

1 10

111

1 12

113

114

1 15

1 16

塾2
2．5
弓 万
／､。

6.6

3.7

１

１

０

９
~~

６

３ 6.8

1.4

1.2

1.4

1.3

6.5
山
石
山
石

英

武

石

玄

７

８

Ⅲ

６

１

７

顕
顕

層不明
V層

即
万

四
豆
、
皿
一
迦
亙
犯
冤
四
印
亟
、
“
｜
幻
壺
娼
豆
”
万
軍
互
訓
亙
池
亟
“

１

１

霜

媚

一

露

2類 V層 (41.7)
~28. 1類

類

勺
４

う
会

幅

櫃

XO-300-c-021

WO-279-d-005

3．5

(2.9）
１
１ (28.0）

3．3

皿
一
ｍ 墾
轆
一
蝿

獺
霧
邇
獺

XO-297-d-028 V層スクレイパー

スクレイパー

勺勺
牟．ムｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１

帽
帽

廻
一
“
｜
邸
一
咄

XO-277-c-003

WO-298-c-021

塑
叩

些
妬スクレイパー

スクレイパー 黒曜石V層 型
”

B-275-d-010

B-276-b-022

A-275-b-011

却
一
哩
一
理

皿
咄 黒曜石

黒曜石
黒曜石

スクレイパー

スクレイパー

噸
癩

層

層

Ｖ

Ｖ

１

１ 哩
里
型
嘔
一
旦
山
里
“

12.8

28.1

119

120 帽
躍
帽

スクレイパー |4a XO-300-c-021

C-296-d-013

ｌ

ｌ
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
－
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
・
ｌ
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ

５

１

３

３
１

頁岩
頁岩

スクレイパー

スクレイパー

31 ．5鞄

鞄
哩
些
些
堅
唾
駈
、
畑
四
幽
皿

叫
一
煙

VO-284-c-034 5.6

石
石

誕

率
諾

XO-298-不明-0021撹乱スクレイパー ㈹
一
帖

７

５
~~

ヘ

ム

勺

会スクレイパー

スクレイパー

A-275-b-010 1V層 14.6

~41.8V層4b A-301-b-009

WO-303-d-100

WO-306-c-002

XO-296-d-012

VO-294-b-Oll

5.1

1 ．9 黒曜石

黒曜石
黒曜石

V層

V-3層

スクレイパー

スクレイパー

郡
一
岬

虻

牝 墾
加
堅
い層

層
Ｖ
Ｖ

スクレイパー

スクレイパー

15.6

~]7．6
牝
一
牝
一
北
側

頁岩0.9

~().8
3. 1

頁岩

黒曜石
スクレイパー

スクレイパー

層

層

Ｖ

Ｖ

A-274-a-007 麺

率

咄
一
訓
一
”
｜
躯

ZO-298-d-067 塑
塑
旦
酔

黒曜石
~~黒曜石

くさび形石器

くさび形石器

V層

~V層
XO-295-d-016

B-275-b-010

咽
一
妬
一
刃

２

３

３

３

１

１

石

石
嘩

喘

曜
岩
一
浬

黒
頁
琴

石核

石核
石核

YO-301-d-037 1Ⅵ層 28.8

~35．0
1､

135

136

層

層

Ｖ

Ｖ

B-290-c-012

YO-291-b-013

四
一
本

くう
三二三

4. 1 33．0

85．8

78．8

179.9

155.0

斧
斧
石
右

類
類

１

１

帽

峠
一
櫃

ZO-299-d-034

WO-306-d-003
616 8.5

~8.6
４

５
~~

３

４

些
旦
哩
加

137

138

139

140

峠

幟
石斧
石斧

類
類

１

１

B-296-b-019 1Vﾉ曽
WO-307-c-004 V-3層

即
一
㈹

9．7

~1 1 .5



Ⅷ章各種一覧資料

類
斧
斧
斧
斧

分
石
石
石
石

１

２

合

２

２

接

叫

艸

誇
叩
蚫
哩
噸

141

142

142

癖

群

143

備考鋸
一
幅
噌
帽

出土区 数量｜長さ
1 1 (12.3)

１

幅 厚さcml重量質 |石材
44 1 1.8 1 (179.9) 片岩

姥

(179.9)類
類

’

１ 峰

ZO-299-d-059

WO-295-d-028 536．4‐－
－ 接合19.9 6. 1 'フヮ

会D~ノ

ZO-301-b-01 1

C-290-d-0061類 片岩層

層

Ｖ

Ｖ144

145

型
型

(49.6） ｜片宕

174.6 1泥岩

１

１

(9.9）
12.15

句弓

。./

4．5癖

露

噸

顔
噸

XO-284-a-006

ZO-284-b-016

YO-299-c-034

YO-298-c-056

B-298-a-016

YO-295-d-048

V層 罹

幟

０

５

４

３

１

１

4．3 型
加
空
邪
一
山
”
岬

５

３

３

２

０

９

２

２

’
二
１需

需
癖

帽

幅

146

147

148

網
亜
剥

(155.0)|泥岩
(373~0) 片岩

類
類

２

３

(7.8）

(12.8)
１
１層

層

Ⅵ
一
Ｖ癖

雷

噸
顕
噸
一
噸
塑
纐 3類

l (7.6)
1 7.8

1 7.3

1 9.9

7.8
房 万
／､。

ｌ

(21.6)
13.2

46．9

端

嘩

幟

149

~150
1.9

層

層

Ｖ

Ｖ

XO-300-d-061

YO-279-a-006

３

７
~~

２

２151 石斧
癖

露
V層

V層

四
石
享
口

泥

泥

哩
脇
一
脚

ZO-299-d-074

XO-282-d-015

率
一
率

哩
一
”

53．7

~300.1ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

13.5

~9．1 四
五
〕
石

泥

泥
石斧 VO-289-d-005 V-3層

3類ZO-299-d-026 V層
ZO-299-d-031 V層

3類WO-300-c-055 V層

3類XO-306-b-004 V-3層
WO-301-c-025 Ⅳ層

3類XO-282-a-028 V層

3類YO-281-d-017 V層

帽幅

ZO-299-d-026

ZO-299-d-031

XO-306-b-004

WO-301-c-025

帽

YO-281-d-017

０
ｌ
ｂ

４
－
４

1 .4

~1 .7
61.2

63．9 接合癖

癖

厩
一
価

１

２
~~
５

５

５

５

１

１

9.6

片岩1561 1石斧 640.0 1片宕

104.3 1泥岩

唾
一
邸

6.6

~3.1

７

４
~~

３

１

1

接合157-1 石斧
157-2 石斧
堕
函

1

泥岩1581 1石斧 ３

４
~~

３

２

340.01 12.2 即
一
壷5.5 片岩

~蛇紋岩石斧 …
石斧原材 帽

229.0

C-290-c-008

肥

雌 ~5.4
159

~160
１

１ 狐
一
印

210.0

~(2120.0） 蛇紋岩
蛇紋岩

石斧原材

~石斧原材

帽

幅

咽

⑬

雨
⑰

161

162

ZO-285-d-003

C-290-c-009

画
一
”
雨

咽

ｌ
－
１
－
ｌ
ｌ
－
１
－
ｌ

175.2幻
面
四
一
四
五
浬

鑑
一
岩

蛇
泥

(73.1）
(18.4)

擦切残片
擦切残片

V層

V層
V層

C-290-c-016

ZO-284-d-017

XO-300-b-049

163

~164
1類

］

石

山

石

四

石

四

石

砂

砂

一

砂

砂

1651 1砥石 22．4“
｜
”

4.3

6.1蹄

睡
類
類

１

１

帽
垂
囑

１

２
~~

２

９

７

１

２

２

166

~167
５

２

０
４

０

０

~
~

制

、

Ｃ

~
~

４

９

９

９

２

２

~
~

Ｏ

０

Ｚ

Ｚ 9．7

9.1

即
一
妬

１

１砥石

砥石

鍾
獺

YO-289-d-007

A-296-d-033

ZO-276-c-005

ZO-274-b-010

頸
一
噸

156.6

527.6

168

169
四
石
四
石

砂

砂

層
層

Ｖ

Ｖ

暉

”

”
｜
躯

１

１蹄

睡
類
顕
蘋

つ
と

勺
今

ｑ
ジ

5.5 499.8

6~9 （2850.0）

170

~171 山
石
山
石

砂

砂

層

籍

Ⅵ
ｌ
Ｖ

暉
一
郷

(20.8）

27．0

１

１ 接合172-1 砥石 2.3 (1385.0)B-285-a-003

西の沢-016

不明-007

ｍ
｜
、 層不明172-2砥石

172-3砥石
172-4 砥石砥石
里
、

－

不明-056
砂岩砥石 帽

一
幅

類
類

３

３

至
嫡
一
如
一
率

５
６~~
５
８
５
６

１

３

7．9 1 6．3３

２

２

１

０

０

~
~

Ｕ

ｑ

ａ

~
~

５

４

９

９

２

２

~
~

Ａ

Ａ

ｌ
－
ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

173
四
石
巽
石

砂

砂

岬

癌

9．5

12.4

8．7

(17.1)
哩
応 潰乱

~~~~~~~V層
(1182.0)砂岩
(1945.0) 砂岩

類
一
類

３
－
３

WO-293-a-008

YO-294-d-018 26.3 1 (18.7)
9.1 13．3葹

石砥匹
、 804.9 1砂岩

1021.1 1砂岩

峠

類
類

１

１

V層

V-5層
V層
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Ⅸ成果と問題点

Ⅸ成果と問題点

今回の調査では縄文時代早～晩期、続縄文時代、擦文時代、アイヌ文化期などの遺構、遺物が検出さ

れた。この内、主体となるのは縄文時代後期中・末葉、晩期末葉、続縄文時代前葉では各々空間の利用

に特徴が見られる｡特に調査区の中央部に位置する西の沢を挟んだ東西の段丘で特徴がはっきりと別れ

る場合が多く、それらを踏まえて以下、遺構と土器は時期別に、石器なと・は分類別に特徴をまとめてい

く。なお、東側段丘上の遺構は後期中葉、末葉、晩期末葉の重複が著しく時期の確定が困難であった。

そのため大きな傾向を述べるに止まった。

l 遺構と土器

a)縄文時代早期

前半: I群a類の住居跡(LH-105) と土器が検出されている。

LH-105は平成6年度報告にある同時期のLH-3に近接して検出されたが、そのほぼ半分が次

年度調査区にかかるため今回は報告の対象に含めていない。土器は所謂「暁式」に相当する

もので、その多くはLH-006の覆土中から出土している。やはりLH-006によって遺構が破壊

され、堀上げ土と供に再度LH-006の覆土中に流れ込んだと考えられる。分布はきわめて限

定されており今回の調査区の他の部分では見つかっていない。

後半: I群b-l～4類の遺構と遺物が検出されている。この時期のものは調査区東側の段丘とその

周辺から少量が出土しており､傾向としては同じ段丘北側の未調査区に広がることが推定さ

れる。

b)縄文時代前期

前半： Ⅱ群a類の土器が出土しており、 これに伴う遺構はLH-101に可能性がある。早期後半と同

様に調査区東側の段丘とその周辺から少量が出土しており､傾向としては同じ段丘北側の未

調査区に広がることが推定される。

c)縄文時代中期

前半：Ⅲ群a類の土器が出土している。調査区東側の段丘とその周辺から少量が出土しており、傾

向としては同じ段丘北側の未調査区に広がることが推定される。また、東の沢の旧河道から

も出土しており上流域にも広がる可能性がある。

後半：Ⅲ群b類の土器が出土している。調査区の全域から出土しているが、東側段丘上の北側にや

や分布密度の片寄が見られる。また、東の沢や西の沢の旧河道からも出土しており上流域に

も広がる可能性が高い。

d)縄文時代後期

前葉：Ⅳ群a類の住居跡(LH-006) と土器が出土している。LH-006は調査区西側の段丘縁で単独

に検出されたもので､深くしっかりとした掘込みを持ち壁に近い床面には周溝が巡っている。

伴う遺物は床面も周囲からも少ないが､床面からは蒻翠製の大珠が出土している。原産地の

特定は分析の成果からは得られていない。Ⅳ群a類土器の分布は調査区全域で出土している

が散点的である。

中葉：Ⅳ群b類の遺構と土器が出土している。土器形式は古いと考えられる順にウサクマイC式、

手稲式、ホッケマ式、エリモB式などでが見られる。主体となるのは手稲式でこの中には先

行すると考えられるウサクマイC式の影響を見い出せるものもある。ウサクマイC式はそれ
619



l 遺構と土器

に次いで出土しているが、これらの連続した関係は考えにくい。ホッケマ式は少数の個体が

出土しているが､出土状況から見て手稲式に含まれるホッケマ式的な文様を持つものと言っ

た印象である。エリモB式は大型のものが一個体だけ出土している。

分布は大きく見て、ウサクマイc式の段階が東側段丘の中央部から東側で分布密度が濃く西

側段丘で薄い。これらに伴う明瞭な遺構はLP-210である。手稲式のなかのウサクマイC式

の影響を見い出せるものは西の沢の両岸の段丘縁に広がっており、これらには住居跡LH-lO2

~105･107が伴うと考えられる。東側段丘に位置する土曠や焼土にも可能性のあるものもあ

りこの地域は住居域に対して作業場の可能性がある。

手稲式の新しい段階のものは遺構・遺物がほぼ全域で出土している。特に、西側段丘の住居

跡のある範囲とも重複する範囲からは平面が円もしくは楕円形を呈する掘込みの浅い大小の

土曠が検出されており､覆土中かその上部には相対する一個体の土器なと、を伴うものが多く

覆土の状態なども含めて、これらは「墓」的な性格をもつことが推定される。東側段丘では

その中央部から東よりに集中して出土しており、ホッケマ式、エリモB式なども同様の傾向

にあることからキウス川上流域にはこれらの集落がある可能性が高いと考えられる。また、

東の沢､西の沢の旧河道中からも多数の出土を見ており、単なる流れ込み以外に低地での作

業や遺物の投廃棄などが行われたと考えられる。

Ⅳ群b類のなかで目を引いたのは40606の深鉢形土器口縁の突起部分と0191の注口土器であ

る。いずれも器壁の薄い作りのもので丁寧な研磨による磨消が全面に施された所謂｢精製土

器」の範晴に入るもので道内に類例は乏しい。40606の深鉢形土器は口縁部が内側に折れ曲

がり口縁には同じ突起が3～4箇所につくタイプのものである｡関東および東北南部の報告

で良く目にし､0191に描かれている沈線文は称名寺式や加曽利式に類似の文様が見られるも

のである。これらは他のものとは異質な特徴を持つことから外部から持ち込まれたと考えた

い。土器の時期は関東および東北南部での「加曽利I式」並行で、キウス5遺跡には後期中

葉のウサクマイc～手稲式の時期に持ち込まれたと考えられる。下部孔単土器と推定される

0066は底に唯一アジロ痕の認められるものでこれも同様の可能性がある。

Ⅳ群c類の遺構と土器が出土している。土器は堂林式に相当するもので主に東側段丘上から末葉：Ⅳ群c類の遺構と土器が出土している。土器は堂林式に相当するもので主に東側段丘上から

東の沢にかけて出土しており､遺構は小型で掘込みの浅い土曠と焼土がそれらの区域から検

出されている。焼土を中心とした作業場と考えられる。遺物の分布は北側に向かうほど密度

が濃くなる傾向にありこのすぐ"北側に住居地が存在する可能性がある。また、土器の接合状

況では、多くの同じ個体の土器がl～3グリッドの範囲で出土するのに対し、0076,0215そ

うしてⅣ群c類的な特徴を持つ0232は同じ個体の土器辺が30～40m程の空間に広がって出

土している。後世の晩期末葉に撹乱されたとも考えられるが､特定の個体に限られることと

それらの出土状況から判断して、散布のような広い範囲への廃棄があった可能性もある。

e)縄文時代晩期

末葉:V群c類の遺構と土器が見つかっている。タンネトウL式に相当する多数の土器がほぼ全域

で出土しているが、その様相は西の沢を挟んだ東西の段丘で異なっている。

西側は住居跡、土曠、焼土などと重複する範囲で出土しており、 これらはⅣ層のTa-c(約

B.P.2,300)を挟んだ上下の土層からも出土する連続した一群と捕えられることから東側よりも

新しく位置付けられる可能性がある｡各遺構は住居跡の北に作られた墓もしくは貯蔵穴と考

えられる士曠群を焼土列が取り囲む様に位置しており､土器は焼土の配置と良く似た分布を620



Ⅸ成果と問題点

見せている。これらはママチ遺跡や梅川遺跡などで見られるパターンと類似しており、次年

度以降の調査予定範囲に続くものと考えられる｡土器の機種構成は今回に限って言えば深鉢

形土器が浅鉢形土器よりも数的にやや有利であり､浅鉢形土器は比較的小型のものが多かっ

た（平成6年度に調査したこの南側の段丘縁片では浅鉢形土器が優位と考えていた)。

東側の段丘の土器は、中央から西よりの空間からは土曠､焼土などと供に出土しておりこの

土曠は墓と考えられる。東よりの空間では主に焼土の周辺から出土しており、この焼土には

焼けた動物遣存体を含むものがある。これらは主にⅣ層のTa-c(約B.P.2,300)を挟んだ下のV

層から検出されており、その意味で西側段丘のものより比較的古くなる可能性がある。これ

らの遺構･遺物の配置はマクロの視点で見た場合､ZO-296付近に位置する径が10m程の浅い

すり鉢状の窪みを大きく取り巻くような位置関係にあるとみなせる｡当初住居跡の存在を予

想させたこの窪みは、自然地形としてはやや不自然さを感じさせるもので、この窪地内に厚

く堆積したV層の黒色土中に未検出の遺構が存在した可能性がある。晩期末葉の住居跡は

LH-006の窪地に作られたLH-001､002のように某の窪味を利用して作られる傾向にあり、事

実、 Ⅲ層ではこの窪みを利用してUH-101が作られている。結論として東側の段丘上はこの

未検出の遺構を中心に東に焼土をつかった作業場があり、西に墓域が存在する空間配置がな

されていた可能性がある。それに伴う土器は大型の浅鉢形土器が数的に優位で､特殊なもの

では双口土器が焼土に伴って出土している。出入り口部と考えられる舌状の掘込みを持つ

UH-101からは､栄浦第二遺跡13号竪穴で見つかった土器と類似の沈線文を持つ0155が出土

している｡縄文時代晩期末葉頃には道央部においても道東と同じ住居形態の変化が生じたと

考えられる。

f)続縄文時代

前半:大狩部式に相当あるいは並行する土器と遺構が見つかっている。主体となるのは東側の段丘

でこの中央～東よりには士曠と焼土があり、土曠には墓と考えられるものもある。この周囲

から焼土や所謂「大狩部式」に相当する多数の土器、石器、玉などが見つかっている。段丘

の中央～西よりからは長けの高い深鉢形土器と恵山式に影響を受けたと考えられる土器群が

出土している。これらの土器は分布が偏っており時期的にはわずかに異なる可能性がある。

西側段丘からは撚糸文の施される土器群が見つかっており、これらは限定された地点から単

独で出土しているためセットとなる可能性がある｡器形や施文の構成は大狩部式に相当する

土器群との類似があり､大小の深鉢形土器からなるセット関係と施文原体といった特徴は道

東北の土器群との関連を伺わせる。

後半：後北C2-D式に相当する土器と遺構が見つかっている。東側段丘の東に沢に面した段丘縁辺

に墓と考えられる土曠が検出されており遺物は主にその周辺と東の沢内から出土している。

g)擦文時代

鉄製の鍬先を伴う墓(UP-ll9) と擦文土器が3個体見つかっている。

h)アイヌ文化期

アイヌ刀が副葬される墓(UP-138)が見つかっている。

（皆川洋一）
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2石器

2 石器

本遺跡出土の石器類の総数は18114点。剥片石器群16965点、磨製石器群441点、礫石器群708点で

ある。そのうちV群c類時期以降の遺物を含むⅢ、Ⅳ層出土が約2割で、 I群～V群c類時期の遺物を

含むV、Ⅵ層出土が約8割を占める。土器の相対的な出土量から判断して、本遺跡出土の石器類はⅣ群

b, c類およびV群c類期のものが主体と思われる。ただし、検出された遺構数に比して遺構出土の石

器の点数が少なく、さらに土器と共伴した例は限られているためめ､本遺跡から出土した石器から多く

を述べることは難しい｡以下には石器群別に傾向が認められた主な器種についてのみ若干述べていきた

い。

剥片石器群

主な石器の出土数は石鍼532点、ポイント24点、 ドリル65点、つまみ付ナイフ64点、スクレイパー

316点である。石材は黒曜石製のものが大半を占める。フレイク・チップの出土量も同様で、他の石

材よりも群を抜いて多い。

石錐は総点数中7b類78点、 7c類261点で､圧倒的に有茎のもの、特に7c類が多く認められた。

このうち約7割がV層およびV層相当から出土したものである。上述したように、Ⅳ群b, c類およ

びV群c類期の土器が圧倒的に多いことが反映されたものであろう。長さ2～3cmのものと幅広で

長さ3～4cmのものがあり、前者が点数的に優勢である。後者の中には、本分類に含めてよいか疑

問の残る、幅広で厚みがあるものも認められる。石材は黒曜石製が主で、頁岩製のものは稀である。

ドリル、つまみ付ナイフは、黒曜石製と頁岩製のものがほぼ同数出土していることが、特徴といえ

ようか。他の石器には認められない点である。また、つまみ付ナイフは縦長剥片を素材とするものが

主体で、横長のものは圧倒的に少ない。

スクレイパーは3類が71点と若干多い｡縦断面形が湾曲～アーチ状の剥片を素材とし､刃部は数点

を除いて背面側に形成される。刃縁は不連続な内湾もしくは挟入状を呈するもので、石材はすべて黒

曜石製である。ただし、遺構出土のものが認められないため時期は断定できない。また、 2類とした

もののうち､縦長剥片の下端に刃部をもった箆状のものが数点出土している｡刃部は片面に形成され、

刃部形状は片刃状を呈する。 2類の多くは、これらに比べ素材の長短軸長の差は小さく、加工も周縁

もしくは下端部のみ施される粗いものである。この点で箆状のものは異質である。少なくともⅣ群期

以前のものであろう。磨製石器群

磨製石斧は破片も含めて357点出土しており、V層出土のものが257点と大半を占める。 1類が圧

倒的で、 2類は数点認められる程度である。遺構からもⅣ群b, c類～V群c類土器に伴って数点出

土しており、いずれも1類である。石材は泥岩を主体とし、片岩、蛇紋岩がこれに次ぐ。未成品、剥

片も同様で泥岩が相対的に多い。ただし剥片は泥岩も含めて、成品・未成品の数に比べ量的には少な

い。本遺跡内では、ある程度加工された未成品段階のものが持ち込まれ、仕上げおよび再生のみ行な

われていた可能性が考えられる。また蛇紋岩製の石斧は擦り切り技法によるもので、あわせて擦り切

り残片､研磨された原石も出土している。これは包含層中から出土しているI群土器に伴うものと考

えられる。

礫石器群

主な石器の出土数は、砥石346点、すり石105点、たたき石144点、台石91点、石皿17点である。

点数的に砥石が卓越しているが、 これは破片数が多いためである。剥片、磨製石器群同様v層出土

のものが大半である。

砥石は機能面の残存状況から判断して、その多くが石斧の加工に関連したものと推定され、また石622



Ⅸ成果と問題点

斧の出土量と関連したものだろう。石材は砂岩主体で、安山岩も用いられる。形状は板状になったも

のが多い。また、断面形が扁平な石鋸の可能性があるものも出土しており、擦り切り技法による石斧

および擦り切り残片が出土していることと関わりがあるものと考えられる。

すり石、たたき石は不定形なものが多く、中でも円、楕円礫を素材とするものが主体である。これ

らはすり面とたたき痕が複合している例が少なくない。またたたき石については、端部および周辺に

たたき痕をもつ棒状のものが､円～楕円礫素材に次いで多く認められる点が特徴的である。石材は点

数的には安山岩が最も多く、砂岩、泥岩、片麻岩、石英岩の順である。ただし、すり石の3類に関し

ては、砂岩が優勢である。

石皿のうち、周縁が打ち欠きや敲打によって加工され、平面形は楕円形、断面形は隅丸の長方形状

になるものが、土曠中および包含層等から9点出土している。石材は安山岩主体で、砂岩製は1点の

みである。土曠中のものは、出土した土器からⅣ群b･ c類、V群c類期と考えられる。また低位段

丘の旧河道中から出土したものは、周辺にⅣ群c類土器が認められた。いずれにしても、縄文時代後

期中葉～晩期末葉所産のものといえよ証

(澤田健）
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